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　芝しば居いは好きだ。違ちがう誰だれかを演じている間は、自分の運命を忘れていられる。そうやって演じ続けているうちに、江え戸ど一番の女形おやまと言われるようになった。

「一いち陸りく、何を考えている」

　主君の声に、一陸は顔を上げて笑えみを浮うかべた。客達には決して向けない、冷れい徹てつな笑みを。

「やっと本当の主君であるあなたのお役に立てるのが、嬉うれしいと思っていました。さすがに五年の潜せん入にゆう生活は長すぎて、自分が一体誰なのか、忘れてしまいそうになっていたので」

「ふっ、お前は天性の役者だからな。……いいか、今から長年の芝居の最終幕が上がろうとしている。役者は私と家いえ密みつと二に海かい。そしてグレートビースト国の王子で、私の〝友達〟のデズモンドだ。もちろん主役はこの私。そしてお前は……」

　主君に、顎あごを撫なでられた。猫ねこの本ほん性しようがつい出てしまい、ゴロゴロと喉のどが鳴る。

「お前はとても重要な役だ。この芝居が成功するかはお前にかかっている。必ず先さき程ほど伝えた、あの〝命令〟を遂すい行こうしろ。こんな時の為ために二海の許もとへ潜入させたのだからな」

「……はい、仰おおせのままに。忍しのびである僕にとって、主君の命令は絶対ですから」

　一陸は正座したまま、深々と頭を下げていた。







　──百ひやく獣じゆう国こく江え戸ど、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜ぬけ天下を勝ち取った狼おおかみの一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







「ミコ、ワタシは緑茶じゃなくて、紅茶がいい。それに和わ菓が子しではなくて、クッキーが食べたい。フカフカのベッドじゃないと眠ねむれないし、正座もイヤだ。それに……」

　木こ挽びき町ちようにある芝居小屋。その母屋おもやにある縁えん側がわで、みこが煎いれた緑茶を渋しぶい顔で飲んでいるのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのグレートビースト国の王子、アーサーだ。毎日のように聞き続けている彼の嘆なげきに、みこはてきぱきと掃そう除じしながら慣れた様子で頷うなずいた。

「はいはい。でもここはグレートビースト国じゃなくて江戸だから、紅茶やクッキーは材料が手に入らないし、ベッドなんてものは作った事がないからって職人さんに断られたし……正座は嫌いやならしなくていいよ」

「もちろんしないさ。だけどクッキーと紅茶は諦あきらめられない。長崎まで船を出して材料を買ってきてくれ。それに長崎になら、きっとベッドを作れる職人がいるはず。探して連れて……」

「ふざけんな!!　お前が長崎に行けよ。一ひと月つきも居い候そうろうしておいて文句ばっかり言うんじゃねぇ」

　がらりと自室の襖ふすまを開けて怒ど鳴なり声を上げたのは、木挽芝居小屋の座長である二海だ。

　江戸一番の二枚目役者だといわれている二海は、着流しの上から派手な女物の着物を羽織っていて、彫ほりの深い顔は男の色気に満ちていた。その顔を怒いかりに染めて縁側に出てきた二海に、アーサーが大おお仰ぎような仕草で肩かたを竦すくめる。

「no!　ワタシが見張っていないと、ニカイがミコにラブラブビームを放つからダメだ」

「ラブラブビーム？　何だ、そりゃ」

「君には判わからなくていいよ、ニカイ。とにかくラブラブビームを放たれ続けると、ミコがうっかりその気になってしまうかもしれない。ただでさえ、最近君達は変だからね」

　視線を向けられて、みこはどきりとして動きを止めてしまった。隣となりに来た二海が急に気になって、ついちらりと目をやってしまう。そんな様子に気付いたのか、アーサーが眉まゆ根ねを寄せた。

「ほら、今みたいに、ミコはニカイがそばに来るとあたふたし始める。彼とは少し恥はずかしそうに喋しやべるし、話していない時でもニカイをじっと見つめている時がある。それはミコがニカイを意識している証しよう拠こだ。ミコがそんな態度を取り始めたのはワタシが居候し始めた頃ころからだ」

　びしっと指を突つきつけられた。鋭するどさと勘かんの良さには定評のある王子様は健在だ。

（うわっ、や、やっぱりばれてるのかな？　確かにあの日から二海を見ると、どきどきしちゃうけど……）

　みこは内心で焦あせってしまう。実は一月ほど前二海に、今すぐでなくてもいいから、将来結けつ婚こんしようと言われていた。冗じよう談だんでもいたずらでもなく、本気だと。

　好きだとは前から言われていたが、二海のそれは友達の好きだと思っていた。だけど結婚を申し込まれた事で、それは恋こい人びとの好きなのだと判って、それ以来みこは混乱している。

　そのせいで二海と自然に接する事ができなくなっていた。だけど、彼の方は今までとちっとも変わらない態度だ。だからあれは本気だったのかなと思ったりもしていた。

　考え込んでいると、アーサーがいつのまにかみこの前まで来て、さっと跪ひざまずいた。

「ミコ、君は我が国を救うといわれている伝説の奇き跡せきの女め神がみ。そして君は、ワタシの花はな嫁よめになる運命なんだ。ニカイにはゼッタイに渡わたさないぞ」

　さっとみこの手を取り、アーサーが口付ける。途と端たんに二海から、ぶわっと殺気が放たれた。

「今、何をしやがった！　俺の目の前でいい度胸だ。この馬ば鹿か王子！」

「oh!　ワタシコノクニノコトバ、ワッカリマセーン！」

「うわっ、イラッときたぞ。お前本当にぶっ殺す！」

「待って待って、落ち着いて。確かに腹立つだろうけど、落ち着いてってば」

　殴なぐりかかろうとする二海を何とかなだめていると、中庭の戸がすっと開いた。入ってきたのは、笠かさを被かぶった着流し姿の男だ。

「……何をしているのだ」

「あ！　家密。ちょっと止めるの手伝って。二海とアーサーが喧けん嘩かしちゃって」

「放っておけ。みこを巡めぐっての事だろう？　では勝った方と私が戦い、みこを手に入れる」

　笠を外して縁側に腰こしを下ろしたのは、百獣国を治める三代将軍徳川家密だ。長い銀色の髪かみと同じ、銀の毛並みを持つ銀ぎん狼ろうが本性の彼は、内密だが二海の兄だった。

「ふざけんなよ、兄貴！　いいか、二人ともよく聞けよ。ここは俺の芝居小屋で、みこは俺が面めん倒どう見てるんだ。アーサーは居候なんだし、もうちょっと謙けん虚きよにしろ。それから兄貴は毎日毎日通ってこないで仕事しろよ！」

「仕事はきちんとしている。空いた時間にみこに会いにきて何が悪い」

　今度は二海と家密がにらみ合いを始めた。みこは慌あわてて二人の間に割って入る。

「やめようってば。今はそれどころじゃないでしょ。──家密。あの件はどうなった？」

　かなり強ごう引いんではあるが、無む理り矢や理りにでも話を変えなければ、この兄弟は一日中喧嘩しているだろう。みこがやや声を潜ひそめると、狼の本性を持つ兄弟が、同じ金色の目をこちらに向けた。先に正気に返ったのは、兄の方だ。

「……まだ調査中だ。手がかりが少なすぎるからな。だがお前達の話を合わせると、江戸城にグレートビースト国と通じている〝スパイ〟とやらがいる可能性は高い。必ず私が探し出す」

　家密の力強い言葉だった。アーサーが紺こん碧ぺきの瞳ひとみに鋭さを滲にじませる。

「……ワタシは死んだ事になっている。もし江戸城にいるスパイに生きている事を知られたら、グレートビースト国に戻もどったブレイク達のウソがばれて、彼らの命が危なくなるだろう」

　アーサーの故国であるグレートビースト国の第二王子デズモンドは、百獣国を狙ねらっていた。その為に江戸城にいる何者かをスパイに仕立ててこの国の情報を手に入れようとしているらしいと見当はついていたのだ。

　以前からアーサーは、他国に侵しん略りやくを繰くり返す兄であるデズモンドを止めようとしていたらしい。だがそのせいで、彼もデズモンドから何度も命を狙われていた。

　彼の執しつ事じであるブレイクは、デズモンドに家族を人ひと質じちにとられ、百獣国でアーサーを殺すよう命じられていた。だが忠誠心から実行できず、結局みこの提案で、アーサーを殺したと噓うそをついて、家族を連れ出す為にグレートビースト国に戻ったのだ。

　みこは一月前に起こった出来事を思い出し、思わず心配げに呟つぶやいてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶかな、ブレイク。船でグレートビースト国に戻ったきり、何の連れん絡らくもないけど」

「ワタシの国まで行って戻るだけでも、かなりの日数がかかってしまう。その間そうそう連絡はできないだろう。だがブレイクは必ず戻ってくる。そうすればワタシも外に出て堂々と動けるようになるだろう。それまでは、君達に迷めい惑わくをかけるかもしれないが……」

　珍めずらしく、アーサーが真しん剣けんな面おも持もちをしていた。忠実な執事であり、片かた腕うでともいえるブレイクの事が心配な気持ちもよく判る。みこは微笑ほほえんで、ゆっくりと首を振ふった。

「迷惑なんかじゃないよ。アーサー」

「ミコ。ありがとう。迷惑じゃないなら────これからも君を口説くのを精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるよ」

　ぽんっと肩に手を置かれて、そのまま素す早ばやく頰ほおに口付けられそうになった。目を見開くと同時に、二海に腕うでを摑つかまれて素早く彼の方へと身体からだを引き寄せられる。おかげで、間かん一いつ髪ぱつアーサーの唇くちびるを避よけられた。

「てめぇ、ふざけるんじゃねぇっ」

　怒ど声せいとともに、二海が拳こぶしを振り下ろす。それを軽かろやかに避けたアーサーがにんまり笑った。

「oh　残念、もう少しだったのに」

「何だとっ、まったく、しおらしい事を言うから油断したぜ」

　怒鳴った二海と同じく、怒りの獣気を発している家密がいつもよりずっと冷たい声を放つ。

「やはりアーサーには長崎に行ってもらう事にしよう。二海、お前も護衛でついて行ったらどうだ。その間、みこは江戸城で預かろう」

「はぁ!?　何を言ってんだよ。兄貴っ」

「そうだぞ、イエミツ。ワタシは長崎には行かないからな。大体君達はミコが世間知らずなのをいい事に好き放題ばかりして……」

　三人の男達が三つ巴どもえでにらみ合う。みこはその様子を見て、ため息をついた。

「もう、喧嘩は止めてよ。……あ、一陸、ちょうどいい所に来た。三人を止めるから手伝って」

　みこは廊ろう下かの向こうから軽やかな足取りでやってくる一陸に、助けを求めた。

　歌か舞ぶ伎き三人衆の一人で、江戸一番の女形おやまだと言われている一陸は、小さい顔に大きな青い瞳。くるくるの短い茶色の髪をした、みこと同じ年くらいの少年だ。今はどうみても男だが、いざ女装すると艶あでやかな美女へと大変身する。

　本ほん性しようが猫ねこの一陸は、こちらの状じよう況きようを見て苦く笑しようしながら近づいた。

「もう、二海さん。もうすぐ稽けい古こが始まるよ。遊んでないでそろそろ準備してよ」

　呆あきれたように一陸が声をかけると、二海が摑んでいたアーサーの襟えりをようやく離はなした。

「……仕方ねぇ。この続きは後でたっぷりとな」

「上様、もうすぐ正午です。本日は午後から老中達との話し合いがあるので、もし来られても正午には必ず戻って頂くようにと、松まつ平だいら信のぶ津つ名な様に言われておりますが」

　一陸がかしこまって膝ひざをつき進言すると、家密が渋しぶ々しぶと頷いた。

「信津名め。先回りをして伝言を残しておくとはこざかしいな。後でお仕置きだ」

「アーサー王子。昨日声をかけた女の子達が玄げん関かんで待ってますよ。みんな自分がアーサー王子の恋人だと騒さわいでますけど」

　一陸が玄関を指し示すと、アーサーが大げさに両手を広げて天を仰あおいだ。

「oh　ミコ。誤解しないでくれ。芝しば居いを見に来たレディ達に、江戸の事を教えてもらっただけなんだ」

　三人とも、それぞれやらなければならない事を思い出したようだ。ぶつぶつ言いながらも立ち去った彼らを見送って、みこは一陸に尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「すごいっ、一陸。あの三人をちゃんと止められるなんて！」

「こんなの簡単だよ。それよりみこちゃんも台所で煮に物ものしてたんじゃないの。火は大丈夫？」

「ああっ、いけない。忘れてた！」

　みこは慌ててその場を後にした。だから気付かなかったのだ。

　背後で小さな牙きばを出して冷れい酷こくに笑う、青い目の猫に──。
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　隅すみ田だ川がわにかかる両りよう国ごく橋ばしを渡ると、そこは広ひろ小こう路じ。屋台や見世物小屋が並ぶ江戸でも有名な盛り場だった。そのすぐ近くにあるのが、みこが今いる回え向こう院いんだ。境けい内だいもまるでお祭まつりのように出店が並び、たくさんの人で賑にぎわっていた。

「すごい人だね！　浅せん草そう寺じもお祭り騒ぎだったけど、回向院も負けず劣おとらずだよ」

　みこは屋台を冷やかす江戸っ子達を見ながら、うきうきと声を弾はずませた。隣となりを歩く二海がきょろきょろしているみこを見て、苦笑する。

「回向院は、百ひやく獣じゆう国こく橋ばしや浅あさ草くさと並んで江戸の盛り場の三大名所だからな。特に今日は勧かん進じん相撲ずもうがあるから、みんなそれ目当てで来てるんだ」

「相撲かぁ。わたし観みた事ないんだ。楽しみ～」

「ワタシも楽しみ～」

　みこの口調をまねたのは、侍さむらいの恰かつ好こうをして笠を被り、目立つ金きん髪ぱつを隠かくしたアーサーだ。今日は彼のたっての希望で、二海と煙えん助すけと一いつ緒しよに相撲を観に来ていた。

　笠を上げて見えたアーサーの顔は、みこ以上にうきうきしたものだった。

「スモウトリというのは、愛する女性を守る為ために戦う巨きよ漢かんのヒーローなのだろう？　彼らは素す手ででしか戦わず、その鍛きたえ上げられた肉体は鋼はがねのようで、剣けんで突ついても刺ささらないという。ワタシの国に来る商人達からそれを聞いて以来、ずっと会いたいと思っていたんだ！」

「アーサー。アホとちゃうか。かなり色々と間ま違ちがってるで。みこも世間知らずやけど、あんたもたいがいやな」

　ぴょんっとアーサーの肩かたに飛び乗ったのは、小こ猿ざるの化か妖よう煙助だ。普ふ段だんは人の姿で暮らす化妖だが、まれに煙助のように人になれない者もいる。煙助はみこの親友で、しばらく実家に帰っていたのだが、数日前にひょっこり帰ってきたのだ。

「このワタシにアホとは。お猿さん、ずいぶん失礼じゃないか。……ああ、そういえば、君のお兄さんのエンタはドコに行ったんだい？　君が帰ってきてから、ゼンゼン見ないけど」

　にやにやとアーサーが問いかけると、煙助が顔を引きつらせた。

「え、煙えん太た兄ちゃんは、わいと入れ違ちがいに実家に帰ったんや。何で今そんな事聞くねん！」

「だって君達兄弟だって言うけど、明らかに同一人……」

「うわわわわわわ！　黙だまっとけや。この馬ば鹿か王子！」

　煙助とアーサーが何をもめているのか判わからず、みこは首を傾かしげた。煙太とは煙助の兄で、穏おだやかで優やさしくて親しみやすい、みこの憧あこがれの人物だ。そういえば、煙助と入れ違いに煙太がいなくなったのは、みこも気になっていた。そう考えて、ふとある事に気付く。

「あれ、そういえば、わたし煙助と煙太さんが一緒にいる所見た事ないなぁ」

　ぼそりと呟くと、煙助が全身の毛を一気に逆立てた。

「なっ、おまっ、そんな事あらへんやろ！　見た事あるやろ？」

「ううん、ない。わたし記き憶おく力はいいもん」

「アホッ。世間知らずで鈍にぶいくせに、どうしてそう無む駄だな所だけ賢かしこいねん。……と、とにかくえっと、わいは……」

「煙助は家出してたって言うし、きっと煙太さんとも色々あったんだよね。でも煙太さんいい人だし、優しいお兄ちゃんなんだから、たまには顔をあわせてお話ししないと駄だ目めだよ」

　兄弟同士でも顔を合わせたくない時もあるだろう。そう思って口にしたのに、なぜだか二海とアーサーが必死で笑いをかみ殺している。

「……二人とも、どうしてそんな変な顔してるの？」

「お前は本当に鋭するどいようで抜ぬけてるなと思って……。あ、いやいや、今は煙太の話はいいじゃないか。せっかく相撲を観にきたんだから。ほら、煙助。それ以上そこにいるとアーサーがまた変な事を言い出すぞ。こっち来いよ」

　二海が煙助の首根っこを摑んで、自分の肩に移動させた。

「それよりアーサー、話は戻もどるが、本当にお前の相撲取りの話は間違ってるぞ。相撲っていうのはそもそも……」

　どうも強ごう引いんに話をすり替かえられた気がして、みこは首を傾げた。だけど、誰だれも疑問には思わなかったようだ。

　二海はどうやらアーサーの間違った知識が許せないらしく、相撲についてきちんと教えようとしているようだ。しかしアーサーは、まったく聞く耳を持たずに目をきらきらとさせている。

「スモウトリも素す晴ばらしいが、ニンジャというのもすごいと聞いたぞ。彼らは一日中水に潜もぐるスイトウの術とか、何人もいるようにみせかけるプンシンの術とか使えるんだろう？」

「それはきっと、水すい遁とんの術に分ぶん身しんの術だよね？　でもそれは伝説みたいなもので、忍者が全員そういう術を使う訳じゃないよ。それに忍者なら芝居小屋に本物がいるでしょ」

　微び妙みようにずれているアーサーの知識と言葉に、みこは突っ込まずにはいられなかった。

「イチリクの事かい？　いいや、彼はニンジャではない。ワタシが知るニンジャは、フシギな術を使うんだ。彼らは一日中、息だって止めていられるんだぞ！」

「だから間違いやって。そんな事したらいくら忍者でも死んでまうやろ」

　冷静な煙助の突っ込みも、アーサーは完全に無視した。ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、満面の笑えみで空を仰ぐ。

「スモウトリもニンジャもまさに東洋の神秘だ。ワタシは百獣国に来たらぜひ彼らに会って、ファイトを挑いどみたいと思っていたんだ！」

　本性が百獣の王といわれるライオンのアーサーは、身体からだ中から好戦的な獣じゆう気きを溢あふれさせていた。彼のいうファイトは戦いだ。どうしてこう肉にく食しよく獣じゆうは好戦的ですぐ勝負をしたがるのかと、ため息をつきたくなる。

「お願いだから騒ぎは起こさないでよ。ただでさえ、アーサーの白い肌はだや金髪は百獣国では目立つんだから」

「みこの言う通りだ。お前は死んだ事になってるんだからな。大人しくしてろよ。大体お前は好き勝手しすぎだ。芝居小屋に来る女客は口説くし、ふらふらでかけて丸一日帰ってこなかったりするし……」

「oh　ニカイ。ワタシに人気を奪うばわれて、悔くやしいのかい？」

　からかうような調子のアーサーに、二海の額に一いつ瞬しゆんで青筋が浮うき出る。拳を振ふり上げそうになった二海の腕うでに、みこは慌あわててしがみついた。

「まあまあまあ、二海。落ち着いて。せっかく相撲を観に来たんだし、楽しもうよ。えっと、そうそう、二海。勧進相撲ってなに？　普ふ通つうの相撲とどう違うの？」

　何とか話題を変えると、アーサーを睨にらみつけていた二海がどうにか拳を降ろして、みこに目を向けた。

「勧進相撲は、簡単に言うと神社仏閣の修理費を集めるのに行われる相撲だよ。本当は女は相撲を見られないんだが、今日は知り合いに頼たのんで、みこも入れてもらえるようにしたから」

「わぁ、ありがとう！」

　みこは両手を広げて歓かん声せいを上げた。富ふ士じ山さんの社からほとんど出ずに育ったせいか、知らないものや見た事のないものに触ふれるのが大好きだ。生まれて初めて観る相撲が楽しみで胸の高鳴りが抑おさえられなかった。

　わくわくしながら境内を進んでいたみこは、ふと前方が騒さわがしくなっているのに気付いて、足を止めた。人ひと混ごみでよく見えないが、何かが割れる音や、悲鳴に近い声が聞こえてくる。

「なんだろ、人がいっぱい集まって……んっ!?」

　よくよく見ると、屋台の周りに巨漢の男達が十人以上集まっていた。大おお柄がらな二海より更さらに上背があって、横は倍以上ある。彼らは屋台の主人を囲んで何やらもめているようだ。

「おっさん、イカ焼きに髪かみの毛が混じってたんだ、どう落とし前つけてくれるんだ！」

「……いや、ですからお代はお返ししますから」

「はした金ですむかっ。そこの売り上げ全部渡わたせ！」

　髷まげを結ゆった巨漢の男達はおそらく相撲取りだろう。彼らに囲まれて、やせぎすの屋台の主人は今にも倒たおれそうなほど青ざめている。相撲取りの一人が主人の首根っこを捕つかまえて、軽々と持ち上げた。

「か、勘かん弁べんして下さい！　誰か助けてくれーっ」

　主人の声が辺りに響ひびいているが、何しろ相手は巨漢の相撲取りが十人以上。誰も関かかわりたくないようで、周りにいる人達は足早に屋台から離はなれていく。二海が呆あきれたように呟つぶやいた。

「また相撲取りが、もめ事を起こしてやがるな」

「え？　またってどういう事？」

「相撲取りは気が荒あらくてな。興行のたびにあちこちで喧けん嘩かしたりもめ事を起こすから、何度も相撲禁止令が出たりしてるんだ。やっと解禁になったってのに、また暴れたら今日の勧進相撲も中止になっちまうぞ。みこ、ここで待ってろ、ちょっと止めてくるから」

「ええっ、でも二海。一人じゃ危ないよ」

　二海が強いのは十分判っているが、相撲すもう取り達は彼よりもずっと身体からだが大きいし、何より人数が多い。着物の上からでも判る肉の厚みも半はん端ぱではなかった。そこへわくわくと声を上げたのはアーサーだ。

「ワタシも行こう。伝説のヒーロー、スモウトリとファイトができるなんて光栄だ。さあ、すぐに本ほん性しようを出し……」

「出しちゃ駄目ーっ。ライオンなんてこの国にはいないんだから、目立つ事しないでっ」

　やる気満々のアーサーを、今度は二海と二人で止める。家密と匹ひつ敵てきするほどの獣気を持つアーサー。こんな所で本性を現して戦ったら、相撲取り達が暴れるよりもひどい状じよう況きようになるのは目に見えていた。

「とにかくアーサーもみこもここにいろ。俺が行くから……」

　二海がそう言いながら、今にも相撲取り達に押しつぶされそうな屋台の主人の許もとに、駆かけ寄ろうとした時だった。

　秋の風にしてはずいぶんと強い突とつ風ぷうがびゅうっと吹ふいて、みこの一つに結んだ赤毛を揺ゆらした。その風に背中を押されながら、みこはなぜだか嫌いやな予感を覚える。それを肯こう定ていするかのように、突とつ然ぜん立っていられないほどの強風が回向院の境けい内だいに吹き始めた。

　辺りにある屋台が、今にも飛んでいきそうな勢いでぐらりと揺れる。

「きゃぁぁぁぁ！」

「何だ、この風はーっ」

　境内にいた客達が悲鳴を上げて逃にげ惑まどう。みこも、身体ごと吹っ飛んでしまいそうな突風の中で、必死で目を開けて何が起こっているのかを確かめようとした。

　まるで台風でもきたかのように、近くにある大きな木がぐらぐらと揺れて、今にも根元から倒れてしまいそうだ。渦うず巻まく風が砂を巻き上げて、境内は一気に視界が悪くなる。

　突然の嵐あらしのような風に驚おどろきつつも、みこの心の中では嫌な予感がどんどん増していた。

（あれ？　この風の動き知ってるような……。で、でもまさかね、そんなはずないよね？）

　自分の考えが当たっていない事を、みこは心から天に祈いのった。もし外れていてくれたら、これから先、一生大好きな甘いお菓か子しが食べられなくてもいいと思ったくらいだ。

「何なんだよ、この風は！」

　相撲取り達が口々に騒ぎ出す。特に彼らの周りに激しい風が吹いていて、動くのも困難なようだった。こんな状況だが、風のせいで着物が脱ぬげて半はん裸らになった相撲取り達がきりきりまいする姿は、まるで歌か舞ぶ伎き芝しば居いの道どう化けのようで笑ってしまいそうになる。

　だが本当に笑う余よ裕ゆうはなかった。びゅんびゅん吹き荒あれる風のせいで、客達は悲鳴を上げて境内の外へと逃げ出した。みこ達もそれに続こうとしたが、ふいに目の前で風が竜たつ巻まきのように渦を巻く。

「なんだ！　これじゃ、動けないぞ」

　二海がみこを守るように腕の中に引き寄せた。まるで風がみこ達を足止めしたかのようだ。

　仕方なく風をやり過ごそうと、その場で身を低くする。二海の大柄な身体に煙助と摑まって、どれだけ経たっただろう。時間的にはほんのわずかだったかもしれない。

　客達が避ひ難なんして、境内にいるのは風に翻ほん弄ろうされていた相撲取り達と、足止めを食くらったみこ達だけになった頃ころ、突風がふいに止やんだ。

　みこはようやく顔を上げ、辺りを見回した。風のせいで巻き起こった砂ぼこりで視界が悪かった。その砂ぼこりの中から黒い影かげが現れて、はっと息を吞のむ。

「弱い者いじめは感心せんな。より強い者に挑んでこそ、男だろう？」

　男らしくて力強い声だった。みこにとってはあまりにも聞いた事がありすぎる声で、正直二度と聞きたくない声でもあった。

「今の声、あいつか？」

　二海が見ているのは、ちょうどみこの右手だった。砂ぼこりが晴れてきて、段々黒い影の正体が見え始める。その人物が誰だれなのか判わかった瞬しゆん間かん、みこは自分が天に見捨てられた事を知った。

「ああっ……。神様、ひどい。本当に甘いものを一生食べられなくてもいいから、これは夢だって言って下さい」

　願ってはみたものの、これは現実だとよく判わかっていた。みこは覚かく悟ごを決めて、男を見つめる。

　こちらに歩いてきたのは、山やま伏ぶし姿の男だった。色黒で筋きん骨こつ逞たくましく、右手には錫しやく杖じようを持っている。深く被かぶった笠かさのせいで顔は見えないが、みこにはそれが誰だかすぐに判った。

「みこ、どないしてん。何でがっくり膝ひざをついたんや？」

　煙助がぴょんっと肩かたに飛び乗る。どう答えようかと思ったみこは、突然ある事に気付いた。

「に、二海。みんなを連れて逃げなきゃ」

「は？　何を言ってんだよ」

「今から大だい惨さん事じが起こるから！　すぐ逃げて！」

　大声を上げて、二海達に避難を促うながした。今から起こるであろう事を、この世の中で誰よりも知っているのはおそらく自分だ。だが山伏姿の男が、静かだが有う無むを言わさぬ声を放った。

「みこ」

「はいっ」

　条件反射でぴしっと背筋を伸のばし、みこはおそるおそる山伏姿の男に目を向けた。笠を上げた男は、年の頃は三十代前半。よく日に焼けていて、顔にも服から出ている腕にも無む駄だな脂し肪ぼうは一つもない。
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　山伏は眼光鋭するどいつり上がった目で、じっとみこを射い抜ぬいていた。薄うすい唇くちびるが、低い声を放つ。

「お前は逃げるな。この大おお馬ば鹿か者どもに説教したら、次はお前だ。逃げても無駄なのは、よく判っているだろうな」

「ううっ、はい……！」

「大馬鹿者どもってのは、誰のことだい？　おっさん」

　相撲取り達がぐるりと山伏の周りを囲んだ。みこは慌てて、相撲取り達に向かって叫さけぶ。

「あなた達、止めた方がいいよ。世の中には喧嘩を売っていい相手と悪い相手がいるんだから。二海には喧嘩売ってもいいけど、その人は絶対に駄だ目め。普通の人が手を出していい人じゃないんだからっ」

「うるせぇっ。俺達は相撲取りだぞ。そんじょそこらの奴やつに負けるかっ。小こ娘むすめは黙だまってろ！」

　一いつ喝かつしたのは、一番身体が大きな相撲取りだ。彼は山伏の襟えりをぐいっと摑つかんで、軽々と頭上へ持ち上げた。相撲取りに比べたら、筋骨逞しい山伏もまるで少年のように見えてしまう。

　だが悲鳴を上げたのは、山伏ではなく相撲取りの方だった。

「うぎゃぁぁ。お、折れる！」

　いつのまにか山伏が、襟を摑んでいた相撲取りの右手をねじり上げていた。二海がはっとしたように、みこと男を交こう互ごに見る。

「あれは合気道じゃないか？　お前があれとよく似た技わざを使ってるの見た事があるぞ」

「似てるはずだよ。だって同じ技だから。わたし合気道……っていうか、武道全ぜん般ぱんあの人に習ったんだ」

　二海が目を何度も瞬またたかせた。みこの前方では、山伏がねじり上げた相撲取りの腕うでを突つき放して、鼻を鳴らして笑っている。

「このくらいで悲鳴とは情けない。しばらく琉りゆう球きゆうで武者修しゆ行ぎようをしている間に、江戸の町も相撲取りもずいぶん変わったものだな。昔は私と五分で戦った相撲取りもいたのだが……。この調子では、侍さむらいも戦国の時代ほど豪ごう傑けつな者などおらぬだろう。なげかわしや」

　山伏がゆったりとした仕草で笠をとる。真っ黒で固そうな短い髪かみ。一ひと重えの目は眼光鋭かった。手放した笠が下に落ちると同時に、山伏の足が地面から浮ういた。

「な、なんやっ。あれ!?　人の姿なのに、背中から翼つばさが生えてるで。空飛んでるやんかっ」

　煙助が目を見開く。それもそのはず。山伏の背中から真っ白な翼が生えていたのだ。

　鳥の化か妖ようはいるが、空を飛ぶのは完全に本性の姿になってからだ。人の姿で翼だけを出して飛ぶなんて、普ふ通つうではあり得ない。だけど空では確かに、真っ白な翼を羽ばたかせた山伏が、錫杖を振ふり上げていた。みこは彼のその仕草だけで、次に何が起こるのかを敏びん感かんに悟さとった。

「みんな、疾風はやてが来る、伏ふせて！」

　近くにいた二海とアーサーの身体からだをどんっと押して、一いつ緒しよに地面に倒たおれ込んだ。幸い境内にいた人達は避難している。呆ぼう然ぜんとして立っていたのは、相撲すもう取り達だけだった。

　びゅんっと頭上で風が鳴ったのと同時に、相撲取り達の悲鳴が境内に響ひびいた。

「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁ──────」

　声が段々遠のいていく。みこは風が止んだのを確かく認にんして、頭を上げた。

　回向院は突風のせいですっかりめちゃめちゃだ。並んでいた屋台は吹き飛んで跡あと形かたもないし、頑がん丈じようそうな回向院の建物も半分崩くずれかけている。何よりこの世のものとは思えない光景が一つあった。二海がみこと同じく頭上を見上げて、呆然と呟つぶやく。

「す、相撲取り達が回向院の屋根に刺ささってるぞ……。どういう事だ？」

　なぜこんな状態になったのか、みこにだけは正確に判っていた。

「あれはね、疾風って術の仕業だよ。あの白い翼で、突風を生み出すの。その風はすっごく強力だから、多分あんなに大きな身体の相撲取り達も、軽々と吹ふき飛ばしたんだと思う。相撲取り達は風のせいで空に舞まい上がって、回向院の屋根に突き刺さったんだと……」

「oh　ファンタスティック！　これこそ東洋の神秘だっ」

　一人目を輝かがやかせているのはアーサーだ。あまりに現実離ばなれした光景に、アーサー以外の全員が呆然としていると、山伏がふわりと羽ばたいて着地した。

「みこ」

　山伏が表情一つ変えずに低い声を響かせた。みこは慌あわてて立ち上がり、ぴしっと姿勢を正す。

「お、おい、みこ。こいつ知り合いなのか？」

　目を丸くしている二海に、みこは微び妙みような笑えみを浮かべた。

「できたら、知らないって答えたいんだけど……」

「みこ、私が話しかけたのだぞ。きちんと返事せぬかっ」

「はい！　申し訳ありませんっ。お師し匠しよう様」

　その返事を聞いて、二海が慌ててみこの腕をとった。

「お師匠様？　そういえばさっき武道全般教えてもらったって言ってたな。こいつは何者なんだ。何で人の姿なのに翼なんかあるんだ？　あの相撲取り達を吹き飛ばした疾風とかいうのは、本当にこいつの仕業なのか？」

「う、うん。二海。この人は蘭らん刀とう斉さいって言って、それで……」

「説明などせんでいい。お前はこのまま富士山に戻もどるのだ。雅みやび様にお前を連れ戻して来いと命じられた。私はその為ためだけに、わざわざ琉球から戻ってきたのだぞ。密林の中で世にも珍めずらしいハブの化妖の大群と戦って、後一歩で勝利できたというのに、お前のせいで勝負はお預けだ」

「そ、そんな事言われても……」

「口答えする気か！」

「いいえ、すいませんっ」

　蘭刀斉に怒ど鳴なられると、ぴしっと背筋が伸びる。これは幼い時からの条件反射だ。蘭刀斉には絶対に逆らわないよう、きっちりしつけられてきた。自分にも他人にも厳しい師匠が怒おこるとどれだけ恐おそろしいか、みこが一番よく知っている。

「お前は恐れ多おおくも雅様の許もとに戻らないと言ったそうではないか。そんな事は雅様をお守りする炎えん守しゆの一族の族長、この蘭刀斉が決して許さぬぞ」

　蘭刀斉との会話から、二海は状じよう況きようを悟ったようだ。みこの前に飛び出して、彼と相対した。

「ずいぶんと音おと沙さ汰たがなかったから、すっかり炎守様は諦あきらめたかと思ってたぜ」

　炎守とはみこの育ての親である雅の事だ。富士山の社に住んでいて、百ひやく獣じゆう国こくを守る生き神でもある。実はみこは彼の跡あと継つぎで炎えん華か姫ひめと呼ばれていた。

　しかし雅とは色々とあって、現在は袂たもとを分かっているのだ。

「遅おそくなったのは、雅様が心より信しん頼らいしている私が、どこにいるか判らなかったからだ。みこを連れ戻す役目は、やたらな者には任せられぬからな」

「お師匠様、そんなに堂々と言うことじゃないと思います。炎守の一族の族長で富士山の警護を一任されているのに、それをほったらかして、何年も武者修行の旅に出てたんだから……」

「黙だまれっ、みこ。口答えするなというておろうが」

　空気をも揺ゆるがす怒ど声せいに、みこは首を竦すくめた。二海がみこを庇かばうように片手を上げて、蘭刀斉を睨にらみつける。

「師匠だかなんだか知らないが、みこは連れていかせねぇ！」

「ほう、いい獣じゆう気きだ。さすがは闇やみ狼ろうだな。闇狼は徳川家に不ふ吉きつを呼び込む存在。生まれつき持つ獣気も強大すぎて、それを自分でも抑よく制せいできない。周囲の者達をも巻き込んで、息絶えるその時まで暴れ続ける。……赤子の時に殺すのが習わしのはず。なぜお前は生きている？」

　二海の顔が一いつ瞬しゆん辛つらそうに歪ゆがんだ。みこはとっさに蘭刀斉に鋭い視線を向ける。

「言い伝えはどうあれ、二海は違ちがいます！　彼は兄の家密にも、政治の事では逆らったりしない。徳川家に不吉をもたらしたりなんて絶対にしない！　それはわたしが保証します」

　きっぱりと言い切った。その言い伝えのせいで、二海は今まで辛い思いをたくさんしてきたのだ。本当かどうかも判わからない言い伝えなどで、これ以上彼を傷つけたくなかった。

　蘭刀斉が訝いぶかしむような目つきで、二海とみこをゆっくりと交互に見た。そしていきなり目を剝むいて、こちらに指を突きつける。

「──みこ、やはりお前は恋こいをしているな！」

　突とつ然ぜんの言葉に、みこはどきりとして、思わず動きが固まった。

「い、いきなり何を言うんですか？」

　とっさに言い返しつつも、顔が真っ赤になるのを止められない。内心では焦あせりまくっていた。

（アーサーにも意識してるって言われたけど、久しぶりに会ったお師匠様にも〝恋をしてるな〟なんて言われるなんて。わたしそんなに変な態度とってるのかな!?）

　すぐ横にいる二海の体温が、空気を通してふいに伝わった気がした。触ふれてもいないのにこうして意識してしまうのは、一体どういう事なのだろう。あたふたしているみこを見て、蘭刀斉が更さらに怒鳴り声を上げた。

「やはりそうか。この半人前以下の小こ娘むすめが。今この国には外国からの敵が迫せまっているのだぞ。炎華姫という立場にありながら、恋にうつつを抜ぬかして国が滅ほろぶのを黙だまって見ている気か！」

「そ、そんな！　わたしはそんなつもりは……」

　蘭刀斉はどうやら、先月のアーサーが江戸にやってきた時の事件や、グレートビースト国の第二王子であるデズモンドが虎こ視し眈たん々たんとこの国を狙ねらっている事を知っているようだ。

　おそらく千里眼を持ち、未来を夢見る事ができる雅から、事情を聞いているのだろう。そう思いついて、みこははっとした。

（きっと……雅様がまた未来の恐ろしい夢を見たんだ。だからお師匠様は、国が滅ぶなんて言うんだ。遠い外国から敵が来るまでは、まだ時間の余よ裕ゆうがあると思ってたけど、こうしてお師匠様がわざわざ出向いてわたしを呼びにきたという事は……）

　その続きを考えて、背筋がぞっとした。生き神である雅が見る未来の夢は、必ず現実となる。雅の腹心の部下である蘭刀斉が自分を呼びに来たという事は、敵が百獣国に攻せめ込むまで、もう時間がないという事なのではないだろうか。

「さあ、みこ。今すぐ富士山に戻るのだ。雅様が首を長くしてお待ちだぞ」

「で、でも、お師匠様。わたしにはもう神通力はないんです。炎華姫としての力はすべてなくしてしまいました。そんなわたしが富士山に戻ったって……」

　炎華姫であるみこは、以前江戸を救う為に大きな神通力を使い、それ以来不思議な力は一いつ切さい発揮できなくなっていた。みんなを救えたのだから悔くいはないはずだったのに、正直に言うと神通力さえあればと思う事もあった。国に大きな危機が迫っている今、何もできない無力な自分が悔くやしくてたまらない時があるのだ。

　蘭刀斉がみこの心を見み透すかしたように、口元だけで小さく笑った。

「──いいや、お前の神通力は、なくなってはいない」

　みこは目を見開いて、ひゅっと息を吞のんだ。今言われた事が信じられなくて我が耳を疑っていた。蘭刀斉がそんなみこを見つめて、深く頷うなずく。

「お前の神通力はなくなったのではなく、眠ねむっているだけだ。取り戻すのは十分可能だぞ。お前が恋にうつつを抜かして、ふぬけになっていなければな」

　唐とう突とつな話すぎて、みこは混乱していた。色んな思いが心の中で渦うず巻まいていたが、一つだけはっきりしている事がある。

（お師匠様はおかしな人ではあるけれど、こんな状況では絶対に噓うそはつかない。……という事は、わたしは本当にもう一度、あの力を取り戻せるの？）

　希望の光が見えた気がした。一ひと月つき前、船に監かん禁きんされていたアーサーを助け出して一緒に逃にげようとした時、敵に囲まれてしまった。だけど神通力を失った自分は、何もできなかったのだ。

　以前なら神通力で怪け我がを治し、火の玉を作り出したり、江戸城の天守閣に燃え上がった炎を大雨で消す事すらもできたのに。

　あの時に何もできなかった悔しさは、ずっと心で燻くすぶっている。今も、江戸城にスパイがいると判ったのに、結局それを見つけ出す手段も力もなくて、家密に頼たより切っていた。

（でも神通力を取り戻したら、わたしも家密やこの国の為に、また役に立てるかもしれない）

　それは願ってもない事だった。炎守の跡継ぎ、炎華姫として育てられたみこは、幼い頃ころから百獣国を守る生き神となるべく教育されてきた。みこにとって自分自身の事よりも、この国や民たみを守る事の方が最も優先されるべき事なのだ。

　みこはふらりと、蘭刀斉に向かって一歩踏ふみ出そうとした。だけどその瞬しゆん間かん、強い力で肩かたを摑つかまれ、引き戻される。

「行くな」

　振ふり向くと、真しん剣けんな表情の二海がいた。金色の瞳ひとみに映っているのは、戸と惑まどった顔をしている自分だ。肩を摑んでいる手に、ぐっと力がこもる。

「絶対に行くんじゃない。罠わなに決まってる。あいつはお前を連れ戻す為に噓を言ってるんだ。それに……もし本当だったとしても、俺はまたお前が神通力が使えるようになるのは反対だ。江戸城の炎えん上じよう事件の時みたいに、お前はまた無理をするだろ。今度は本当に死んじまうぞ」

　力強い低い声だが、懇こん願がんする響ひびきも混じっていた。

　三ヶ月前の諒りよう影えいの事件で天守閣が燃えた時、みこは大雨を降らせて炎を消した。だが大きな神通力を使う為には、代だい償しようとしてたくさんの血が必要で、そのせいで出血多量になり生死の境をさまよったのだ。

　心配そうに見つめる二海と目があって、みこは動きを止めた。そこへ蘭刀斉の低い声が響く。

「本当にそれでよいのか。この国に未いまだかつてない危機が迫っているのは確かだぞ。お前は江戸の守護者、炎守の跡継ぎとして育てられてきた。この国を救えるのは、お前だけなのだぞ」

　はっとして、蘭刀斉へと振り向いてしまう。言われなくてもそれは十分判っていた。二海や家密と離はなれたくなくて、一度は雅の許もとを去ると決めた。だけど、今はその時とは状況がまったく変わってしまったのだ。

　以前は諒影という大きな敵の野望を砕くだき、これで江戸に平和が訪おとずれると信じていた。だが今は、百獣国を狙う外国の強大な敵がいて、江戸城にはそのスパイがいる。おそらくスパイは幕府の情報を敵に流しているだろう。彼らがいつ牙きばを剝いて襲おそいかかるか判らない状態なのだ。

　蘭刀斉は、みこがその敵を追い払はらえるかもしれない力を取り戻もどせると言っているのだ。

　みこの心は大きく揺れていた。神通力を取り戻したいという思いはとても強い。今すぐ蘭刀斉の許に行き、詳くわしい話を聞きたかった。だけど、肩に置かれた二海の手が熱くて、どうしてもそれを振り払えない。

　結局動けなくなってその場で立ち尽つくしていると、ふいにざわざわと声が聞こえてきた。客達が避ひ難なんして閑かん散さんとしていた境けい内だいに、かなりの数の役人達が駆かけ込んできたのだ。蘭刀斉がちっと舌打ちする。

「面めん倒どうなのが来たな。ではみこ、話の続きは今夜だ。この場所にお前一人で来い」

　ひらりと一枚の紙を宙に浮うかせて、蘭刀斉が真っ白な翼つばさを広げる。宙に舞まった紙は、翼がはためく時に起こった風に乗り、みこの手へと引き寄せられるように落ちてきた。

「みこはどこにも行かせねぇ！」

　二海がすごむと、蘭刀斉はふっと口角を上げ、翼を大きくはためかせた。蘭刀斉が向かったのは、いつのまにか近くの木に登ってこちらを見守っていた煙助だ。そのまま小こ猿ざるの煙助を片手で摑んで、空高く舞い上がる。

「うわぁぁっ。何すんねん！」

「この猿は預かったぞ。返して欲しければ、必ず今夜来い。よいな、みこ」

「お、お師し匠しよう様！　煙助は全然関係ないんだから、巻き込まないで……！」

　叫さけんだがもう遅おそい。蘭刀斉は大きな羽ばたきを残して、空へと消えていってしまった。
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「結局、あの蘭刀斉ってのは一体何者なんだ」

　蘭刀斉のせいで、回向院の境内はめちゃめちゃになってしまった。役人達に見つかると色々と面倒なので、みこ達はあの後すぐに逃げ出して、やっと芝しば居い小屋に戻ってきたのだ。

　留守番をしていた空くう三ざと一陸も集まり、二海が先さき程ほどの話をしてきかせたばかりだった。彼は最後に改めて、みこに蘭刀斉について問いかけた。

「雅様を守る炎えん守しゆの一族の族長。わたしになぎなたや武芸を教えてくれたお師匠様なんだ」

「なんと、師匠のお師匠様ですか！　それは私にとっては雲の上のお方ですね。師匠のお師匠様なら、私は一体なんとお呼びすればよいのでしょう」

　真剣な顔で聞いてきたのは、蛇へびの本ほん性しようを持つ木こ挽びき芝しば居い小屋の三枚目役者、空三だ。整いすぎた美しい顔で外国の言葉も話せるほど賢かしこい頭脳を持つ、江戸城一の居合の達人だ。

　だけどおかしな性格とずれた言動のせいで、その高い能力のすべてが台無しだと噂うわさされる変人だった。

「空三、今はお師匠様の呼び方はどうでもいいよ。それより誘ゆう拐かいされた煙助が……」

「それこそ私にはどうでもいいです。師匠のお師匠様の方が、私にとっては大事なので」

　みこが作る料理が死ぬほど好きだという空三は、勝手に料理の弟で子しを名乗ってみこに付き従っていた。美しい顔で苦く悩のうしている空三を見て、二海が呆あきれた声を上げる。

「みこ、空三は相手にするな。それより蘭刀斉は、人の姿で翼を出して空を飛んでたぞ。あれはどういう事だ？　鳥の化か妖ようだとしても、普ふ通つうは完全に鳥の姿になってからじゃないと空は飛べないだろ。それにあの疾風はやてってのはなんだ。まさかあいつも神通力が使えるのか？」

「ううん。あれは神通力じゃないんだ。お師匠様は、えっと、たとえて言うなら、諒影とか藤ふじ菜なみたいに特別な化妖なんだ。炎守の一族はみんな朱鷺ときの本性を持ってるんだけど、まれに特とく殊しゆな能力を持つ化妖が生まれるらしくて」

　毒の体液を持つ諒影に、男にも女にもなれる藤菜は、化妖としてはかなり特殊な体質を持っていた。いわゆる化妖の突とつ然ぜん変へん異いといえるだろう。蘭刀斉もおそらく彼らと同じだとみこは考えていた。

「お師匠様は、人の姿で翼を出して空を飛んで、羽ばたきで大きな風を起こせるんだ。それが疾風って術。回向院ぐらいだったら、本気を出せば建物も何もかも全部吹ふき飛ばせると思う」

　二海達が信じられないと言いたげに、目を丸くしていた。そこへ黙だまって話を聞いていた一陸が、ふいに口を挟はさむ。

「ねぇ、そのお師匠様は、蘭刀斉っていうんだよね？　その名前に聞き覚えがあるんだけど」

　みんなが視線を向けると、一陸が考え込むように腕うで組ぐみした。

「確か、徳川家が幕府を開いた時に、お庭番衆を組織作りした忍にん者じやがそういう名前だったような……。あ、ほら、この間盗ぬすまれた〝秘伝の巻物〟。あれって百ひやく獣じゆう国こくの正確な地図が描いてあるでしょ。戦国の時代に全国を歩いてあの地図を作ったのも、蘭刀斉って名前の人だよ」

　一陸は二海の護衛として今は芝居小屋に住んでいるが、元々はお庭番衆の一員だ。それもあって幕府の事情にも通じていた。二海が笑いながら肩を竦すくめる。

「そりゃ別人だろ。天下分け目の戦いくさからもう三十年は経たつんだぞ。俺達が会った蘭刀斉は、どう見ても三十歳そこそこ……ん？　どうした、みこ」

　袖そでをくいくいと引っ張ると、二海がこちらに顔を向ける。みこは引きつった笑えみを浮かべた。

「た、多分同一人物だと思う。お師匠様は忍者なんだ。それもかなり腕うでのいい。戦国の時代に雅様に協力して徳川家に仕えたっていうのも聞いたことがある。忍しのびの技わざを才能ある子供達に教えたんだって。ついでに言うとお師匠様は、わたしが物心ついた時からずーっとずーっと、……年を取った気配がないんだ」

　さすがに驚おどろいたのか、二海が表情も動きも固まらせた。一人目を輝かがやかせたのは、アーサーだ。

「あのファンタスティックな術が使えるのはニンジャだからだね！　やはりワタシが聞いた通り、ニンジャは不思議な忍にん術じゆつを使うのではないか。素す晴ばらしい。ぜひ勝負を挑いどんでみたい」

　アーサーが満面の笑みを浮かべて拳こぶしを握にぎりしめると、二海が呆れ顔でため息をついた。

「挑むなよ。あれは特殊な忍者なんだ。元々は主君の為ために暗あん躍やくするのが仕事なのに、あんなに派手に登場して、あれだけの大おお騒さわぎを人前で起こすなんて、忍者としては失格だぞ」

　確かにとみこも頷うなずいてしまう。蘭刀斉は忍者の技術も武道の腕うで前まえも最高だが、色んな面で問題のある人物だった。

　頭が痛いのか、二海がこめかみを押さえて渋じゆう面めんを浮かべた。

「まったく、炎守様も自分が動けないからって、また面倒そうな奴やつをよこしたもんだな。あいつも何だか空三とか春華かすがと同じ匂においがしたぞ。人の話とか全然聞かなくて、自己主張は激しくて、他人の迷めい惑わくを考えないって感じの」

　ずっとみこの師匠をなんと呼べばいいか考え続けていたらしい空三が、やっと顔を上げる。

「失礼ですよ、二海。私も母もちゃんと話を聞いていますよ。無視しているだけです」

「余計悪いだろうが！」

　二海に怒ど鳴なられても、空三は涼すずしい顔だ。みこは二海をなだめつつ、小さくため息をついた。

「でもね、二海。空三よりお師匠様の方がたちが悪いよ。だって人の話を聞かない上に、拳で語れが信条だから、気に入らないと相手をこてんぱんにするまでやめないの。疾風の術もあるから、お師匠様が暴れると周りに大だい被ひ害がいが出るし。お師匠様の一番悪い所は、人の迷惑をちっとも気にしない所なんだよね……」

　先程の回向院での出来事がいい例だ。一見、巨きよ漢かんの相撲すもう取り達から屋台の主人を助けたかに思えたが、実は違ちがうと子供の頃ころから蘭刀斉を知っているみこだけは判わかっている。

　蘭刀斉はただ単に、大きくて気が荒あらくていじめがいがありそうな相撲取り達を、ちょっとからかっただけなのだ。おそらくみこを連れ戻す為に、琉球で遊んでいたハブの化妖とやらと決着をつけられなかった腹いせもあっただろう。自分が腹立たしいからと、まったく関係ない相撲取り達相手に暴れるなんて、我が師匠ながらなんと子供っぽいのかと呆れてしまう。

　同じくめちゃめちゃになった回向院を思い出したのか、二海が呆れたように息をついた。

「とにかく、あいつはふざけた性格で、妙みような術を使う忍者で、空を飛べる好戦的な炎守様の使いって事でいいのか？　みこ」

「うーん、まとめると大体そうかな。……とりあえず煙助を助けに行かなくちゃね。お師匠様は強い肉にく食しよく獣じゆうが大好きだから、草そう食しよく獣じゆうで明らかに弱そうな煙助をいたぶったりはしないだろうけど……。いまいち何をするか読めない所があるから、絶対に煙助が安全とは言えないし」

　みこは立ち上がろうとした。そろそろ夕暮れだ。蘭刀斉から受け取った地図を頼たよりに、煙助を救出する為、出発しなければ。

　だがそんなみこの腕を二海が摑つかんだ。見ると、さっきとは違う真しん剣けんな表情で首を振ふる。

「駄だ目めだ。あいつはお前を連れ戻もどしに来たんだぞ。のこのこ出て行ったら、今度はお前がさらわれちまう。……一陸、番所に連れん絡らくしてくれ。俺の知り合いの役人がいるから、煙助がさらわれた事と、あいつの残した地図の場所を教えてくるんだ」

　一陸がさっと頭を下げた。そのまま音もなく部屋を出て行き、あっという間に姿が見えなくなってしまう。

「みこ、煙助は役人に任せろ。お前はあいつとは関かかわるな。判ったな」

　いつもは優やさしい二海が、有う無むを言わせぬ口調でみこの目をじっと見つめた。その迫はく力りよくに押され、みこは戸と惑まどいつつも頷く。

「う、うん。……判った」

　返事はしたものの、みこの頭には、神通力はなくなったのではなく眠ねむっているだけという蘭刀斉の言葉が、焼き付いて離はなれなかった。
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　江戸城の本丸御ご殿てんは大きく三つに分かれている。将軍である家密の部屋があるのはそのうちの一つで、中なか奥おくと呼ばれる場所だ。そこには少人数で話し合いをする為の小部屋がいくつもある。家密は小こ姓しよう達すら遠ざけて、中奥にある人目につきにくい部屋に来ていた。

　一いつ緒しよにいるのは家密の手足となって、幕府の中ちゆう枢すうで活かつ躍やくする老中の松平信津名。大おお奥おく総そう取とり締しまり役やくの春華の局つぼね、そしてあらゆる情報に通じている叔父おじの頼より伸のぶだ。江戸城を取り仕切る主おもだった面々が揃そろっているのには、訳があった。

「……スパイか。いくら探しても、江戸城にそれらしい奴は見当たらないぞ。本当にいるのか？　みこがアーサーに騙だまされてる可能性だってあるだろ」

　正面であぐらをかいている頼伸が、ため息混じりに肩かたを竦めた。

　グレートビースト国の第二王子でデズモンドという男の密みつ偵てい……スパイが江戸城にいるらしいと、家密がみこから聞いたのは、ちょうど一ひと月つき前だ。

　それ以来、家密は信用できる信津名と春華の局、そして信用はできないが、利害関係が一いつ致ちしている頼伸と一緒にスパイの捜そう索さくを続けてきた。信津名が頼伸に一歩膝ひざでにじり寄る。

「ですが頼伸様、先月の秘伝の巻物が盗まれた事件。あれは結局グレートビースト国のデズモンド王子に脅おどされて、アーサー様の執しつ事じのブレイクがした事でしたが、あの時の経けい緯いから見ても、江戸城の詳くわしい情報がグレートビースト国に流れているとしか思えません」

　老ろう齢れいだが、整った顔と凜りんとした姿勢の春華の局が、持っていた鉄てつ扇せんを開いて口元を覆おおった。

「ええ、まず百獣国の情報が詰つまった秘伝の巻物が江戸城にある事。それを信津名が管理している事。合い鍵かぎを作るのが難しい錠じよう前まえを使った場所に保管してある事。それらを知った上で、デズモンドとやらが秘伝の巻物を盗む指示をブレイクに出した可能性が高うございまするぞ。江戸城にいる誰だれかが、その情報をデズモンドに流した可能性はかなり高いかと」

　春華の局が、赤い目をじろりと頼伸に向ける。

「まあ、あなた様がスパイだとすれば、そんな者はいないと言われるのもよく判りますが」

　頼伸が笑いながらも、春華の局と同じく鋭するどい視線を放った。

「おいおい、俺は味方してやってるんだぞ。ちゃんとこの一月の間、スパイ探しに協力もしているだろう。いい加減信用しろ。本ほん性しようが蛇へびの女は疑うたぐり深くて困る」

「もちろん信用しておりますぞ。──ですが、頼伸様がその信しん頼らいを裏切るような事をなされば、末代まで蛇が祟たたりますぞ。お覚かく悟ごなされ」

　薄うすく笑う春華の局はもちろん本気だろう。家密の乳母うばであり、徳川家の繁はん栄えいを心から願う春華の局。彼女は家密に敵意を持つ頼伸を、昔から嫌きらっていた。

　家密はにらみ合う二人を目で制した。

「やめておけ。頼伸は私と勝負して勝ち、自分が百獣国で一番強いと証明したいだけだ。外国からの敵など現れたら、勝負どころではなくなる。だから私に協力すると言っているのだ。利害が一致している以上裏切ったりはせぬ」

　春華の局が渋しぶ々しぶと口を閉じる。家密は部屋に集まった三人を見回した。

「信津名や春華の言う通り、秘伝の巻物が盗まれた経緯から見ても、江戸城に外国と通じている者がいるのは確かだろう。それが誰か判らぬ以上、表だって捜索するのは控ひかえる。気付かれて逃にげられては元も子もないからな。しばらくはこの三人で内密に捜索するぞ」

　一枚岩ではない幕府。完全に信用できる者といえば、やはり限られる。特に家密は強ごう引いんな手しゆ腕わんで幕府を動かしてきた。切れ者だと評する声もあれば、傲ごう慢まんだと陰かげ口ぐちを叩たたく者も多い。

「どこにスパイがいるかは判らぬ。江戸城の隅すみ々ずみまで目を光らせろ。特に外国との交易に関わっている者が怪あやしい。グレートビースト国とも連絡が取りやすいからな。妙な動きをする者は、秘ひ密みつ裏りに捕とらえて詮せん議ぎしろ。決して気を抜ぬくな」

　信津名と春華の局がうやうやしく頭を下げ、頼伸もため息混じりに頷いた。
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　家密達との話し合いを終え、中奥の部屋を出た頼伸は面めん倒どうな事になったと思いつつ、自室へ向かっていた。

「外国の敵なんて冗じよう談だんじゃないぞ。家密を倒たおすのは、この俺だ」

　呟つぶやきと同時に、身体からだ中から獣じゆう気きがみなぎった。徳川家では、一番強い者が主となる。狼おおかみの群れを率いる将軍の地位を、文字通り戦って奪うばい取るのが習わしだった。

　頼伸は幼い頃から三代将軍に一番近いと言われ、自分でも若手の狼達の中で最も強いという自信があった。だが本音を言うと、将軍の座にはさほど興味はなかった。権力は持っていても面倒な事の方が多いと、兄である二代将軍を見て知っていたからだ。だけど狼の雄おすとして、群れの先頭に立ちたいという欲よく望ぼうは誰よりも強かった。

　それなのに、ある日あの銀狼が目の前に立ちはだかった。そしてあろうことか、将軍の座をかけて勝負を挑んできて、そして自分は負けてしまったのだ。

　最初は信じられなかった。自分より若く、まだ子供と呼べる少年に負けたのだ。頼伸の誇ほこりはズタズタだった。頼伸はあの日以来、失った誇りを取り戻すため、もう一度家密と戦うことだけを考え続けていた。その為ためなら手段は選ばなかった。

「これはこれは頼伸様」

　考え込んでいた頼伸は、ふいに声をかけられて足を止めた。振り向くと、老中達を束ねる大老の菊きく田たが廊ろう下かに立っていた。壮そう年ねんだが、体格のいい菊田が口元だけで微笑ほほえむ。

「珍めずらしい所でお目にかかりましたな。この辺りは上様のお部屋近くでございますれば……」

「俺と家密が仲良く話していたら変か？」

　腕うで組ぐみして菊田を見み据すえる。彼は家密に反感を持つ家臣達の急きゆう先せん鋒ぽうだ。本人もそれを隠かくしたりはしない。先月の秘伝の巻物が盗ぬすまれた騒そう動どうの時、家密の番犬である信津名に難なん癖くせをつけて、切腹させようとした程ほどだ。

「いえいえ、とんでもない。お二人とも、徳川家にも幕府にとってもなくてはならないお方。お二人が仲良くなされるなら、それにこした事はございませぬ」

「……本気か？　ついこの間までは家密を陥おとしいれて、俺を将軍にしようと考えていたくせに。その方がお前の都合のいいように幕府を操あやつれるからな。だが俺はそう簡単にお前の思う通りにはならないぞ。家密とは勝負するが、将軍の座はいらない。面倒なだけだからな」

　はっきり言い切ると、菊田がにんまりと笑う。その様子に、頼伸は眉まゆ根ねを寄せた。

「めっそうもない。あなた様に将軍になって頂きたいのは本当ですが、上様を陥れるなど考えた事もございませぬ」

　うろたえるかと思っていたのに、菊田はずいぶんと落ち着いた様子だった。おかしいなと、頼伸は思う。菊田は権力を人一倍欲ほつするし汚きたない手も使うが、案外気が小さい所がある。面と向かってこう言えば動どう揺ようするはずなのだ。

「頼伸様、拙せつ者しやはもう改心したのでござります。ですからしばらく足が遠のいていた江戸城にも日参しております。これからは上様と幕府の為に、誠心誠意尽つくすつもりでござります。どうか信じて下さいませ」

　とても菊田の言葉とは思えなかった。頼伸が視線を鋭くすると、菊田は深々と頭を下げて、その場を後にしようとした。

「ああ、そうでございました。頼伸様」

　ふいに菊田が足を止める。振り返り際ぎわに、黒い目がきらりと光った気がした。

「──先月、上様が外国人を騙す為に偽にせの婚こん礼れいを挙げられましたが、あの時の花はな嫁よめ役をした娘むすめはどういう素す性じようの者かご存じですか？」

　その花嫁はみこの事だろう。婚礼には出席しなかったが、大広間に向かうみこの花はな嫁よめ姿すがたは見かけたので、頼伸も知っていた。

「なぜ、そんな事を聞く？」

　質問には答えず逆に聞き返した。だが菊田は少しも慌あわてない。

「ほんの好こう奇き心しんでござります。ずいぶんと上様と仲むつまじいご様子でしたので、どなたかと。確か、上様のお知り合いのご息女とお聞きしましたが。大おお怪け我がをしたとかで、江戸城の医師達の治ち療りようを受ける為に、城に滞たい在ざいされていたとか……」

　菊田が言葉を切って、探さぐるような視線を向けた。

「そういえば、ちょうど江戸城の炎えん上じよう事件が起きた時に怪我をなされたらしいですな。そうそう、炎上事件といえば、あれはかなり不思議でしたな。あの大火を消すほどの大雨が降るなど。まるで神が地上にいて、徳川家を助けてくれたとしか思えませぬ」

　一体何が言いたいのだろう。言葉に含ふくみがあるように思えてならない。菊田はみこが炎華姫だと知るはずがないのに。

「……婚礼を挙げていた娘の事はよく知らぬ。興味もないしな。もう城を出て実家に帰っただろう。だったらお前にも関係ないはずだ」

　言い切ると、菊田は再びにんまりと笑って、頭を下げた。

「そうでござりますな。では、拙者はこれにて」

　今度こそ、本当に菊田は廊下を去って行く。その後ろ姿が完全に消えたのを確かく認にんして、頼伸は鋭く口笛を吹ふいた。すると誰もいなかったはずの廊下で、いつのまにか少女が一人片かた膝ひざをついている。

「お呼びですか、頼伸様」

　忍しのびであり、自分の影かげといってもいい藤菜。以前も情報を探らせる為に大奥に潜せん入にゆうさせたり、炎上事件を起こした諒影に協力させたりしていた。頼伸はそっと声を潜ひそめる。

「………………」

　ある命令を下すと、藤菜は一いつ瞬しゆん眉根を寄せたが、すぐに頷うなずいた。

「承知致いたしました」

　言葉と同時に藤菜の姿が消える。それを見送る頼伸の頰ほおを冷たい風が撫なでた。

　今はもう十月の末。百ひやく獣じゆう国こくではもうすぐ秋が終わろうとしていた。
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　夜も更ふけてくると、着物の上から何か羽織らないと寒くて震ふるえてしまいそうになる。しかし縁えん側がわに座って考え事をしていたみこは、そんな寒さも気にならなかった。昼間蘭刀斉に言われた言葉が気になって、それどころではなかったのだ。

「神通力はなくなったのではなく、眠ねむっているだけ。もう一度取り戻もどすことは可能」

　蘭刀斉の話は信用できないと二海は言う。だけど、物心ついた時から彼を知っているみこには判わかる。彼はこんな大事な事で噓うそなど絶対につかないのだ。

　両手を広げて、手の平をじっと見つめた。神通力がなくなって、四ヶ月が経たっていた。炎上事件の時に負った傷は快復し、やっと元気になって江戸の町に戻って来られた。そして今は、二海達や町の人達と忙いそがしくて楽しい毎日を送っている。

　それはみこにとって、生まれて初めて味わう平和で幸せに満ちた日々だった。

「……今の幸せを失いたくない。ずっとみんなと江戸で暮らしたい」

　紛まぎれもない本音だ。大好きな二海や家密と暮らす為に、雅とは袂たもとを分かったのだ。だけどそう自分で決めたはずなのに、みこの心は揺ゆれ動いていた。

「でも外国に百獣国を狙ねらう敵がいるのは間ま違ちがいない。お師し匠しよう様も知っていたという事は、雅様がきっとまた、江戸に危機が訪おとずれる夢を見たんだ。そしてそれは必ず現実になる……」

　考えただけで背筋がぞっとした。四ヶ月前、江戸城を襲おそった諒影が天守閣に放った火は、命がけで神通力を使って消す事ができた。だが神通力が一いつ切さい使えない今、外国から来るもっともっと強大で恐おそろしい敵をどう止めればいいのだろう。

「ううん、止めるなんてできない。だって……わたしにはもうそんな力はないから」

　口にして、ずきりと心が痛んだ。神通力がなくなってから、みこは自分がいかに無力な存在かを知った。なぎなたや合気道は得意でも、外国の未知なる敵を追い払はらうなんて到とう底てい無理だ。

　みこは静かに、だが決意に満ちた顔で立ち上がる。そして中庭にある勝手口へと足を踏ふみ出そうとした。

「……どこに行くんだよ」

　声をかけられて慌てて振ふり向くと、いつのまにか廊下の隅すみに二海が腕組みして立っていた。厳しい表情の二海に、みこはきょろきょろと視線を泳がせてしまう。

「え、えっと、あの、お散歩……かな」

「こんな夜よ更ふけに？」

　素す早ばやく言い返しながら、二海が縁側を降りて置いてあった下げ駄たをつっかけて、こちらに近寄る。みこはさすがに彼の顔が見られなくて、俯うつむいてしまった。

「蘭刀斉の所に行く気なんだろ。でも俺は行くなって言わなかったか？」

「だけど煙助が心配だし。それにお役人さん達はきっと、お師匠様の影すら見付けられないと思う。あれでも腕うでのいい忍にん者じやだし」

　下を向いたままもごもごと答えると、二海のため息が頭上でした。

「本当に煙助を助けに行きたいだけか？」

　それには答えられなかった。噓は苦手だし、下手だからすぐにばれてしまう。無言になったみこの肩かたを、二海がぐいっと摑つかんだ。

「外国の敵とか江戸城のスパイとか、そういうのは兄貴や俺達に任せておけばいいんだ。もう何も考えずに、ここで静かに暮らせばいい。お前の面めん倒どうはちゃんと俺が見るから」

　ぎゅっと抱だきしめられた。大きな腕に包まれると、以前ならすごく安心できた。でも最近はそれに甘い感かん触しよくが生まれつつある。どきどきして恥はずかしいのに、嬉うれしいとも思うのだ。

〝お前は恋こいをしているな！〟

　ふと蘭刀斉の言葉が頭をよぎる。もしかすると、恋とはこういうことなのだろうか？

　そう考えるようになったのは、ごく最近だった。

　高鳴る鼓こ動どうを何とかなだめつつ、みこは身じろいで二海の胸を両手で押した。

「……でもわたしが行って、もう神通力はなくなったからお役にはたてませんってはっきり言わないと、お師匠様は納なつ得とくしないと思う。そのうち木挽町にも乗りこんできて、町をめちゃくちゃにしちゃうかも。あの疾風はやては台風みたいなものなんだから」

　みこは二海を安心させるように、精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮うかべた。本当は、神通力を取り戻せると断言された事が気に掛かかっているのだが、そう言うと二海は絶対に行かせてくれないだろう。

「芝しば居い小屋がお師匠様の疾風で吹き飛んだら大変だから、説得しに行くだけ。わたしに本当に神通力がないって判ったら、お師匠様だって諦あきらめてくれるよ。このまま逃にげ回ってたって、何の解決にもならないと思うんだ。いつかはちゃんと話し合わないといけないんだし」

　説得は、二海の心をわずかばかり揺らしたようだ。渋しぶい顔で、一応相づちを打ってくれた。

「まあ、それはそうだな……。あんな奴やつにしつこく何回も来られたら、迷めい惑わくきわまりないのは確かだし。無視してたってあっさり諦めるような奴でもなさそうだし」

「そうだよ。それに煙助も助けないとね。やっと実家から帰ってきたのに、今度は誘ゆう拐かいじゃ可か哀わい想そうだよ」

　微笑ほほえむと、二海が仕方なさそうに息をついた。

「……判った、じゃあ、俺も行く」

「えっ、でも、一人で来いって言われたし……」

「いいや、これは譲ゆずらないぞ。絶対に一人でなんて行かせない。それにお前……あの地図の場所まで、一人で迷わず行けるのか？」

　二海がさっと右手を上げた。その手にあるものを見て、みこは目を見開く。

「ああっ、お師匠様にもらった地図！　袖そでの中に入れておいたのに、いつのまに取ったの!?」

「取ったなんて人聞きが悪い。ちょっと借りたんだよ」

　悪びれない態度で、地図をひらひらさせながら二海がにんまり笑う。

「さあ、どうする？　お前、未いまだに木挽町以外に一人で行くと、必ず迷って役人に連れて帰ってきてもらうだろ。地図もなしで一人で知らない所に行けるのか？」

　みこはうっと言葉に詰つまった。実はまだよくよく地図を見ていない。うろ覚えの地図を頼たよりに、一人で目的地にたどり着くなんて、奇き跡せきが百回起こっても無理だろう。

　二海が勝ち誇ほこったように、眉まゆをぴんと上げた。

「みこ、こんな時はなんて言うんだ？」

「…………ううっ。地図の場所まで、連れて行って下さい」

「よし、よくできたな」

　二海がぽんぽんっとみこの頭を軽く叩たたいた。大きな手が温かくて優やさしくて、胸がほんわかとなる。本音を言うと、一人では心細かった。彼が来てくれるのは、すごく嬉しいし頼たのもしい。

　準備するから待ってろと言って、母屋おもやに入っていく二海の後ろ姿を、みこはじっと見つめた。

「いつも、助けてくれてありがとう」

　彼には聞こえないようにこっそりと、だけど心からの感謝を込めて、みこは呟つぶやいていた。
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　夜空に浮かぶ月が、蓮はすの大きな葉が浮かぶ広い池に映っていた。近江おうみの琵び琶わ湖こになぞらえて造られたというここ不忍しのばずの池いけは、真ん中の島に弁財天が祀まつってあるという。

　みこは池の際に立って辺りを見回した。池の周囲にある建物は水茶屋らしい。池を眺ながめながら食事を楽しむのが粋いきな江戸っ子の遊び方だという。

「ここが不忍池なんだ。夜も静かで風ふ情ぜいがあっていいなぁ。上うえ野のは初めて来たよ。地図にあった場所はこの近くなの？」

「ええ、師匠。おそらくあちらの屋や敷しきだと思われます」

　空三が不忍池から少し離はなれた場所に建っている、高い塀へいに囲まれた武ぶ家け屋や敷しきを指した。すると、アーサーが目をきらきらとさせる。

「では、あそこにあのファンタスティックな術を使ったニンジャがいるんだね。楽しみだよ。ぜひぜひファイトを挑いどまなければ！」

「だから挑むなって言ってるだろ！　っていうか、どうしてお前が一いつ緒しよに来てるんだよ」

　二海が突っ込こまずにいられなかった気持ちは、みこにもよく判った。一緒に行くと言った二海と、彼の護衛である一陸と空三がついてくるのは判る。だけどなぜ、まったく関係のないアーサーがやる気満々でここにいるのだろう。

「ミコ、ニンジャが住むのはニンジャヤシキだろう。様々な仕し掛かけがあって、とても楽しい所だと聞いたぞ。ニンジャがゲイシャの恰かつ好こうをして踊おどるらしいじゃないか！」

「だからアーサー、それは間違った知識だってばっ」

　一体誰だれにそんな噓を吹ふき込まれたのだろう。みこは頭を抱かかえつつも何とか話を続けた。

「いい、ここには話し合いと煙助を助けに来ただけなんだから、何があっても絶対にこっちから手を出しちゃ駄だ目め。またもめ事を増やすだけなんだから。特にアーサー、気をつけてね」

　念を押したのに、アーサーはまったく聞く耳をもっていない。憧あこがれの忍者と一戦交える気満々のようだ。戦う準備万ばん端たんの好戦的な彼の獣じゆう気きがそう語っていた。

　こんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのかと不安でならなかったが、とりあえず全員で地図にある屋敷へと向かう。暗い夜道を、空三が持っている提ちよう灯ちんの明かりだけを頼りに進み、ようやく屋敷の両開きの門へとたどり着いた。二海が顎あごに手を当てて辺りを見回す。

「こんなでかい屋敷なのに、人の気配がないな」

　白しろ塗ぬりの高い塀に囲まれた屋敷は、夜だというのに明かり一つ灯ともっていない。塀の向こうの屋敷は二階建てのようで、かなり広そうだった。二海が訝いぶかしそうな表情をしながらも、門に手をかける。

「まあ、来いと言われたんだ。入ってみるか」

　二海が門を押すと、ギィィィときしむ音がした。門のすぐ向こうは庭になっているようだ。整然としているが、草花一つない庭は寒々しかった。

　まっすぐ歩いて玄げん関かんにたどり着き、二海が戸を叩く。返事がないので戸に手をかけると簡単に開いた。

「うわぁ、何だかすんなりいきすぎて、逆に怖こわいよ」

　みこは思わず呟いてしまう。入るのに恐きよう怖ふすら感じるものの、蘭刀斉と話し合いに来たのだから帰る訳にもいかない。

　仕方なくみんなで中に入ると、いきなり背後の戸がばんっと大きな音を立てて、勝手に閉まった。同時に壁かべに備え付けられていた何本ものたいまつに、一いつ斉せいに炎ほのおが燃え上がる。

「ええっ、何、これっ」

　人の気配はまったくないのに、勝手に戸が動いたり火が灯ったり。まるでお化けか幽ゆう霊れいでもいるようだ。そういうものが一いつ切さい苦手なみこは、慌あわてて外に出ようと戸に手をかけたが、びくともしない。

「噓うそっ。開かないよ！　お、お師し匠しよう様の仕し業わざなんでしょ。来いと言われたから来たんですよ。変な事してないで、煙助を返して下さい！」

　叫さけぶと、みこ達以外誰もいないはずの玄関で、どこからともなく低い声が聞こえてきた。

『一人で来いと言ったはずだ。ぞろぞろ連れだってきおって。……みこ、一人で来なかった罰ばつだ。さあ、勝負するぞ。そこの身軽な着物に着き替がえて、この忍者屋敷のどこかにいる私を探してみろ。そうしたらこの猿さるは返してやる』

「ええっ、ここって本当に忍者屋敷なんですかっ!?　っていうか、忍者屋敷ってなんですか？　何だってそんなものがこんな所に建ってるんですか？」

『徳川家のお庭番衆を育てていた時に、ひよっこどもを鍛きたえる為ために建てたのだ。忍しのびの訓練を受けた者でさえ音を上げる罠わなが色々とあるぞ。楽しみにしていろ。さあ、さっさと着替えろ』

　蘭刀斉の声は、心底楽しんでいる時のものだった。彼は強い相手と勝負するのが大好きで、戦って勝って相手を踏ふみにじるのが至上の喜びだという、ある意味とてもアブナイ人物だ。

「おい、みこ。これって忍び装しよう束ぞくだぞ」

　頭を抱えていると、二海が玄関の隅すみに用意してあった着物を手にとった。思わず顔を引きつらせると、蘭刀斉の高笑いが聞こえてくる。

『はーっはっはっ。何事も形から入るものだ。さあ、その着物を着てお前は今日から、くノ一みこを名乗るのだ！』

「お師匠様、悪ふざけがすぎます！　いい加減に……」

『嫌いやならば帰っていいぞ。この猿の命は保証せんがな』

『いややーっ。助けてんか、みこ！　このおっさん変人や。おかしな事ばっかり言うねん』

　煙助の悲ひ愴そうな声が響ひびき渡わたる。そのすぐ後に、再び蘭刀斉の笑い声が聞こえた。

『ふははははは。面おも白しろくなってきたぞ。では、みこ。いくつもの罠が仕掛けられている忍者屋敷を制せい覇はして、私の許もとへたどり着け。気をつけろよ。油断すれば死ぬぞ。では、さらばだ！』

　蘭刀斉の声が消えて、辺りが急にしんとなる。みこは啞あ然ぜんとして天てん井じようを見上げていた。

「……お師匠様、色んな意味で間ま違ちがってます。だってわたしを連れ戻もどしにきたのに、油断すると死ぬかもしれないような罠を仕掛けた忍者屋敷に誘さそい込んで、どうするんですか。もし本当に死んだらお師匠様の目的だって達成できないでしょ……」

　一応言ってはみたものの、おそらく蘭刀斉の耳には入っていないだろう。

「はぁ、しょうがないなぁ。この屋敷を探たん索さくするしか手は……んんっ!?」

　みこは思わず頰ほおを引きつらせた。満面の笑えみを浮うかべた二海とアーサーが、二人揃そろって前に立ちはだかったからだ。

　二海がみこに、忍び装束を差し出した。

「みこ、着替えろって言われたんだから、着替えた方がいいぞ。というか、着替えろ」

「oh　ニカイ。ワタシもそう思う。クノイチというのは女性のニンジャだろう？　ミコのクノイチ姿が力いっぱい見てみたい！」

「ええーっ、ちょ、ちょっと二人とも。おかしいでしょ。着替える必要なんてないし、忍び装束なんて着るの嫌だよ。大体二人とも、この間のメイド服だってわたしは嫌で……」

　首をぶんぶんと振ふったが、男達の満面の笑みは少しも崩くずれない。

「何を言ってるんだ、みこ。いいか、煙助を助ける為だ。蘭刀斉の言う事を聞かないで、煙助が危害でも加えられたらどうする？」

「そうだよ、ミコ。ニンジャにはニンジャで対たい抗こうするべきだよ。君は今からクノイチだ！」

　ぐいぐいと忍び装束を押しつけられ、みこはたまらず悲鳴を上げていた。

「いやだぁーっ。絶対に着ないからね！」

　だけどみこは心の中で、この願いはきっと叶かなうことはないだろうと思ってもいた。




「みこ、似合うぞ。この間のメイド服の時も思ったが、お前はやっぱり足を出した方がいい。さすが蘭刀斉はみこの師匠だな。似合うものをよく判わかってる」

「そうだね。ワタシが前に用意したメイド服も似合っていたけど、クノイチの恰好もいいよ。とてもセクシーだ。ミコにもう少し色気があれば、何も言う事はないんだけど」

　アーサーと二海がそっくり同じ顔で拍はく手しゆする。みこは真っ赤になりながら、そんな二人から顔をそらした。散々嫌がってはみたものの、強ごう引いんな二海とアーサーに押し切られて玄関の隣となりにある小部屋で着替えさせられたのだ。

「この忍び装束、おかしすぎるでしょ。普ふ通つう忍にん者じやって隠おん密みつ行動するものなのに、これはさすがに目立ちすぎだと思う……」

　あまりに恥はずかしくて、顔を歪ゆがめてしまう。着ているのは、燃えるように真っ赤な忍び装束だった。

　ふとももの辺りまでしか裾すそがない小こ袖そでには、お腹なかから胸にかけて金色の竜りゆうが昇のぼる様が刺し繡しゆうされている。襟えりと帯も同じく黄金に輝かがやいていて、ものすごく派手派手しい。背中に刀も背負っているけれど、あまりにも軽いからきっと本物ではなくて竹たけ光みつだろう。

「目立ってもいいじゃないか。可愛かわいい可愛い」

　手を叩いて喜ぶ二海は上じよう機き嫌げんだ。みこはじとっとした目で彼を睨にらんだが、息をついて何とか気を取り直した。
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「とりあえずここに来た目的を果たそう。屋敷の中を調べてお師匠様と煙助を探さなくちゃ」

「あっ、そういやそうだったな。忍び装束があんまり可愛くて、すっかり忘れてたぜ。じゃあ、屋敷は広そうだし、手分けして探すか」

　呆あきれるような二海の言葉に、みこは軽く頭痛を覚えた。額を押さえていると、いつのまにか身軽な忍び装束になった本物の忍びである一陸が、片手を上げた。

「二海さん、僕は一人でいいです。身が軽いからその方が動きやすいし」

「そうか。じゃあ、俺はみこと組むから、空三はアーサーとな」

　空三は頷うなずいたが、アーサーは不満げだ。むっとした表情で口を開く。

「どうしてワタシがクウザとなんだ。ワタシもミコがいい」

「駄目だ。お前ら二人とも空気が読めないだろ。別々に違ちがう誰だれかと組んだら、そいつがお前達の面めん倒どうをみないといけないから可か哀わい想そうだ。二人一いつ緒しよなら、お互たがい相手の事を考えないから、好き勝手にやれるだろ」

「いくら主君とはいえ、失礼ですよ。私は空気が読めないのではなく、読まないようにしているだけです！」

　きっぱりと言い切った空三に、二海が顔を引きつらせた。

「だからそれは余計悪いって言ってんだろ！」

　どうも緊きん張ちよう感かんがなさすぎる。ここは一応敵地のはずだ。みこは呆れた目で、周りで騒さわぐ男達を見回した。

「はい、そこまで！　みんな文句言わずに二海の指示に従って。空三はアーサーと一階をお願い。わたしは二海と上の階を探すから」

「じゃあ、僕は庭を調べてみるよ。もしかしたら、外に隠かくれてるのかもしれないし」

　まともとは言いがたい空三とアーサーの会話を聞いていると、状じよう況きようをきちんと把は握あくして発した一陸の言葉は、至し極ごく冷静で頼たよりになるように聞こえた。

「ありがとう、一陸。外は寒いから気をつけてね」

「……みこちゃんも、気をつけてね」

　ふと、声の調子がいつもの明るいものと違う気がした。不思議に思って彼の方を向くと、いつもにこにこと可愛らしい笑みを浮かべている一陸の表情が、一いつ瞬しゆん冷たいものに変わったように思えた。だが目を瞬またたかせると、普ふ段だん通りの優やさしい笑みを浮かべた一陸がそこにいる。

「みこ、どうした。行くぞ」

　二海に声をかけられて、みこは首を傾かしげながらも一陸に背を向ける。きっと何かの見み間ま違ちがいだろう、心の中でそう思いながら。




　屋や敷しきの二階にも、一階同様人の気配はなかった。薄うす暗ぐらくはあるが、ところどころに置かれた行あん灯どんのおかげで、歩くのに支障はない。だけどみこには一つ、大きな問題があった。

「みこ、暗い所、怖こわいんだろ」

　二海がふいに立ち止まって、背後にいたみこの顔をのぞき込んでくる。

「う、ううん、全然まったく、ちっとも怖くなんかないよ！」

「そうか？　その真っ青な強こわばった顔は、前に浅草寺でお化け屋敷に入った時と同じ顔だぞ。あの時もお前相当怖がってただろ」

「ここはお化け屋敷じゃないから平気だよ」

「へぇ、そういや江戸で初めて再会した時も、芝しば居い用の化け粧しようをしてた俺をお化けだと勘かん違ちがいして、なぎなたで何回も殴なぐったよな」

「あ、あれはだって、本当にお化けだと思って……」

「俺はお前が昔会ったみこだって一目でわかったのに、お前は俺が〝春ちゃん〟だって全然気付かないでさ。俺はちょっと泣きそうだったよ」

　腕うで組ぐみしてうんうんと頷く二海に、みこはさすがにいたたまれない気持ちになる。

「……ごめんね。気付かなくて」

　しゅんとすると、二海が苦く笑しようして肩かたをそっと抱だいた。そして大きな胸むな元もとに引き寄せる。

「いいさ。今お前は俺のそばにいる。ずっとずっとこれからも一緒だしな」

　抱きしめられて、心臓が飛び上がりそうになった。みこは慌あわてて腕うでの中で身じろぐ。

「駄だ目めだよ、ここをどこだと思ってるの。油断してると死ぬぞって言われてるでしょ」

「平気さ。忍にん者じや屋や敷しきなんて言ったって、ただの広い屋敷じゃないか。こっちを脅おどそうとしてるだけだよ。ちっとも何ともないだろ、ほら」

　二海が冗じよう談だんっぽく壁かべをこつんっと叩たたく。途と端たんに、がたっと何かが落ちるような音がした。

「……二海、今の音聞こえた？」

「あ、ああ、でも何でもないさ。何かが棚たなから落ちた……」




　ガチャン！　ゴトゴトッゴトンッ！




「今のは明らかに、何かが棚から落ちたぐらいの音じゃなかったよね。どう考えたって相当重い音だったよね？」

　みこは二海と、音がした廊ろう下かの先を見つめる。そこには白い壁があって、行き止まりになっていた。しかしごろごろと何かが転がる音は、なぜかその向こうから聞こえてくる。

「ねぇ二海。何で壁の向こうから、音が聞こえてくるのかな？」

「みこ、それはきっと……」

　二海が答えようとすると、突とつ然ぜんバタンッと白い壁がこちらに倒たおれてきた。その向こうにはどうやら隠し廊下があるようだ。暗くら闇やみに包まれた隠し廊下から、ごろごろごろと何かが転がってくる。

「うわっ、床ゆかにまで音が響ひびいてる。これってかなり重い音だよ。すごく嫌いやな予感！」

　みこの叫さけびと同時に、それは現れた。廊下の横よこ幅はばいっぱい、縦も天てん井じようにつくかつかないかの、巨きよ大だいな鉄の大玉だ。それがこちらに向かって勢いよく転がってくる。みこ達が目を見開いた途端、どこからともなく蘭刀斉の高笑いが聞こえてきた。

『はーっはっはっはっ。油断すると死ぬと言ったはず。第一の罠わな、地じ獄ごくの大玉との追いかけっこを楽しむがよい！』

「それって楽しいのお師し匠しよう様だけでしょーっ。罠に名前までつけて、どれだけやる気満々なんですかっ」

「みこ！　そんな事言ってる暇ひまないぞ。逃にげろ！」

　二海に手を引かれて、みこは慌てて鉄の大玉とは反対側へと駆かけ出した。走りつつ、顔だけを後ろにやる。鉄の大玉は床をミシミシと言わせながら、勢いよくみこ達を追いかけていた。あれに踏ふみつぶされたら、確かに命はないだろう。

「もうっ、お師匠様、少しは手加減してくれたらいいのにーっ」

「みこ、泣き言を言う前に走れ、こっちだ！」

　大玉がすぐ背後まで近づいた時、二海が左手にあった襖ふすまを開け、みこの手を引いてそちらに飛び込む。勢いあまって二人で畳たたみに転がってしまったが、何とか鉄の大玉をやり過ごすことができた。廊下を大きな音を立てて遠ざかっていく大玉を確かく認にんして、みこはようやく息をつく。

「はぁっ、はぁっ。ほんとに死ぬかと思った……んっ!?　に、二海、あれは何？」

　飛び込んだ部屋は広い畳の間だ。みこはその奥にあるものに気付いて指さす。二海もそちらに視線を移して、みこ同様ぎょっとした顔になった。部屋の奥にはずらりと鎧よろい武者が並んでいたのだ。一瞬敵かと思ったが、どうやらそうではないようだった。

「……ただの鎧だよな。人は入ってないよな？　顔もないし」

　二海の問いに、みこは頷く。全部で十体はある鎧武者の人形は、横一列に整然と並んでいたが、兜かぶとの下の本来なら顔がある場所は空くう洞どうだ。

「何でこんなに鎧があるの？　すっごく不気味なんだけど」

　薄暗い中での鎧武者は妙みような迫はく力りよくがあった。二海が珍めずらしげに、そちらに近づく。

「やめなよ、二海」

「平気だよ、ただの鎧だろ。でも何か仕し掛かけがあるかもしれないし、一応調べ……」

　二海の言葉が途と切ぎれたのは、目の前で信じられない事が起こったからだ。

「おいおい、何で人形が動くんだよ！」

「二海、それもきっと罠だよっ。早く離はなれて！」

　みこは思わず叫んでいた。なぜなら、人が入っていないはずの鎧武者が、一いつ斉せいに持っていた弓を構えたからだ。きりきりと弓を引き、つがえてある矢がみこと二海を狙ねらっている。

『ぬははははは！　それは私が一番得意とする操あやつり糸の人形だ。略して、第二の罠、操り人形地獄！』

「お師匠様、あんまり略せてないですけどっ。それに地獄って言葉が前の罠と被かぶってます！」

『うるさいぞ！　みこ。どうしてお前はそう、細かい事まで気が回るのだ。……とにかく、私の操り人形の矢を受けてみろ！』

　よくよく見ると鎧武者の手足には、どこからか伸のびている白い糸がついていた。どういう仕掛けかは判わからないが、おそらくあれで操っているのだろう。

　蘭刀斉が叫ぶと、鎧武者達が一斉に矢を放った。二海と一緒に、みこは間かん一いつ髪ぱつで隣となりの部屋に続いているだろう襖を開けて飛び込む。

「うわぁっ」

　だけど、部屋に足を踏み入れた途端、がくりと身体からだが傾かたむいて、二海と一緒に転んでしまった。部屋の隅すみまでごろごろと二人で転がり壁かべにぶつかろうとする。だがその直前で、二海の腕がさっと伸びてきて、みこを抱きしめて庇かばってくれた。そのおかげで何とか激げき突とつを免まぬかれたが、代わりに二海がごんっと大きな音を立てて、壁に頭をぶつけてしまう。

「いってぇ！　なんなんだよ、今、どうして転んだんだ？……あっ」

　二海が声を上げたのと、みこがなぜ自分達が転んでしまったのかに気付いたのは、ほぼ同時だった。

「ねぇ、二海。この部屋の床、あり得ないぐらい斜ななめなんだけど！」

　隣の平へい坦たんな畳から、いきなり斜めになっている床の部屋に飛び込んだので、まっすぐ立っていられなくなって転んだらしい。単純な罠だが、うっかり打ち所が悪ければ、あの世行きだ。

『引っかかりおったな、これが第三の罠、斜め床地ご……いや、斜め床ゆか冥めい土ど……うぬっ、語ご呂ろが悪いな。黄泉よみの斜め床……よし、これだ。──黄泉の斜め床だ！』

「……お師匠様、斜め床ゆか地じ獄ごくって言いたかったのに、わたしが地獄って言葉ばっかり使ってるとか言ったから、慌てて罠の名前を変えましたね？」

『うるさいと言っておろうがっ。と、とにかく、この忍者屋敷の恐おそろしさは身にしみたであろう。わはははははははは』

　蘭刀斉の笑い声が部屋に響いて、みこは思わず頭を抱かかえてしまった。

　廊下を転がる鉄の大玉に、鎧武者の弓矢攻こう撃げき、混乱して入った部屋は、ちゃんと立てないほど傾いた斜めの部屋。まさに蘭刀斉の性格を表したかのような怒ど濤とうの罠攻撃だった。

「お師匠様、わたしを連れ戻もどしに来たんでしょ。このままじゃ本当に死んじゃいますよ。わたしが大おお怪け我がでもしたら困るでしょ。本ほん末まつ転てん倒とうですよ！」

『この程度の罠で怪我するような軟なん弱じやくな奴やつは、弟で子しではないわ。それに、お前が大怪我しても一向にかまわん。雅様に治してもらえばよいからな。だがそこの大男は怪我をしても見捨てるぞ。二人で助かりたければ、罠を潜くぐりぬけてみろ』

　心の底から楽しんでいる蘭刀斉の顔が見えるようだ。みこはふるふると握にぎった拳こぶしを震ふるわせた。

「お、お、お、お師匠様の馬ば鹿かーっ」

　幼い頃ころからずっと、喉のどまででかかっていたけれど、相手は師匠だからと何とか堪こらえていた。だけど今日はどうしても耐たえきれず、みこはその言葉を大声で吐はき出した。




「……危なかったな。確かにここは忍者屋敷だ。なめてかかったらえらい目にあったぜ」

　二海が肩で息をしている。いつも余よ裕ゆうの態度でいる彼の、そんな姿は珍しかった。それもそのはず、みこは二海と忍者屋敷の二階部分をやっとの事で調べ終えたのだ。その間、本気で死ぬと思ったのは、片手の指の数では足りないだろう。

　みこ達はようやく、二階の一番奥にある部屋にたどり着いていた。そこに何もない事を確認したので、やっと一安心した所だ。みこも壁かべ際ぎわで座り込んでいる二海の隣にへたり込む。

「ここは安全みたいだし、ちょっとだけ休きゆう憩けいしよう。もうっ、お師匠様ってばやりすぎだよ」

　みこはさすがに頭にきていた。煙助を助けにと、蘭刀斉と話をしにきただけのはずなのに、どうして忍にん者じや屋や敷しきでの捜そう索さくなんてことになってしまったのだろう。これでは何をしにきたのかさっぱり判らない。

「二階部分には誰だれもいないみたいだね。一体お師匠様はどこにいるんだろう」

　きょろきょろと部屋を見回してみる。磨みがかれた板いたの間は、十畳じようほど。奥に簞たん笥すが一つ置かれているだけで、他ほかには何もなかった。

「あの簞笥なんだろうね。ちょっと調べてくる」

　息を調ととのえて、みこは身軽に立ち上がった。この忍者屋敷では何が手がかりになるか判らない。目についたものは必ず調べる事にしているのだ。

「俺も行くよ」

　立ち上がろうとする二海に頷うなずきつつ、先に簞笥の前にたどり着いたみこは、用心しつつも一番上の引き出しに手をかけた。おそるおそるそれを引いたが、中には何も入っていない。

「うーん、そう簡単には手がかりは見つからないか。でも変な罠がなくてよかっ……んっ」

　呟つぶやいている途と中ちゆうで、突然がたっと足あし下もとが崩くずれた。何が起こったのか判らず目を見開くと、身体がふわっと浮うく感覚がした。だが、みこはすぐに浮いたのではないと気付く。

「いやぁぁぁぁぁ。落ちる！」

「みこっ」

　どうやら落とし穴のようだ。穴に吸い込まれるように落ちようとしたみこの手を、二海が素す早ばやく摑つかんでくれた。おかげでどうにか落ちるのだけは免れる。

「みこ、ひっぱり上げるぞ」

　大おお柄がらな二海が軽々と片手でみこを引き上げた。みこはこんな状じよう況きようなのに、ふいにどきりと胸が高鳴る。力強い大きな手。自分を軽く持ち上げられる腕うではとても逞たくましい。普ふ段だんはそう意識しないが、こんな時彼は男の人なのだと感じるのだ。

　そしてそう思うと、何だか二人だけでいるのが恥はずかしいような気持ちになってしまう。こんな風に思うようになったのは、二海に結けつ婚こんしようと言われてからだった。

「危ない所だったな。まったく、いくつ罠わながあるんだ。この屋敷は」

　二海に助けてもらって、ようやく安全な床の上に立つ。みこはふいに生まれた甘い気持ちを、どうにか心の奥にしまい込んだ。今はそんな場合ではないと判っているからだ。何とか気持ちを落ち着けて、よくよく落とし穴を見つめてみる。

　簞笥の前には、畳一畳ほどの穴が空いていた。底は暗くて、どのくらい深いのかも判らない。おそらく簞笥を開けると、床が割れて落とし穴が現れる仕組みになっているのだろう。

「こんな所から落ちたら、下手へたすれば怪我だけじゃすまないよ。二海、もう部屋から出よう。きっとこの階にはお師し匠しよう様はいないんだよ。一階に行って、空三達と合流しよう」

　みこは落とし穴にくるりと背を向けて、入り口の襖を見つめた。すると背後で、うわっと驚おどろいたような声が聞こえる。すぐさま振ふり向くと、落とし穴の際にいた二海が、なぜか体勢を崩して穴に落ちようとしている所だった。

「えっ、ちょっと二海！」

　何が起こったのだろう。どうして彼が落ちようとしているのだろう。疑問は浮かんだが、みこはそれよりまずとっさに右手を出した。二海がその手を摑んだが、先さき程ほど彼がしてくれたようには、うまく引き上げられなかった。何しろ彼とは身体の大きさが違ちがいすぎるのだ。

　二海が左手で落とし穴の際を摑む。そのおかげで何とか落下は防げた。

　そう、彼だけは──。

「二海っ、きゃあっ!!」

　小さな身体のみこには、二海を支えるなんて一いつ瞬しゆんでも無理だった。落下しようとした二海と一いつ緒しよに、落とし穴へと真っ逆さまに飛び込んでしまう。みこは即そく座ざの判断で、彼の手を離はなした。このままではせっかく床に手をかけて落下するのを防いだ彼まで、巻き添ぞえにしてしまう。

「ばかっ、手を離すな！」

　二海が手を伸ばしたが、それを握らなかった。彼が驚きと焦あせりの混じった表情をしたのを見つつ、みこは暗い暗い穴の中へと、一人落ちていった。
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　頭がずきずきと痛んだ。そのせいで目が覚めたみこは、額に手を当ててゆっくりと起き上がる。暗い闇やみの中で、自分はどうしてこんな所にいるのだろうと考えて、ふいに落とし穴に落ちた事を思い出した。

「に、二海！」

　頭を押さえて、完全な闇に包まれた辺りを見回す。どうやら室内のようだが、明かり取りすらないらしく、一いつ寸すん先も判らない。みこはどうにか立ち上がり、手て探さぐりで辺りを窺うかがった。

「ここはどこなんだろう。二階から落ちたんだから、一階なのかな。でも一階もたいまつが燃えてたから明るいはず。それに空三とアーサーがいるはずだし……」

　近くには人の気配すらない。みこは部屋を覆おおう暗くら闇やみを心底恐ろしいと思った。これでは足下さえ見えないのだ。

「二海ーっ、空三、アーサー、一陸！」

　叫さけんでみたが答える声はなかった。手探りで壁を見つけ出し、それに沿うようにして歩き出す。壁はどうやら石いし壁かべのようだ。足下はもう少し柔やわらかい感触がするから、きっと床だろう。

　壁に沿って四方をぐるりと回ると、石壁ではなく木の板の手て触ざわりがした。どうやら引き戸のようだ。みこはすぐに取っ手を見付けて思いっきり引いてみる。

「ああっ、何で開かないの！」

　押しても引いても戸はびくともしない。みこはとうとうその場にへたり込んだ。

　だが諦あきらめた訳ではない。暗闇に目が慣れるのをじっと待つ。そうすると、辺りの様子がうっすら判わかるようになってきた。

「やっぱり明かり取りもなさそう。戸もここだけか……」

　何となく見える部屋の中でそれを確かく認にんして、みこがため息をついた時だった。

　戸の向こうから、ぎしりと床がきしむ音がした。どうやら誰かいるようだ。すぐに立ち上がり、戸を思いっきり叩たたいた。

「二海？　それとも一陸？　空三でもアーサーでもいいから、ここを開けてっ」

　叫ぶと、床がきしむのがふいに止やんだ。みこは思わず眉まゆ根ねを寄せる。声が聞こえているはずなのに、返事すらない。

（も、もしかして味方じゃないのかも）

　戸から一歩引いて、懐ふところに手を入れた。縮めていたなぎなたを取り出して、端はしを握ってするりと伸のばし、戸に向かって構える。そのすぐ後に、音もなくそっと戸が開いた。

「何者……！」

　みこは思いっきりなぎなたを振り降ろした。二海達ならば、みこの声に何らかの反応をしてくれるはず。黙だまってこそこそと戸を開けるのは、味方ではないからだ。おそらく、蘭刀斉か彼の手の者だろう。

　がつっと重い手て応ごたえがあった。そこにいる人物を見て、みこは自分の判断が半分合っていて、半分間ま違ちがっている事を知った。

「あなたのなぎなたは、本当にやっかいね」

　みこと同じような形の黒い忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ少女が、なぎなたを交差した両りよう腕うでで受け止めていた。鈴すずのような声は可愛かわいらしく、肩かたで切りそろえられた黒くろ髪かみは艶つややかで、白い肌はだも紅を塗ぬったかのような唇くちびるも愛らしい。

「ふ、藤菜……？」

　思ってもいない人物に、みこは目を見張った。なぜ彼女がここにいるのだろう。呆ぼう然ぜんとしていると、藤菜がふんっと鼻を鳴らす。

「あなた本当に間ま抜ぬけね。でも運はいいみたい。地下まで転げ落ちて、怪け我が一つないみたいだし。……このなぎなたを退けてよ。今日はあなたと戦いに来た訳じゃないんだから」

　冷たい声だが、敵意は感じなかった。みこは戸と惑まどいつつもなぎなたを降ろす。

　藤菜は、家密と幕府を狙ねらっていた諒影の仲間だった。みこは以前、家密の暗殺計画があると知らされ、大奥に潜せん入にゆうした事がある。その時に同室だったのが彼女だ。まさか敵だとは知らずに、彼女と親しくなったのだ。

　友達だと思っていたが、彼女は大奥で家密の命を狙った犯人だった。江戸城の炎えん上じよう事件の時には、天守閣を燃やしていた炎ほのおを消そうとしたみこの前に立ちはだかった。

　そして……。

「何よ、その顔は。助けに来てあげたのよ。感謝して欲しいわ」

「た、助けにって。でもこの間は、わたしの事を殺そうとしたでしょ」

　炎上事件の時、二海が道どう三さん堀ぼりに助けに来てくれなかったら、みこは確実に藤菜に殺されていただろう。あの時の冷たい藤菜の目は今でも思い出せる。

「この間は、あなたが私達の邪じや魔まをしたからよ。忍びにとって主君の命令は絶対よ。私が主君の命令を全まつとうするためには、あなたが障害だった。だから取り除こうとしたの。……悔くやしい事に失敗したけれど」

　藤菜が腕うで組ぐみして、やや目を眇すがめた。みこはなぎなたを縮めて懐に戻もどす。どうやら彼女は本当に戦う気はないようだ。

「じゃあ、どうして今度はわたしを助けようとするの？」

「言ったでしょ。主君の命令は絶対なの。主君にあなた達を見張って、危険があるようなら守れと命令されているのよ」

「主君って、一体誰だれのことなの？　諒影じゃないの？」

　その質問には、藤菜は答えてくれなかった。彼女は諒影の手の者だとすっかり信じていたが、どうやらこの様子だと違うようだ。

　藤菜が視線で、自分が入ってきた戸の外を示す。まっすぐに延びている廊ろう下かは、たいまつがあるらしく、暗闇になれた目には痛いほど眩まぶしく感じた。

「ここで死にたくなかったらついて来なさい。上の階まで連れていってあげる」

　きびすを返した彼女に、みこは一瞬考え込んだものの後に続いた。何か罠があるのかもしれないが、まずはここを出なければ、話にならないのだ。

　それにどうしても藤菜を憎にくむ事が出来なかった。彼女はみこが大奥に潜入した時、とても仲良くしてくれた。優やさしくて判らない事は何でも教えてくれて、すごく信しん頼らいできる女の子だった。もちろん裏切られたという気持ちもあるけれど、あの優しかった藤菜がすべて噓うそだったとは思えない。

　だからここは彼女を信じよう、そう思ったのだ。そんなみこに、藤菜がちらりと視線を送る。

「あら、またそうしてついてくるのね。本当にあなたは甘いわ。私が何かしたらどうするの？」

　くすりと笑う藤菜に、みこも同じように笑えみを返した。

「何かするつもりなら、わざわざこの部屋から出さないでしょ。お師匠様の事だから、この地下室はちょっとやそっとじゃ判らないような入り口だったんじゃない？　放ほうっておけば誰にも見つからずに、わたしは死んでたかもしれないのに」

　藤菜がむっとした顔で、つんっとそっぽを向いた。

「……相変わらず妙みような所だけ勘かんが鋭するどい子ね」

　その仕草が子供がすねているような感じがして、可愛く思えた。しっかりして見えるが、みこと藤菜はそう変わらない年頃ごろだ。やはり親近感はある。

　みこは苦く笑しようしつつ、先を行く藤菜に小走りに近づいた。

「そういえば藤菜も一陸と同じお庭番衆だったんでしょ。こういう忍にん者じや屋や敷しきって慣れてる？」

　以前一陸が、藤菜とは知り合いだと言っていたのを思い出して聞いてみる。すると藤菜がまたしてもそっぽを向いた。

「確かにお庭番衆にはいたけど、あんな性しよう悪わる猫ねこと一緒にしないで」

「また一陸の事をそんな風に言って。確かに一陸はたまには冷たい事を言う時もあるけど、本当はとっても優しいんだよ」

「……あなたみたいな騙だまされやすい子に言っても、判らないわよ。それよりもっと緊きん張ちよう感かんを持ちなさいよ。私はつい何ヶ月か前には、あなたの事を殺そうとしてたのよ」

「でも今は、主君にわたし達を助けろって言われてるんでしょ。主君の命令は絶対だから、今はわたしを傷つけたりしないよね」

　にっこり笑うと、藤菜がぐっと口元を引き結んだ。そのままさっさと廊下を進んでいく。

「……この忍者屋敷は、初代のお庭番衆の頭領が、忍びの教育をする為ために建てたって聞いた事があるわ。私達も子供の頃ころはここで鍛たん錬れんしたのよ。だからこの屋敷には詳くわしいの」

「なるほど。だから藤菜は地下への入り口も知ってたんだ。きっとその初代の頭領がお師し匠しよう様なんだろうなぁ。この屋敷、お師匠様の趣しゆ味み丸出しだし。……あれ？　でもそうだったら、同じお庭番衆の一陸もここを知ってるはずだよね。おかしいな。そんな事、一言も言ってなかったのに」

「…………」

　藤菜が無言で、すたすたと進んでいく。みこは小走りでついていってようやく隣となりに並んだ。

「ねぇねぇ、藤菜はどれくらいここの事知ってるの？　わたしのお師匠様……蘭刀斉っていう人なんだけど、その人に煙助をさらわれちゃって。どこかに二人がいるはずなんだけど、まだ見つからないんだ。心当たりとかない？」

「知ってても教えない。だってそれは私の仕事じゃないもの。自分で探しなさい」

　すげなく断られて、みこは口を尖とがらせてしまう。藤菜がふいに立ち止まり前方を指さした。

「あそこに、はしごがあるわ。あれを登のぼると台所に出られるから。さあ行くわよ」

　言うが早いか、藤菜がはしごに近づき手をかけた。続いてそれを登ると確かに台所に出る。土間に降り立ったみこは、はしごの先にある台所側の出口が何かに気付いて、目を丸くした。

「地下への入り口って、台所のかまど!?　これは普ふ通つうに探してたんじゃ判らないな」

　煮に炊たきする為の鉄のかまどは、どうやらみせかけだけのようだ。大きな木製のふたを開くと、中は空くう洞どうになっていて、そこからはしごで地下に入れるようになっている。人一人通れるくらいの狭せまい穴だが、ふたを被かぶせればまったく判らなくなってしまうのだ。

「まったく、うちのお師匠様ってば、どれだけからくり好きなんだろう。……藤菜、助けてくれてありがとう。もしあなたが来てくれなかったら、わたしずっとあのままだったかも」

　みこは素す直なおに礼を言う。心からの気持ちだった。だけど藤菜は目を眇めて冷笑を浮うかべた。

「一度助けたくらいで、心から信頼してますって目で見るのはよくないわ。私はあなたの味方じゃない。主君があなた達の味方をすると仰おつしやったから、従っているだけ。あなたのその性格は普通なら美徳なのかもしれないけれど……今の状じよう況きようでは弱点になるわ」

　藤菜の鋭い眼まな差ざしが、ふいにみこを射い抜ぬいた。

「大奥の時も炎上事件の時も、あなたは私を逃にがそうとしたでしょう。それが甘いんだって、私は何度も言ったはずよ」

　そこで言葉を句切った藤菜が、しばらく考え込んで、やがて一つ息をついた。

「……私には特に関係のない事だから、黙ってようと思ったけど、炎上事件の時にあなたが逃がしてくれたおかげで助かったっていうのは事実だし。借りを作ったままじゃ気持ち悪いから、一つ情報をあげる。いい情報か悪い情報かは、あなたが判断しなさい」

　藤菜がそっと声を潜ひそめた。情報とは何だろう。彼女の真しん剣けんな眼差しが事の重大さを予感させた。みこは同じく真剣な顔で、彼女に耳を近づける。

「……裏切り者に……」

「みこから離はなれろ！」

　藤菜の言葉と被さるように、舞ぶ台たいでもよく響ひびく低い声が台所に轟とどろいた。驚おどろいて声がした方を見ると、肩で大きく息をしている二海だった。彼はすぐさま駆かけ寄って、みこを背に庇かばう。

「お前は大奥にいた藤菜だな！　炎上事件の時、倒たおれて気を失っていたみこを殴なぐったのもお前だろっ。みこはそのせいで身体からだ中ひどい痣あざだらけだったんだぞ！」

「ま、待って！　二海。藤菜は助けてくれたんだよ。それに、あの痣は殴られたんじゃないって何度も言って……」

「ええ、そうよ。殴ったんじゃなくて、思いっきり蹴けってやったの。死ねばいいと思って」

　ふっと冷れい酷こくな笑みを浮かべた藤菜に、二海が怒いかりに任せて拳こぶしを振ふり上げる。みこは慌あわててその腕うでにしがみついた。

「二海。藤菜は敵だったかもしれないけど、今はそうじゃない。今日は助けてくれたんだよ」

「助けたふりして、みこをどこかに連れ去る気だったんじゃないか。さっきだって、俺が落とし穴に落ちかけたのは、誰かに押されたからだ。お前がやったんじゃないのか？」

「お、押されたって……本当？　二海」

　目を丸くして問いかけると、二海が大きく頷うなずいた。

「ああ、誰かが確かに背中をな。じゃなかったら、足を踏ふみ外したりしなかった」

　みこは先さき程ほどの状況を思い出す。確かにあの時はおかしいと思った。背を向けていたから詳しい事は判わからなかったが、二海は落とし穴がある事を判っていたし、体勢を崩くずす原因は何も見当たらなかった。だが、もし誰かに押されたのだというのなら、あの時の状況も納なつ得とくがいく。

「でも、それは藤菜じゃないよ。だって……」

「確かに私じゃないわ。信じる信じないはあなた達次し第だいだけど。──徳川の闇やみ狼ろう相手じゃさすがに分が悪いから、ここは引かせてもらうわね」

　藤菜がきびすを返し、勝手口に向かって素す早ばやく駆け出した。みこは慌ててその後を追う。

「待って、藤菜っ。さっき何を言いかけたの？」

　走りながら藤菜がわずかにこちらを向いた。そして唇くちびるが素早く動く。

「…………」

　彼女が何を口にしたかは、すぐ近くにいたみこにしか聞こえなかった。

「え？　藤菜、今のって……」

「駄だ目めだ！　みこ」

　言葉の意味を聞き返したくて追いかけようとしたが、それより早く二海に腕を摑つかまれた。

　その隙すきに藤菜は、台所の勝手口から外へと出て行ってしまう。何とか二海を振り切って、みこが外に出た時には、もう藤菜の姿は夜の闇の中に消えてしまっていた。

「みこ、あいつに何か言われたのか？」

　勝手口の外で立ち尽つくしていると、追いかけてきた二海が声をかけた。みこは、はっとしてすぐに振り返る。

「……ううん。何か言ってたけど、聞こえなかった」

　微笑ほほえんで両手を振った。噓をつくのは苦手だ。だけど何とか悟さとられないように、必死で笑う。

（……〝性悪猫は相変わらずだ〟なんて、きっと聞き間ま違ちがえだ。だって性悪猫って一陸の事だよね。さっきの感じだと、まるで一陸が二海を落とし穴に落とした犯人みたいに聞こえた。でも一陸に限ってそんなはずない。きっと藤菜は落とし穴とは違う意味で言ったんだよ）

　一陸は二海の護衛として、五年間ずっと一いつ緒しよにいるのだ。そんな彼が、二海を傷つけようとするなんて絶対に考えられない。

「みこ、藤菜は諒影の仲間だったんだ。絶対に油断するな。あいつに何か言われたとしても惑まどわされるんじゃないぞ」

　二海に肩かたを抱だかれ、みこは素直に頷く。藤菜を敵だと思いたくはないが、だからといって彼女の話だけで一陸を疑う訳にはいかない。

　そう思ったのに、みこの胸にはなぜだか一いち抹まつの不安がよぎっていた。




「師匠、ご無事ですか？」

　みこが台所で二海とこれからどうするかと相談していると、空三とアーサーが廊ろう下かの向こうから姿を見せた。二人とも無事なようで、みこはほっとする。

「うん、わたし達は大だい丈じよう夫ぶ。二人とも平気だった？　罠わながたくさんあったでしょ」

「はい。ですが、戦う気満々のライオンが大暴れしたので、罠どころではありませんでした」

　すごく珍めずらしいことに、空三がやつれたような顔をしていた。その反対に、隣にいるアーサーは満面の笑えみだ。

「ここが噂うわさにきくニンジャヤシキだと聞いて、ウキウキワクワクが止まらないんだ。つい興奮して本ほん性しようが出てしまった。ちなみにこの階の右半分にはラントウサイもエンスケもいないよ」

「え？　でもここは隠かくし扉とびらとか隠し部屋とかもあるし、いないって断言しちゃっていいの？」

　やたらに自信満々なアーサーに、みこは首を傾かしげる。空三が額に手を当ててため息をついた。

「師匠、断言できると思います。なぜなら、一階の右半分はうきうきわくわくが止まらないライオンが大暴れして、それを止めようとした緑色の巨きよ大だい蛇へびとのもみ合いで半はん壊かいしています」

　信じられない話だったが、みこはそれがどういう事か一いつ瞬しゆんで理解した。

　うきうきわくわくが止まらないライオンはアーサーだし、それを止めようとした緑色の巨大蛇は空三の本性だ。すぐさま、彼らが来た方向にある部屋に駆け寄り、がらっと襖ふすまを開けた。そして一気に青ざめる。

「ここは部屋のはずだよね？　壁かべも襖も畳たたみもぐちゃぐちゃになって、がれきになってるんですけどっ。何にもなくなって、庭が丸見えなんですけどっ」

　おそらく一階の約三分の一以上が被ひ害がいにあっているだろう。壁も天てん井じようも崩れ落ちているから、襖の向こうは外とほとんど変わらなくなっていた。

　これだけ壊こわすほど暴れたなら大変な騒さわぎだったろうに、どうして気付かなかったのだろうか。みこはそう考えて、きっと地下にいたから彼らが暴れる音が聞こえなかったのだろうと気付く。きっと地下は完全に密閉されて音が漏もれない仕組みになっているのだろう。

「oh　ミコ。違うんだよ。クウザの本性が大きすぎて、天井を突つき破ったんだ」

「いいえ、師し匠しよう、アーサーが巨きよ体たいで部屋を駆け回って壁をぶち破ったんです」

　やたらに端たん整せいな顔立ちの二人が、子供のようにこの大だい惨さん事じの責任をなすりつけ合う。みこはぶるぶると握にぎった拳を振るわせた。
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「どっちも悪いに決まってるでしょーっ。どうして探たん索さくくらい人並みにできないの！」

「ですが、師匠。このがれきの中に誰だれもいないので、煙助達は他ほかの場所にいるのだと判りました。その功績は褒ほめて下さい」

「そうだよ、ミコ。ワタシ達はかなり頑がん張ばったと思うよ！」

　誇ほこらしげに胸を張る空三とアーサーに、みこは怒りを通り越こして呆あきれてしまう。二海も同じ気持ちのようで、ため息混じりの声が聞こえた。

「みこ、この空気を読まない二人を組ませたのが間違いだったんだ。屋や敷しきは大被害を被こうむってるが、被ひ害がい者しやがでなかった事でよしとしよう」

　二海も何とかそれで納得しようと努めているようだ。みこは頭痛を覚えつつも、渋しぶ々しぶと頷こうとした。そこへふいに背後から声が聞こえる。

「あれ、部屋がなくなってる。一体何があったのさ。これじゃこの屋敷、二階を支えきれなくてつぶれちゃうんじゃない」

　振り向くと、一陸が目を丸くしながらこちらにやってくる所だった。みこの脳のう裏りに、先程の藤菜の言葉がふっと蘇よみがえる。

〝性しよう悪わる猫ねこは相変わらずだ〟

　みこは頭かぶりを振って、その言葉を追い出した。そんなことあるはずがないのだ。そんなみこの様子に気付かず、隣となりにいた二海がため息をついて、一陸に向き直った。

「おお、一陸。聞いてくれよ。こいつら二人が暴れたらしくてさ」

「まったく、しょうがないなぁ。いつのまにこんなにしたのさ。全然気付かなかったな」

　何気ない一言が、ふと気に掛かかった。

「……一陸、庭を探索してたんでしょ。こんなに屋敷がめちゃくちゃになったのに、気付かなかったの？　すごい音がしたはずだけど……」

　思わず口にして、それが疑いを含ふくんだ口調になってしまったのに、自分でも驚おどろく。だけど、一陸はまったく気にした様子はなかった。

「ああ、庭の井い戸どに水がなくてさ。どうやらその下に隠し部屋があるみたいで、そこを調べてたんだ。そのせいかな、音が聞こえなかったのは」

　地下にいて騒ぎが聞こえなかったのは、みこも同じだった。だから彼の言葉には何もおかしな点はない。だけど、みこにはもう一つ引っかかっている事があった。

「ねえ、一陸。ここってお庭番衆が鍛たん錬れんをする為ために建てられた忍にん者じや屋や敷しきなんでしょ。一陸はもとお庭番衆だよね。ここの事知ってたのかな？」

「えっ、何、それ。どこからそんな話聞いたの？」

「さっき藤菜がいたんだよ、その時に聞いたんだろ、みこ」

　目を丸くしている一陸に答えたのは、二海だ。そのまま話を振られて、みこは頷いた。一陸が青い目をぱちぱちとさせる。

「ちょっと待ってよ。みこちゃん。あいつが何を言ったのか知らないけど、信じちゃ駄目だよ。あいつは諒影の手下だったんだし、口先で人を惑わすのが得意なんだから。みこちゃんだって炎えん上じよう事件の時に痛い目に遭あったでしょ」

　確かにそれはそうだ。大きな神通力を使うのと引き替かえに、大量の出血をして倒たおれたみこに、藤菜は攻こう撃げきを続けた。あの時の痛みと恐きよう怖ふは今でも覚えている。

「僕は確かにここに来た事があるけど、子供の頃ころと今じゃずいぶん様子が違ってたんだよ。仕し掛かけられてる罠も全然違うし。やたらに知ったかぶりして、もし違ってたらいけないから、みんなを惑わせないように黙だまってただけだよ」

　一陸がみこの目をのぞき込んだ。まっすぐな青い目は曇くもり一つなく澄すんでいるように思えた。彼の言葉におかしな所はないし、噓うそをついているなんて思えない。

　みこはようやく胸をなで下ろして、心から微笑んだ。

「ごめんなさい。変な事聞いちゃって。ただ、ちょっと気になったから」

　藤菜と一陸はお世辞にも仲がいいとは言えない。以前大奥で二人が相対した時も、互たがいにかなり攻撃的だった。敵対心から一陸の事をよくは言わないのだろうと察しはついた。

（わたし、どうかしてる。何年も二海と一緒に住んで護衛して、女形おやまとしても芝しば居い小屋を盛り上げてくれてる一陸を、ほんの一瞬でも疑うなんて）

　一陸も同じように、にっこりと笑う。みこの大好きな優やさしくて可愛かわいらしい笑みだ。

「判わかってくれたらいいんだ。それより、さっき言ってた庭にある井戸なんだけど、そこの下にある隠し部屋がかなり怪あやしいんだ。中には入ってみたけど、奥までは調べてないから、みんなで行ってみよう」

　一陸が先頭に立って歩き出す。それに続きながら、みこはようやく彼への疑いが晴れた事に、心からほっとしていた。




　　　　[image: ]




　みこ達は壁に備え付けられたたいまつを手に、一陸の案内で屋敷の裏手にある玉たま砂利じやりが敷しき詰つめられた庭にやってきていた。その隅すみにある井戸は、上から覗のぞくと下には暗くら闇やみが広がっていて、何もないように見えた。一陸が落ちていた石をぽんっと放ほうり投げると、井戸の中に吸い込まれるように消えて、ガチャッと妙みような音を立てる。

「今のは明らかに石が水に落ちた音じゃねぇな。土でもないし、砂利でも敷いてあるのか？」

　二海が顎あごに手を当てると、一陸が頷うなずいた。

「さっきみこちゃんが言ってたみたいに、僕は子供の頃ここに来た事があるんだけど、その時も確かここの下に部屋があったんだよね。屋敷の罠は変えようと思えば変えられるけど、地下とかって大がかりに工事しないといけないから、ここは変わってないと思うんだ」

　一陸が井戸の近くにある頑がん丈じような木に縄なわを結びつけて、底に垂らす。二海が腕うでまくりした。

「じゃあ、まずは俺が降りて……」

「待って。屋敷の中にはお師匠様はいなかったし、ここにいる可能性が高いと思う。だからここはわたしだけで行かせて。元々一人で来いって言われてたし、わたしもお師匠様とちゃんと話してけじめをつけたいんだ」

「だがみこ……」

「大丈夫だって、二海。ちゃんと話せば判って……くれる人でもないけど。でもみんなで乗りこんだら、お師匠様はまた攻撃的になっちゃって、回向院の時みたいに大暴れすると思う。それは避さけたいんだ。……一陸、この井戸の中にある隠かくし部屋の入り口ってここだけなのかな？」

「うん、昔はここだけだったよ。多分それは変わってないと思う。地下を工事したなら、庭もどこか変わってるはずだけど、そうでもないみたいだし」

　庭を見回した一陸の言葉を聞いて、みこは二海を見上げて微笑ほほえんだ。

「じゃあ、ここを見張っててくれれば、お師匠様はわたしをどこにも連れて行けないでしょ。お願い、わたしにお師匠様と話をさせて」

　まっすぐに見つめると、二海が渋しぶい顔でしばらく考え込む。それでも目をそらさないみこに、観念したように両手を上げた。

「判った。じゃあ、何かあったらすぐに叫さけんで逃にげろよ。俺達もいつでも行けるように、ここで準備しておくから」

「ありがとう、二海」

　やっと許可をくれた二海にほっとする。みこは一度大きく深呼吸して気持ちを落ち着けてから、一陸が持っていた井戸の底に繫つながる縄を受け取った。

「じゃあ、行ってくるね」

　心配そうにこちらを見つめる二海に片手を振ふって、みこは縄を伝ってゆっくりと井戸の中に降りていったのだった。




　井戸の底に降りたって、みこは目を凝こらした。暗いが何とか辺りは見み渡わたせる。やはり底には水は一いつ滴てきもなかった。そしてちょうどみこの正面に、まるで洞どう窟くつのような狭せまい道がある。

　さすがにどこに続いているのか判らない道を行くのは恐おそろしかった。だがみこは心を強く持ってその道へと足を踏ふみ入れる。

　身を屈かがめないと進めない暗い道をゆっくり歩くと、ふいに前方に明かりが見えてきた。

「ん？　あれはもしかして……」

　呟つぶやいたみこは、明かりに足早に向かう。そしてそれが、木製の戸の隙すき間まから漏もれている光だと気付いた。その向こうから、聞き慣れた声がする。

「おっさん、それは卑ひ怯きようやろ。わいは絶対にそんなんゆるさへんでっ」

「何を言うか、猿さるっ。この私に向かって卑怯などと！」

　言い争うような声は、煙助と蘭刀斉だった。もしや蘭刀斉が煙助に危害を加えているのではと、みこは真っ青になる。すぐさま戸に手をかけて、がらりと開いた。

「お師し匠しよう様！　煙助に何かしたら、わたしがゆるさ……んっ!?」

　中は石造りの六畳じようほどの部屋だった。隅に置かれた行あん灯どんのおかげで、そこそこ明るい。その部屋の真ん中で向き合っていた蘭刀斉と煙助が何をしているのかに気付いて、みこは顔を引きつらせた。

「煙助っ、お師匠様っ。何で花札してるの！」

　叫んだのに、真しん剣けんな顔で花札を睨にらんでいる二人はこちらを向きもしない。煙助が手元の花札から目をそらさずに、声だけをみこに向けた。

「大きい声だすなや。ツキが逃げるやろ。……あっ。おっさん、猪いの鹿しか蝶ちようやで。わいの勝ちや!!　やったー。これで十連勝や！」

「うぬっ、おのれ、やりおるな、猿。もう一勝負だっ」

「はぁ？　おっさん弱すぎんねん。わいが勝ってばかりでつまらんやろ。みこも迎むかえに来たし、もう帰るで」

「勝ち逃げか。そんな事は許さぬぞ！　みこは待たせておけばよい。もう一度勝負だ」

「お師匠様ーっ。本題からそれすぎですっ。花札しに江戸に来たんじゃないでしょ」

　腰こしに両手を当てて一いつ喝かつしたが、勝負が三度の飯より大好きな蘭刀斉は、一いつ切さい聞く耳を持っていなかった。

「うぬぬっ。おのれ、猿め。仕方ない次は丁半のさいころで勝負だ！」

「それはさっきもやったやろ。そんで一回もわいに勝てへんから、花札にしたんやろ。それでも勝てへんのやから諦あきらめぇや」

「嫌いやだ。勝つまでやるのが私流だ」

「おっさんの流りゆう儀ぎなんかわいに関係あるかいな。しっかし儲もうけさせてもろたわ。ほな、さいなら」

　煙助が持っていた巾きん着ちやくを振ると、ちゃりんちゃりんと音が鳴る。おそらく中身はお金だろう。やはり煙助は転んでもただでは起きないのだなと、みこは妙な所で感心した。

　蘭刀斉ががっくりと項うな垂だれて、地面に両手をつく。

「ううっ、猿に負けるとは。私の誇ほこりが……」

「お師匠様は忍にん者じやでしょ、ばくち打つのが仕事じゃないんだから、負けたっていいじゃないですか」

　呆あきれた声を上げると、蘭刀斉がかっと目を見開いた。

「馬ば鹿か者っ。何事も負けは許されぬのだ」

「だから話がそれてますって。お師匠様はわたしを連れ戻もどしに江戸に来たんでしょ。言われた通りここまで来ましたよ。煙助は返してもらいますからね。あ、煙助。その通路の向こうに、外に出る縄をつるしてあるから。それを登のぼって二海達と外で待ってて」

「ええんか？　おっさんと二人になって」

　心配そうに聞かれたが、みこは微笑んで頷いた。煙助はそれだけで察したのか、何も聞かずに通路を進んでいく。それを見送って、花札で負けた悔くやしさをまだ引きずっている蘭刀斉に目を向けた。

「お師匠様。いい加減、しゃきっとして下さいね。わたしは昼間の話の続きを聞かせてもらいたくてきたんですから」

　項垂れていた蘭刀斉だが、みこの言葉でようやく気合いが入ったのか、いつものように自信ありげにまっすぐと立った。細身だが、服の上からでも筋肉が隆りゆう々りゆうとしているのが判わかる。本当の年は判らないが、見かけは三十代前半。黙だまっていれば苦み走った大人の色男だ。

　大きく息を吸い込んだ蘭刀斉が、いつもの低い声を響ひびかせた。

「そうであったな。みこ、お前は今すぐ富士山に戻るのだ」

　ようやく本題に入れたようだ。みこは気を引き締しめつつ、まっすぐ蘭刀斉を見上げた。

「戻ってどうするんですか？　わたしは雅様に逆らって江戸に残ったんです。それに、わたしにはもう神通力はありません。戻って何の役に立てるというのですか？」

「神通力はなくなってなどいないと言っただろう。お前のうちに秘ひめられているだけなのだ。よいか、みこ。まずはこの話からしよう。──先日、あれはそう、私がお前を連れ戻すようにと社に呼ばれた直後の事だ。雅様がある夢を見られた」

　蘭刀斉がそこで言葉を句切って、みこを見つめる目に鋭するどさを滲にじませた。

「みこ、雅様は……近いうちに自分が命を落とす夢を見られたそうだ」

　突とつ然ぜんの言葉に、みこはひゅっと息を吞のんで身体からだを硬こう直ちよくさせた。生き神である炎えん守しゆの雅が見る夢は必ず現実となる。とても信じられない話だが、絶対に冗じよう談だんではないだろう。

　蘭刀斉は性格はとんでもないが、こんな時に噓うそはつかない。

「い、命を落とすって死ぬって事ですか？　雅様は生き神様なんですよ。ずっと一いつ緒しよに暮らしていたけど、年をとっている風でもなくて。わたし雅様はきっと不老不死なのではと……」

「いいや、確かに炎守は次の跡あと継つぎが現れて代だい替がわりするまで、年をとらなくなってしまう。だが……決して不死ではないのだ。普ふ通つうの者よりは身体も丈じよう夫ぶで生命力も強いが、死なない訳ではない」

　みこにとっては衝しよう撃げきの言葉だった。生き神として百ひやく獣じゆう国こくを守る炎守の雅。彼が死んでしまうなんて考えた事は一度もないのだ。

「その雅様が見られた夢って、いったいどういう夢なんですか？」

「……詳くわしい事は判らないそうだが、雅様は大おお怪け我がをして死ぬ夢を見たと言われていた。その後、外国から敵が攻せめ込んで来て、百獣国が滅ほろぶという夢だそうだ。……雅様が言われるには、その夢が現実になるまではそう時間もないそうなのだ。このままでは近いうちに雅様は死に、百獣国は戦乱の地となるだろう」

　淡たん々たんと語られる言葉は、途と方ほうもなく恐ろしい事ばかりだ。あまりの事にみこが青ざめて唇くちびるを震ふるわせていると、蘭刀斉がゆっくりと目を眇すがめた。

「だがこの恐ろしい夢を唯ゆい一いつ覆くつがえせる者がいる。その者は以前にも雅様が見た、毒どく蜘蛛ぐもが江戸を滅ぼすという夢を変えてみせた」

　みこはごくりと喉のどを鳴らした。そう、それは自分だ。炎華姫である自分だけが、必ず現実になる雅の夢を変える事ができるのだ。

　だけどそれには、自分が積極的に事件の中心に飛び込んで行かなくてはならない。だがそうするには、今の自分はあまりにも無力だった。

「で、でも、先さき程ほども言いましたが、わたしにはもう神通力はないんです。炎えん上じよう事件の時に無理をして大きな神通力を使いすぎたからだと思うのですが、あれから一切何もできなくて……」

「いいや、神通力は使いすぎたからといって、失われることなどあり得ない。お前は確かに神通力をその身体に秘めている。ただ、それを外に出せなくなっているだけだ」

　みこは目を瞬またたかせた。蘭刀斉の言葉の意味がよく判らなかったのだ。

「出せなくなっているだけ？　でも、わたしは敵に襲おそわれて危険な目に遭あった時も、大切な人が傷ついた時も、神通力を使おうとしたけど一切駄だ目めだったんですよ」

　先月の事を思い出す。船に捕とらわれていたアーサーを助けようとして、たくさんの敵に囲まれた。その時自分は何の役にも立てなかった。自分のせいで怪け我がをした二海を神通力で癒いやす事もできなかったのだ。

　己おのれがどれだけ無力か思い知って、悔しくて悔しくて仕方なかった。

「……その時に、徳川の狼おおかみ達がいたのではないか？」

　ふいに聞かれて、みこは目を丸くしてしまう。

「え？　ええ、確かにあの時は二海がいましたけど。でもそれが何か……？」

「おそらくお前は、自分で自分の神通力を無む理り矢や理り封ふう印いんしているのだ。炎上事件の時、お前がかなりの重傷を負ったというのは、私も調べて知っている。その時は神通力を使えるほどの体力がなかったから、無意識に使わないように身体に封ふうじ込めた」

　その理り屈くつはみこにも判る。実際神通力がなくなった最初の頃ころは、みこもそうではないかと思っていたのだ。

「でも、身体がすっかり治った今も使えませんよ」

　疑問をぶつけると、蘭刀斉が更さらに視線を鋭くして、探さぐるようにみこをじっと見つめた。まるで何もかもを見み透すかそうとしている目が、なぜだか恐おそろしく感じた。

「──みこ、今の生活は幸せだろう？」

「な、何を突然言い出すんです……」

「幸せかと、聞いているのだ」

　いつもの怒ど鳴なり声と違ちがって、静かだけど有う無むを言わさない口調だった。みこは戸と惑まどいつつも頷うなずく。今、とても幸せなのは確かだ。大好きな家密や二海がいて、そして空三や一陸や煙助達仲間もいて、町の人達も江戸城の人達も仲良くしてくれる。

「お前は自分では判っていないかもしれないが、恋こいをしたのだ。おそらく徳川家の狼のどちらかにだろう。そして普通の女の子として守ってもらう幸せを覚えた。──神通力が使えなくなったのは、その生活をずっと続けていきたいとお前が願ったせいだ。無意識のうちに、お前自身がその身体の中に神通力を封じ込めているのだ」

　みこは何かで頭をがつっと殴なぐられたような衝撃を受けた。

　絶対にそんな事はない……とは言い切れないのだ。みんなと一緒にいるのがとても幸せで、ずっとこうして生きていきたいと確かに思っていたのだから。

　そして最近になって気付いたが、家密や二海への気持ちは、おそらく友達の好きとは違うもののようだ。それが恋と呼ばれるものなのかもしれないと、自分でも感じつつあった。

　だがまさか、それが神通力をなくした原因だなんて思いもしなかった。瞳ひとみを揺ゆらめかせて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、蘭刀斉が一つ息をつく。

「私は雅様に言われたからだけではなく、炎守の一族の族長として、次の炎守であるお前を迎むかえにきたのだ。お前がまた神通力を取り戻すには、自分の本来の役目を頭だけでなく身体にも思い出してもらわねばならぬ。雅様の夢を覆し、あの方の命を助けて外国からの侵しん略りやくを防ぐ方法はただ一つ。────それはお前が、雅様の跡を継ぎ炎守になる事だ」

　突然の話に、みこは言葉をなくしていた。遠くない未来それはやってくるだろうと思ってはいたし、覚かく悟ごもしていた。だけど心のどこかでは、まだまだ先だと思っていたのだ。

「わ、わたしが……？」

「そうだ。雅様の夢を覆せるのは、炎華姫であるお前だけ。だがその為ためにはお前が積極的に事件に関かかわっていかねばならない。そこで私は考えたのだ。お前が炎守になれば、雅様の運命が変わる。そうすれば未来の夢も変えられるかもしれない。雅様の命は救われるかもしれぬし、外国からの侵略を防げるかもしれぬ」

　それは確かに、唯一の希望かもしれない。諒影の時も雅の夢は現実になろうとした。しかし間かん一いつ髪ぱつで、炎華姫である自分が事件に関わって、運命を変える事ができたのだ。雅が恐ろしい未来の夢を見たというのなら、またあの奇き跡せきを起こさねばならないだろう。

　そして、それができるのは自分だけなのだ。

「よいか、みこ。お前の神通力は、お前が恋をしているだろう狼の兄弟と別れて、炎守になる儀ぎ式しきを受ければ必ず取り戻せるはずだ。そうしたら、今までよりもずっとずっと強い力で百獣国を守る生き神となれる。ただし……」

　その先は言われなくても判っていた。みこはぐっと拳こぶしを握にぎる。

「わたしは雅様みたいに面を被かぶって、一生を富士山の社で暮らす事になる。炎守の一族以外には誰だれにも会えず、肉にく食しよく獣じゆうは一いつ切さい近づけない、あの社で」

　口にして、ぞくりと背筋が震えた。今井い戸どの外で待っている仲間にも、そして大好きな二海や家密にも会えなくなってしまうのだ。

「そうだ、だが雅様の夢を覆してあの方を救い、百獣国を外国の脅きよう威いから救えるのはお前だけだ。お前が動かなければ、この国には最悪の事態が訪おとずれるだろう」

　そうするのが正しいのだと判っている。だけどみこはすぐには返事ができなかった。俯うつむいて無言のままでいると、ふいに蘭刀斉が指で出口を指し示し、みこに背を向けた。

「──みこ、お前は一応私の弟で子しだ。仲間達に別れを言う時間ぐらいはやろう。二日待ってやる。だから今日の所は帰るがいい。その最悪の事態がどんなものか、自分の頭でじっくり考えてみろ」

　地下のはずの隠かくし部屋に、ぶわっと風が渦うず巻まいた。それに驚おどろいてみこが目を瞑つぶった隙すきに、蘭刀斉の姿は消え去ってしまう。

　誰もいなくなった部屋の中で、みこは蘭刀斉に言われた事を頭の中で反はん芻すうし、顔と身体を強こわばらせたまま立ち尽くしていた。
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「なんと、蘭刀斉じゃと！　あの馬ば鹿か者がみこ様を連れ戻もどしにきたというのかっ」

　大奥総取締役である春華の局は、目の前に座る息子むすこの稲いな葉ば蛍けい之の進しんこと、空三に目を剝むいた。だが空三は、屈くつ強きような侍さむらいでも腰こしを抜ぬかすと言われている自分の怒ど声せいを浴びてもなお、眉まゆ一つ動かさない。

「母上、師し匠しようの師匠である蘭刀斉様を、馬鹿者呼ばわりはいかがなものかと」

「ええいっ、お前は誰の味方じゃ！　みこ様を連れ出そうとする者は、すべて敵であるぞ。わたくしは上様とみこ様の結けつ婚こんを望んでおるのじゃ。先月の偽いつわりの婚こん礼れいで、うまく初夜にもちこめるはずだったのに……！」

　思わずぎりりと歯がみしてしまう。今まで大奥の女に見向きもしなかった家密が、やっと妻にしたいと言うようになったのがみこだ。しかも彼女は炎華姫であり神通力を持っている。二人が結婚すれば、家密の獣じゆう気きとみこの神通力を合わせ持つ最強の跡あと取とりが生まれるはずだった。

「徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！　それがわたくしの信条じゃ!!　みこ様が上様の正室になられれば、徳川家にやっとお世よ継つぎができるというのに。うぬぬっ、おのれ、蘭刀斉め。今度会ったらひねり殺してくれる！」

「母上、先さき程ほどから気になっていたのですが、蘭刀斉様とお知り合いですか？」

　首を傾かしげた空三の言葉に、春華の局の頭は更に沸ふつ騰とうした。

「知っているに決まっているであろう。あの男は戦国の時代、家いえ安やす様に味方した雅様について、徳川家に仕えるお庭番衆を組織作りした男じゃ。あの男は悔くやしいが優ゆう秀しゆうな男じゃ。だが、性格的にも人格的にも難ありで、わたくしは好かぬ！」

　蘭刀斉は知る人ぞ知る伝説の忍にん者じやだ。人の姿ながら鳥の翼つばさを持ち、神通力とはまた違う不思議な術を使う。疾風はやてという風の術の威い力りよくは絶大で、戦国の時代は約千人の敵兵を一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばしてしまったほどだ。勝負好きでその場の勢いで行動しているかのように見えるが、存外思し慮りよ深くて賢かしこくもある。決して油断してはいけない人物だと、春華の局はよく知っていた。

　鉄てつ扇せんが折れるかというぐらい、怒いかりにまかせて握りしめていると、空三がちらりとこちらに目を向けた。

「母上も蘭刀斉様も似たもの同士ですよね。同族嫌けん悪おですか？」

「蛍之進！」

　叫さけんで鉄扇を素す早ばやく投げつけた。だが息子は慣れた様子で首だけを動かしてさっと避ける。

「危ないでしょう、母上。一人息子が死んでもいいのですか？」

　お前は殺しても死ぬものかと、春華の局は喉のどまででかかって、やっと飲み込んだ。

「……これは息子。わたくしが生んでしまった息子。賢く武術の腕うでは最高で、何をやらせても天才だと言われながら、おかしな性格のせいでその才能が一つも役に立たない息子。母親のわたくしぐらい、この性格を堪こらえてやらなければ……」
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「母上、赤い目から悔し涙なみだが流れてますよ。正直、血が滲にじんでいるように見えてかなり気持ち悪いです。蛇へびの目にも涙ですか？」

「それを言うなら鬼おにの目にも涙じゃろうが！」

「反応が速くていらっしゃる。ぼけていなくて何よりです」

　ずずっとお茶を飲んだ空三を、ぎらりと睨にらみつけた。このどこまでが本気でどこまでがふざけているのか判わからない息子は、昔から何より頭痛の種だった。

「……もうよい。それで、その忍にん者じや屋や敷しきとやらから、今朝方帰ってきたのであろう。みこ様はいかがなさっている？」

　二海の護衛として町中にいる空三だが、実は同時にみこの警護も担になっていた。最初はいくら敬愛する師匠とはいえ、二海以外に主君を持つ事を、空三は渋しぶっていた。だがどんな心境の変化があったのか、炎えん上じよう事件の頃ころからみこを陰かげながら警護し、何かあると必ず自分に報告しに江戸城に来るようになったのだ。

「特にお変わりはありません。蘭刀斉様には富士山に戻って来いと言われたけれど、断ったと仰おつしやっておられました。今日も私が江戸城に行くと言ったら、上様に話があるからと、一いつ緒しよに城にいらっしゃいましたし。ですが……」

　言いよどんだ息子に、春華の局は眉まゆ根ねを寄せる。空気を一切読まないで何でもずばずば発言するのが空三だ。彼が口を濁にごすのなら、よほどの事だろう。

「ですが……なんじゃ？」

「……今朝帰ってきてから師匠が朝食を作って下さいましたが──やや味が薄うすかったのです」

　まるで死の宣告をする医師のように真しん剣けんな顔で答えた息子に、春華の局は顔を引きつらせた。

「それは味付けを間ま違ちがえられただけであろう。大した事ではないっ」

「いいえ、大した事です！　師匠の料理はいつもきっちり最高の美味おいしさなのです！　それが私の鈍にぶい舌でも判るほど、味が違うなんて……。毎日毎日あの食事を出されたら、私は一体何を楽しみに生きればいいのか……」

　みこの変化について話しているはずなのに、最後はなぜか自分の話になっている。春華の局は、我が息子ながらさすがに呆あきれてしまった。

「お前の都合でものを言うなと言っておろうがっ」

　怒ど鳴なってはみたものの、ふと今の話を頭の中で反芻して、確かにそのみこの変化は、ややおかしいのかもと思いもした。そう考え始めると、まさかという思いもわいてくる。

　俯いて顔に手を当て、まだ嘆なげいている空三に向かって春華の局は一いつ喝かつした。

「いい加減にせぬか。男が料理の一つや二つでめめしいぞ。よいか、みこ様から目を離はなすでないぞ。富士山に決して戻してはならぬ。あの社に入ってしまったら最後、連れ出すのは至難の業わざじゃからな。……それと、その忍者屋敷では他ほかに変わった事はなかったか？」

　みこの周りがどうやら騒さわがしいようだ。彼女は家密の子を産む大事な女性だ。その身に起こった事はすべて把は握あくしておきたかった。

「変わった事……ですか。そうですね、師匠の料理の味付けが薄かった事に比べれば、ほんとーに大した事はありませんが、忍者屋敷で二海が何者かに狙ねらわれた模様です。何でも、誰かに背中を押されて落とし穴に落ちかけたとか……」

　みこの事について聞いたつもりだったが、思わぬ答えが返ってきた。二海こと家いえ春はるは、将軍家密の弟で、赤子の時から息子同様に自分が育ててきたのだ。その家春の危機をすました顔で話す息子に、春華の局の怒りが爆ばく発はつする。

「こ、こ、こ、この愚おろか者ーっ。お前は家春様の護衛であろう。料理の味付けより、家春様が狙われた方が一大事であろうが!!　なぜそれを先に報告せぬのじゃーっ」

　空三が慣れた様子で、両耳に手を当てて我鳴り声をやり過ごした。こんな息子を見ていると、時々殺意がわいてしまうのは、自分に母性がないからだろうか。

「怒おこらないで下さい、母上。二海は死んでいないのですし、いいのでは？」

　いい訳なかろうーっと言いかけた口を、身体からだ中の神経を総動員して何とか止めた。もうこの息子には、何を言っても無む駄だだ。そして母親である自分は、こんな時の息子の操あやつり方もよく心得ていた。

「……よいか、蛍之進。家春様……いや、今は二海様じゃな。みこ様をお守りしつつ、二海様の警護にも念を入れるのじゃ。二海様に何かあれば、みこ様は嘆かれるであろう。その悲しみで料理を作るどころではなくなってしまうぞ。そうすれば、お前はみこ様のご飯を食べられなくなってしまうぞ」

　息子むすこの顔色が一瞬で変わる。ずれてはいるが、滅めつ多たに感情的にならない息子が、あたふたしたり嘆いたりするのは敬愛する師匠のみこに関する事だけだ。

「おおっ、それはいけませんね。師匠の料理を食べられなくなっては大変です。きちんと二海を守らなければ！」

　欲よく望ぼうに忠実に生きている息子は判りやすい。春華の局はようやく息をつき肘ひじ掛かけにもたれた。

　そして息子と自分だけだという安心感からか、ここ最近ずっと心を占しめている不安を、つい漏もらしてしまう。

「蛍之進。上様達は江戸城に〝スパイ〟とやらがいるらしいと探していらっしゃる。……実はな、わたくしはそのスパイに心当たりがあるのじゃ」

　空三がさすがに目を見開いた。本当は誰だれにも話すつもりはなかった。だけど、もう自分の心の中だけにはとどめておけない所まできていた。息子はこう見えて口が堅かたい。言ってはならぬといった事は口が裂さけても言わないように、きちんと育ててきた。

　だから春華の局は息子に向かって、心の中につかえていた言葉をようやく吐はき出した。

「蛍之進、このことは誰にも言うではないぞ。──実は徳川家には〝亡ぼう霊れい〟がいるのじゃ」

「亡霊とは……ずいぶんとぶっそうな話ですね」

　笑えみを浮うかべているが、自分と同じ息子の赤い目が、きらりと光を帯びる。

「そうじゃ。亡霊は徳川家を呪のろっておるじゃろう。その亡霊とスパイがもしも同一人物なら……その方は幕府だけではなく、二海様を狙う可能性が高いのじゃ」

　空三がすっと目を伏ふせた。何か考え込むように一呼吸二呼吸置いて、こちらに目を向ける。

「二海を……。それは聞き捨てなりませんね。それに、今の母上の言い方もやはり聞き捨てなりません。母上は徳川家に仇あだなすスパイであろう亡霊を、そやつでもあやつでもなく、〝その方〟とお呼びになるのですね」

　鋭するどく聞かれて、思わずはっとする。空三の鋭い視線を受けて、春華の局は言葉を選んだ。

「相変わらず無駄な所だけ鋭いな。無駄に美しく無駄に賢く、無駄に剣けん術じゆつの腕が立つ。お前は本当に無駄だらけじゃ」

「誤ご魔ま化かしましたね。母上。……あなたは言ってはならない事はたとえ息子むすこの私にでも、絶対に話さない。ですからこれ以上聞いても知らない振ふりをするでしょう。私は無駄ばかりの息子ですが、引き際ぎわは判っているつもりです。──では私の務めは、その亡霊とやらに気をつけて、二海と師し匠しようをお守りする事ですね」

　空三が静かに頭を下げた。そして余計な事は聞かず、そのまま部屋を辞する。

　こんな時に、春華の局は息子の才能を惜おしみたくなる。空気が読めないと評判の息子だが、ごくまれに、こうして誰よりも鋭く人の心を読むのだ。

　息子が出て行った襖ふすまを見つめて、春華の局はため息をついた。

「スパイと亡霊──か。わたくしの考えが間違っていればよいのだが。これ以上、上様や二海様を苦しめたくない」

　それは徳川家の繁はん栄えいを誰よりも望み、代々の将軍に仕えてきた春華の局の切なる願いだった。
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　江戸城の中奥にある家密の部屋で、みこは忍者屋敷であった事を彼に話していた。黙だまっていてもいずれ伝わってしまうだろう。それよりは自分の口からきちんと説明したかったのだ。

「……みこ、富士山には本当に戻もどらないと言ったのだな？」

　話を聞き終えた家密が、金色の瞳ひとみをまっすぐこちらに向けた。みこはゆっくりと微笑ほほえむ。

「うん。ちゃんと戻りませんって言ったよ。ただ、雅様が外国の敵が攻せめてくる未来の夢を見たそうだから、家密に早くそれを報告した方がいいと思って、今日は来たんだ」

　本当は、蘭刀斉に戻りませんなんて言えなかった。だけど、それを二海や家密には話していない。まずは自分の気持ちをきちんと整理して、どうするかを考えたかった。

　しかしその前に雅の夢の話だけは、家密に伝えたかったのだ。

「雅様が、その夢が現実になるまでは、もうあんまり時間がないだろうって言われたんだって。いつ敵が攻めてくるか判らないし、すぐにでも国の守りを固めた方がいいと思うんだ」

　家密が考え込むようにやや目を伏せて、ゆっくりと頷うなずいた。

「老中達を集めて、すぐに話し合いをしよう。今までは江戸城にいるスパイの探たん索さくを内密に行ってきたが、もうそんな余よ裕ゆうもないようだ。その話し合いでスパイの事を公表して大がかりに捜そう査さを始める。外国の敵が百ひやく獣じゆう国こくに攻めて来る前に迎むかえ撃うたねば」

　家密の判断は素す早ばやかった。みこは内心でほっとする。百獣国を治める将軍は、こんな時誰よりも頼たよりになるのだ。

　家密は近くにいた小こ姓しように老中達を集めるよう指示を出した。小姓がすぐに場を辞すると、部屋の中はみこと家密の二人だけになる。

「みこ、よく知らせてくれた。外国の敵は必ず私が食い止める。だからお前は何も心配しなくてもいいのだぞ。炎守様や蘭刀斉とやらが何か言ってきたとしても、絶対に富士山に戻ってはならない。いいな」

　家密の視線が、やや厳しくなった。自分に対してこんなに強い口調で話すのも珍めずらしい。

（気付かれてるのかな。わたしが富士山に帰るべきかって悩なやんでる事……）

　思わず俯うつむいて考え込んでいると、家密が膝ひざでにじり寄った。そしてみこの頰ほおに手を当てる。

「みこ、返事はどうした？　私は今、富士山に戻ってはならないと言ったのだぞ」

　すぐ間近で顔をのぞき込まれた。声も口調も真剣そのもので、怖こわいとすら思ってしまう。

「う、うん。判わかってるよ。戻らない」

　微笑んだのに、家密の視線は鋭いままだ。

「……お前は炎華姫として育てられたからか、国の為ために自己犠ぎ牲せいをするのが当たり前だと考えている所がある。だが、お前一人が何もかもを背負う必要はないのだ。この国の将軍は私だ。国の危機ならば、私が立ち向かう。お前もこの国の民たみも、必ず私が守ってみせる」

　力強い言葉とともに、同じくらい力強い腕うでがみこをぎゅっと抱だきしめた。二海とは違ちがう、だけどやはり安心できる腕だ。こうして家密や二海の腕に守られて暮らすのは、きっと幸せで楽しいだろう。二人とも優やさしいし、みこが嫌いやがる事はしない。どんな敵が現れても、みこを背にして庇かばってくれる。

　そう考えて、はっとした。蘭刀斉に言われた言葉が頭をよぎったのだ。

〝普ふ通つうの女の子として守ってもらう幸せを覚えた。──神通力が使えなくなったのは、その生活をずっと続けていきたいとお前が願ったせいだ〟

　今自分は家密に頼り切って、彼の腕の中で安心している。だけどそれでいいのだろうか。このままただ守られてばかりでいいのだろうか。

（家密は百獣国を守ろうと頑がん張ばってるのに、わたしはそれに甘えるしかできないなんて。わたしだって、家密の手伝いがしたい。彼の為に、この国の為に……）

「みこ」

　考え込んでいたみこは、強い口調で身体からだを揺ゆさぶられて目を瞬またたかせた。顔を上げると、家密の真しん剣けんな表情とぶつかる。

「何を考えている？　私に任せろと今言ったばかりだぞ。外国の敵もそのスパイも、捕つかまえて追い払はらうのは将軍である私と幕府の仕事だ。お前は余計な事を考えるな。もしその蘭刀斉がしつこいようなら、このまま江戸城にお前を匿かくまう」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。お師匠様には神通力はなくなったから、もう帰ってもお役には立てませんってはっきり言ったし。それに芝しば居い小屋の手伝いだってあるから、木挽町を離はなれる訳にはいかないよ。わたし、町の人達が大好きなんだ。あそこで働くのがすごく楽しい」

　にっこり笑うと、家密が険しかった視線をやや緩ゆるめた。

「……お前が江戸にいて楽しいと思ってくれるのなら、それが一番だ。木挽町が好きなら、無む理り強じいはしない。だが、絶対に富士山には戻るのではないぞ。あそこは神の領域だ。いくら私が将軍とはいえ、肉にく食しよく獣じゆうである以上社には近づけない」

　力強い腕が再び抱きしめてくる。その腕がほんの一いつ瞬しゆんだが震ふるえた気がした。

「外国の敵も炎守様も、やっかいだが怖くはない。私がこの世で恐おそろしいと感じる事はただ一つ、お前が私の腕の中からいなくなってしまう事だ」

　優しい腕の中は温かくて居い心地ごこちがいい。この安あん寧ねいが一生続いて欲しい。

　だけど心の片かた隅すみでは、そう考える自分を許せないと、みこは思っていた。
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「ねぇ、家密。空三と一いつ緒しよに帰るから、送ってくれなくて平気だよ」

　江戸城の廊ろう下かで、みこは合流した空三と並んで歩きながら、銀ぎん髪ぱつが覆おおう背中に向かって話しかけた。お忍しのびの時によく被かぶっている笠かさを右手に持った家密が振り返る。

「いや、空三だけでは心配だ。この男は妙みような所で抜ぬけているからな。老中達が全員揃そろうまでまだ間がある。お前を送ってすぐ戻れば問題ない」

「いくら上様とはいえ、抜けているとは失礼です。私はこれでも江戸城で一番賢かしこいと言われたのですよ」

　みこの隣となりにいる空三に、家密が目を移した。その顔はどう見ても呆あきれている。

「お前が賢いのも剣術の腕が立つのも知っている。子供の頃ころからのつきあいだからな。だがその性格もよく知っているからこそ、お前には任せられぬのだ」

　すたすたと歩き出した家密に、空三が不満げな顔をしつつも渋しぶ々しぶと従った。すると前方から見慣れた二人がやってくる。老中であり家密の忠犬でもある信津名と、同じく老中の横よこ山やまだった。二人は家密の姿を見ると、すぐさま廊下の端はしに退いて正座した。

「上様。どちらにお出かけでございますか？」

　信津名が目を丸くしている。隣にいる横山も同様だ。家密が立ち止まり、やや声を潜ひそめた。

「みこを送ってくる。忍しのびで出かけるから、後を頼たのむぞ」

　横山がこちらに顔を向け、目をぱちぱちとさせた。

「ああ、これはみこ様、お久しぶりでございます。……上様、みこ様をお送りするなら番方を呼びましょう。駕か籠ごも用意致いたしますので……」

　横山は相変わらず物もの腰ごしが柔やわらかくて、優しそうな顔つきをしていた。年の頃は三十歳くらいだろうか。背は高いが細身で猫ねこ背ぜのせいか、そう身体が大きくは見えなかった。おどおどとした態度のせいで、あまり男らしいという印象もない。だけどみこは、横山がとても親切で優しい人物だというのはよく知っていた。

　彼と知り合ったのは、一ひと月つき前に秘伝の巻物が盗ぬすまれた時だ。盗まれた責任をとって切腹させられそうになった信津名を助けようとしていたみこと二海を、陰かげながら助けてくれたのが横山だった。

「あの、横山様。わたし駕籠なんていらないです。それに家密、本当に送らなくて大丈夫だって。ちゃんと空三と一緒に帰るから」

　みこは慌あわてて手を振ふった。だけど、横山も家密も絶対に譲ゆずらない顔をしている。

「番方も駕籠もいらぬ。そんなにぞろぞろ連れだって町中を歩いては目立つだろう。忍びで出かける意味がないではないか」

「しかし上様、お一人では危のうございます。ねぇ、松平様」

　横山が隣で正座している信津名に目を向けると、彼が大きく頷いた。

「ええ、そうでございますとも。横山様、実は上様はお一人でお出かけされるのはしょっちゅうなのですよ。護衛を伴ともなってお出かけ下さいと、私がいつもお願いしているのに、少しも聞いては下さらないのです」

「おや、それはいけませぬ。やはり護衛は必要でございます。すぐに番方を呼びましょう」

　二人で危ない危ないと言い合う様は、まるで双ふた子ごの兄弟のように息があっていた。家密が呆れたようにため息をつく。

「お前達は二人ともよく似ているな。そういえば、横山の本ほん性しようも犬だったか」

　横山がにっこり笑って頷く。二人の様子を見ていて、みこはふと気付いた。

　秘伝の巻物が盗まれた事件の時、みこ達に協力してくれた横山を、どうやら家密は信用し始めているようだ。普ふ段だんならみこや信津名のような近しいもの以外には、冷たい視線と表情を向けるのに、横山を見つめる目はどこか柔らかさがある。

「とにかく護衛はいらぬ。みこを芝居小屋に送り届けたらすぐに戻もどってくる。心配するな」

「ですが、本当に危のうございます。先日も徳川家の情報が書かれた秘伝の巻物が盗まれかけたばかり。上様に何かあっては……」

　気弱そうな横山がびくびくとしながら、それでも家密に進言する。いつもならうるさいと怒ど鳴なりつけるだろう家密が、わずかに苦く笑しようした。

「横山、案ずるな。それに秘伝の巻物は盗まれたのではない。私が返し忘れただけだ、そうだろう？」

　はっとして口元を押さえた横山が、慌てたように何度も頷うなずいた。

　盗まれた秘伝の巻物は、みこと二海が内密に取り戻した。そして家密がそれを返し忘れたことにして、何とか信津名の切腹を中止させたのだ。それに協力した横山が、信津名と一緒に幕府の重要な仕事を任され始めたらしいと、みこも二海から聞いて知っていた。最近では、家密の忠犬がもう一いつ匹ぴき増えたのだと、江戸城では噂うわさになっているようなのだ。

　みこは、家密が信しん頼らいできる家臣が増えたのはいいことだと、内心で喜んでいた。みこも横山の事は信頼している。気弱な所はあるがまじめで裏表がないのだ。

「そ、そうでございました。申し訳ありませぬ。……そういえば、秘伝の巻物はあれ以来保管場所を変えられているのですよね？　今日の上様と老中達との話し合いで巻物の情報が必要なのですが、保管場所は……」

「保管場所はいくらお前でも教えられぬ。知っているのは私と信津名と春華だけだ。知りたい箇か所しよがあるなら、信津名に聞け。やたらにお前も保管場所を知ってしまうと、この間の信津名のように大変な目に遭あうかもしれぬぞ」

　秘伝の巻物の新しい保管場所は、みこにも知らされていなかった。あの巻物は外国の敵も狙ねらっている。江戸城にいるというスパイの目的もきっと、巻物に関かかわる事だろうというのは、みこにも察しがついていた。

　横山は信津名が切腹させられそうになった時の事を思い出したのか、青ざめた様子で慌てて頭を下げた。

「わ、判わかりました！」

　どこに目や耳があるか判らぬ江戸城では、やたらな話はできない。それはみこにも判っていた。話を終えて歩き出した家密に続こうとしたが、ふいに彼が足を止めたのでみこも立ち止まる。何事かと前方に目をやり、そこに立っている人物に気付いてすぐさま表情を引き締しめた。

　秘伝の巻物が盗まれたと知り、その責任を信津名に無む理り矢や理り取らせて切腹させようとした張本人が、こちらに来る所だったのだ。

「これはこれは上様。おお、それにそちらのお嬢じよう様さまは、この間の婚こん礼れいの時に花はな嫁よめ役をされた方ですな」

　顔は笑っていても、菊田の目は笑っていなかった。その目でじろりと見つめられて、みこは思わず身構える。家密がみこを庇うようにさっと前に立った。

　大老の菊田は昔から、家密に反感を持っているのを隠かくそうともしなかったらしい。彼に命を狙われたのは一度や二度ではないと、みこも家密から聞いた事があった。

「みこに、何か用か？」

　家密が低い声を出すと、菊田がふっと笑った。そのまま家密の前に進み出て膝ひざをつき、家臣の礼を尽つくす。

「いえいえ、可愛かわいらしい花嫁だったので、どちらのお嬢様かと気になっていたのでございます」

　つい先月までは、攻こう撃げき的な態度を隠しもしなかった菊田が、今はずいぶんと低姿勢だ。信津名を切腹させると息巻いていた時とは別人のようだった。家密も同じ事を感じたようだ。腕うで組ぐみして、視線を鋭するどくした。

「ずいぶんと大人しくなったものだな、菊田。ほんの少し前までは、私への殺意を燃え上がらせていたくせに」

「それは誤解でございますぞ。拙せつ者しやは上様の忠実な家臣。先日は誤解がありましたが、あれもすべて上様と幕府を思ってした事です」

「……おかしいな。お前は私を追い落とそうとしているが、それを隠すような性格ではなかっただろう？　私に頭を下げるくらいなら、死んだ方がましだという男だったはずだ。今度は何を企たくらんでいる？」

「上様の御おん為ためになるような事しか考えておりませぬ」

　菊田が再び深々と頭を下げ、失礼致しますと言い置いて、その場を去って行く。

　全員で後ろ姿を訝いぶかしむように見つめていると、信津名が不安げな声を上げた。

「上様。どうしてもお出かけなさるのでしょうか。……今は幕府も大変な時でございます。外国の敵とそのスパイ。そして以前は一年に数度しか江戸城に来られなかった菊田様が、今は日参されている。そして何が目的かは判りませぬが、城を隅すみから隅まで歩き回られているのです。それはおそらく……」

　横山がその言葉を続けるように、か細い声を出す。

「菊田様は、上様に従順な態度を取りながらも、最近は江戸城の主おもだった役職の者達に近づき、秘伝の巻物の行方ゆくえについて聞いているらしいと、私の耳にも入っております」

　二人の話を聞いて、家密が金色の瞳ひとみをきらりと光らせた。

「やはり、あの男が一番怪あやしいか」

　それが何を意味するかは、みこにも判っていた。

「もしかして……外国と通じてるスパイが菊田様ではないかって事？」

「その可能性は高いだろうな。信津名にあの男の身辺を詳くわしく探さぐらせたら、なかなか興味深い真実が見えてきた。菊田の妻は、武士の養女になってから嫁とついでいるせいで今まで判らなかったが、元々は長崎で手広く外国との貿易をしている商人の娘むすめだ。しかも一番大きな貿易相手が、グレートビースト国だという。……それに間ま違ちがいはないな？　信津名」

「はい、上様」

　信津名が言葉少なに返事する。いつもの気弱な表情から一変して、引き締まった真しん剣けんな顔をしていた。

「ならば、菊田はグレートビースト国との繫つながりもあるし、商船というあの国と連れん絡らくをとる手段も持っている。もし菊田が私を倒たおして幕府の実権を握にぎろうと、外国と手を組んだのだとしたら……」

「上様、今は憶おく測そくの段階です。あまり声に出されない方がよろしいかと」

　囁ささやいたのは信津名だ。確かに菊田は、みこですら判るほどにどうみても怪しい。それでも証しよう拠こがない以上は捕つかまえる訳にはいかない。彼は家密の次に江戸城で権力を持つ大老なのだ。

　信津名が不安そうにぼそりと呟つぶやいた。

「上様、どうも嫌いやな予感がしてなりません。江戸城全体に妙みような空気が漂ただよっているのです。こんな状態で上様が城を空けられるのは、私は不安でなりません。みこ様が大事だと言われる気持ちはよく判ります。ですがどうか、もうしばらくは町中に出られるのはお控ひかえ下さいませぬか？　お願いでございます」

　信津名と横山が同時に頭を下げた。みこには彼らの気持ちがよく判る。確かに菊田の言動は不気味以外の何ものでもない。

「家密、わたし本当に送ってもらわなくて平気だよ。空三はすっごく変だけど腕うでは立つし、ちゃんと護衛もしてくれるし。今は百ひやく獣じゆう国こくにとっても大変な時なんだし、たとえわずかな間でも江戸城を離はなれないほうがいいよ」

　みこはそこでそっと声を潜ひそめた。

「それに、家密がいない間に、もしまた秘伝の巻物が盗ぬすまれたりしたら大変だよ」

　黙だまって話を聞いていた空三が、胸に手を当てた。

「上様、師し匠しようの言われる通りかと。今日は外出は控えられてはいかがでしょう。師匠は富士山には戻らないと仰おつしやっていますし。もしまた蘭刀斉様が来たとしても、私も一陸も二海もいます。決して師匠を渡わたしたりはしません。上様はどうか、ご自分のお仕事に集中なさって下さい」

　空三が珍めずらしくまともな事を言ったのは、彼なりにこの状じよう況きようはまずいと感じているからかもしれない。空気を読まない彼でさえこう言うからには、やはり事態は逼ひつ迫ぱくしているのだ。

　家密が渋しぶい顔で、それでも優やさしくみこの頰ほおを撫なでた。

「……判った。今日の所は城に残ろう。空三、みこの警護を頼たのんだぞ」

　その言葉は家密の心を物語るかのように、苦く渋じゆうに満みちていた。
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　みこが江戸城から帰り、慌あわただしく芝しば居い小屋の手伝いをして家事を終えた頃ころには、夜もとっぷりと更ふけていた。やっと寝ね間ま着きに着き替がえて布ふ団とんに入ったものの、みこは眠ねむれずにずっと考え事をしていた。

「わたしは……どうしたいんだろう」

　蘭刀斉の言葉が頭から離れない。彼の話によると、雅はもうすぐ命を落とし、外国の敵が百獣国を滅ほろぼしてしまうという。雅が見た未来の夢は必ず現実になる。だからこのまま何も手を打たなければ、きっとその恐おそろしい出来事も実際に起こってしまうだろう。もし雅がいなくなってしまったら、もし百獣国が滅んでしまったら、そう考えただけで胸が締め付けられて、息をするのも苦しくなってしまう。

　雅や蘭刀斉が、みこを連れ戻もどす為ために噓うそをついているかもしれないと、思わないでもなかった。だが、すぐにその考えを打ち消した。彼らはそんな噓は卑ひ怯きようだと考える人達だと、一いつ緒しよに暮らしていたみこが一番よく知っている。それにそんな噓をつかなくても、みこの武術の師匠である蘭刀斉なら、自分を無理矢理連れ去ることは十分可能なのだ。

　雅の未来の夢を変えられるのは炎華姫の自分だけ。それは諒影の事件の時に証明済みだった。蘭刀斉の言う通り、自分が富士山に戻って雅の跡あとを継つぎ炎守になれば、まず雅の運命は変えられる。彼の命は助かるかもしれないし、自分が新しい炎守として神通力をふるえば、外国の敵を倒せるかもしれない。

「でも、怖こわい……」

　みこは布団を頭から被かぶって、常にない弱音を吐はいた。敵と戦うのも炎守となるのも怖くはない。幼い頃から雅の跡あと継つぎとしてこの国を守る生き神となるべく育てられたのだ。

　そんなみこにとって、本当に恐ろしい事は別にあった。

「二海や家密やみんなに、二度と会えなくなるのが怖い」

　その思いが、今まで百獣国の為なら命すらいらないと思っていたみこの心をかき乱していた。

　蘭刀斉は二日待つと言った。その期限までは後一日だ。二海達にはその話はせず、みこはみんなの前では普ふ段だん通り振ふる舞まっていた。彼らには蘭刀斉に戻って来いと言われたが、きっぱり断ったと言ってあるのだ。

　なぜ本当の事を話せなかったのだろう。自問自答したものの、答えはちゃんと判わかっていた。

「わたし、迷ってるんだ。これから先、どうするべきか。だから二海達には言えなかったんだ」

　みこはゆっくりと起き上がる。何気なく辺りに目をやると、元々客間だったので何もなかった部屋には、みこの物がずいぶんと増えていた。

「あれは、この間家密が持ってきてくれたお菓か子しの山。そっちには二海が買ってくれた振り袖そでが竿さおにかけてあるし、こっちは煙助が手作りしてくれた駒こま。机には空三が食事の時に使いましょうって買ってくれた雛ひなの形の箸はし置おきに、わたしが風邪かぜを引いた時に、一陸が山から採ってきてくれた薬草」

　みんな一つ一つ大切な思い出が詰つまっている。大好きで優しい仲間達。そして誰だれよりも大切な家密と二海。みんなと離れて暮らすなんて、そして二度と会えないなんて、絶対に耐たえられなかった。

「──でも、雅様はずっとわたしを育ててくれた。その雅様が……死んでしまう」

　信じられない事ではあった。強大な神通力を持ち、自信たっぷりな態度で、いつもみこの先手を打ってくる雅。その彼がもうすぐこの世からいなくなってしまうなんて。

「外国の敵もくる。百獣国が戦火に焼かれて、たくさんの人が死ぬかもしれない……」

　諒影の事件の時に、江戸が炎に包まれて壊かい滅めつする夢を見た。その夢を現実にさせない為に、みこは命をかけた。今度は外国の敵があれと同じ……いや、もっとひどい事態を引き起こすかもしれない。江戸だけでなく、百獣国全体が人が住めないような荒あれ地になってしまうのかもしれない。そう考えると、不安が胸に押し寄せてくる。

　みこは身体からだをぎゅっと抱だきしめて目を瞑つぶり、唇くちびるを震ふるわせた。

「でも富士山に帰ったら、もう二度とみんなには会えない……」

　それが悲しくてたまらない。雅のように面を被って、誰とも会わずに御み簾すの中で暮らす。しかも一年や二年ではない。次の跡継ぎが現れるまではずっとそうしていなければならないのだ。もしかして何十年も跡継ぎが生まれなければ……そう考えて、それは一体どれだけの孤こ独どくを味わうことになるのだろうと、みこは身体をも震わせた。

　同じ事ばかりぐるぐると何回も、みこは考え続けた。

　考えて考えて、だけど心の中で生まれる答えは、一つだけだった。
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「みこちゃーん！　朝だよっ。まだ寝ねてるのかいっ」

　障子の向こうから聞こえた声にはっとして、みこは慌てて飛び起きた。どうやら考え疲つかれて、うとうとしていたようだ。障子越ごしには、朝の柔やわらかな光が差し込み始めている。

「ごめんなさい。稽けい古この時間だね。すぐに着替えるから待ってて」

　障子を開けて、中庭に集まっている二十人ほどの女性達に声をかけた。近所に住んでいる彼女達は、毎朝みこに護身術を習いにくるのだ。

「なんだい、珍しいね。寝ね坊ぼうするなんて」

　慌てて支し度たくして部屋を出ると、魚屋の女将おかみがにこにこと話しかけてくる。

「うん。ちょっと昨日眠れなくて……」

「おや、何かあったのかい？　心配ごとがあるなら何でも話しておくれよ。みこちゃんは木挽町の仲間なんだからね。困ってる仲間がいたら、助け合うのが江戸っ子さ」

　女将が豪ごう快かいに笑うと、周りにいた女性達も笑え顔がおを見せた。

　みこも同じように微笑ほほえんだ。木挽町の人達は結束が固くて、みこにもとても親切にしてくれていた。江戸に来たばかりの頃、方向音おん痴ちのみこは木挽町の中でも道に迷っていた。彼女達はそんなみこを見かけると、仕方ないねぇと言いつつ、芝居小屋まで連れて帰ってくれたのだ。

　肉屋や魚屋、八百屋の女将さん達は、みこが買い物に行くと、いつもおまけをしてくれる。芝居小屋が幕を開ける時には、いつもみんな連れだって観に来てくれた。そんな町の人達が、みこは大好きだった。

　彼女達がわいわいと賑にぎやかにお喋しやべりする様子を見て、みこは目を細めた。

「……そうだよね。困ってる時は、助け合うのが江戸っ子だよね」

「ん？　何か言ったかい、みこちゃん」

「ううん。何でもない。さあ、今日も元気にお稽古始めましょ。よろしくお願いしますーっ」

　みこはいつもと同じ明るい声を上げて、みんなに向かって礼をした。




　早朝に護身術の稽古。それが終わると朝食の支度。みんなで朝ご飯を食べると、芝居小屋の幕を開ける準備が始まる。みこはそれを手伝いつつ、同時進行でお昼ご飯の用意をするのが日課だ。みんなで軽く昼食をとった頃、芝居小屋にも客が集まり始める。今日の芝居は午後から一回と夕方から一回。演目は『連れん獅じ子し』だった。

「ねぇ、二海。お願いがあるんだけど」

　みこは芝居小屋の楽屋にいる二海に声をかけた。諸もろ肌はだを脱ぬいで、芝居用の白しろ塗ぬりの化け粧しようをしている二海が、鏡越しにちらりとみこに目をやった。

「どうした？」

「あのね、今日は客席からお芝居を観みてもいいかな。わたし、袖そで幕まくからしか観たことなくて。一度でいいから、客席に座ってちゃんと観てみたいんだ」

　二海が化粧する手を止めて、こちらに振り返った。その顔は歌か舞ぶ伎き独特の化粧である隈くま取どりで彩いろどられているせいで、いつもの二海とはまったく別人のようだった。

「そりゃ全然かまわねぇけど。どうしたんだよ、改まって」

「特に理由はないけど。今日のお芝居はわたしは初めて観る演目だから、ちゃんと正面から観てみたいって思っただけ」

　にっこり笑うと、化粧の下の二海の顔が、一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せた気がした。

「じゃあ二階の桟敷さじき席を……」

「ううん。そんなにいい席じゃ申し訳ないよ。一階でみんなと一緒に観る方がいい」

「そうか。だったら好きな所に座って観ろよ。入れるように言っておくから。なるべく真ん中辺りがいいぞ。観やすいからな」

「ありがとう」

　みこは満面の笑みを浮うかべ、きびすを返してその場を後にしようとした。

「……おい、みこ」

　声をかけられて振り返ると、二海がじっとこちらを見つめていた。金色の瞳ひとみが不安そうに揺ゆらいでいる。何か言いかけようと口を開いたのを見て、みこはすぐに彼のそばまで寄って、肩かたをばんっと叩たたいた。

「二海、顔が強こわばってるよ。珍めずらしく緊きん張ちようしてるのかな？　客席から観てるから頑がん張ばってね！」

　なるべく明るい声を上げた。そして二海が何か言い出さないうちに、足早に楽屋を出る。

　みこは今日のお芝しば居いが楽しみだった。ずっとずっと目に焼き付けていよう、そう心の中で呟つぶやいていた。
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　芝居小屋は大入り満員だ。一階の桝ます席せきも二階の桟敷席も人で溢あふれ、幕が上がるのを今か今かと待つ客達が独特の熱気を放っていた。

　みこは一階の桝席のちょうど真ん中に座っていた。土間にござを敷しいただけの簡易な席だが、いつもは衣装の管理や芝居に使う道具の整理をしたりしていて、袖幕からしか芝居を観られないので、お客としてここに座るのは新しん鮮せんな気分だった。

「あれ、みこじゃない」

　幕が上がるのを待っていると、ふいに声をかけられた。振り向くと、口入れ屋の娘むすめで二海のひいき客のお琴ことだった。みこより少しだけ年上で、かなりの美人だ。二海が好きなお琴は常々みこが邪じや魔まだと言いながらも、面めん倒どうを見てくれたりしていた。

「あ、お琴さん、この間は甘味処どころに連れて行ってくれてありがとう。あの白玉ぜんざい、すごく美味おいしかったよね！」

「そうね、あの店はまあまあだったわね。そうそう、百獣国橋の近くに新しい甘味処ができたらしいわよ。今度行ってみないとね」

　みこ同様、甘いもの好きなお琴とは、今ではすっかり食べ歩きをする仲になっていた。隣となりに座ったお琴が、舞ぶ台たいに目をやる。

「間に合ってよかったわ。今日のお芝居は『連獅子』だもの。二海のお得意だから絶対に見なくちゃ！」

「そうなんだ。わたし連獅子のお芝居観るの初めてなんだ。どんなお話なの？」

「やだ、あんたそんなことも知らないの？」

　呆あきれた声を出しつつも、口ほど性格はきつくないお琴は芝居について話して聞かせてくれた。

「いい、連獅子は、獅子の親子の話よ。親が強い子を育てる為ために、谷に子供をわざと落とすの。そこから這はい上がってきた子だけを育てるっていう話なのよ」

「えっ、そんな話なの？　それじゃ、子供の獅子が可か哀わい想そうだよ」

「そう思うでしょ？　でも一見ひどい話に聞こえるかもしれないけど、谷底から上がってこない子供を心配する親の情とかが描えがかれてたりするのよ。後半で親子揃そろって長い毛を振ふり回す〝毛振り〟は見み応ごたえがあってすごいんだから」

　お琴はかなり興奮しているようだ。みこも初めて観るお芝居に胸をわくわくさせながら、幕が上がるのを待った。




　ツケと呼ばれる拍ひよう子し木ぎの音が響ひびいて、いよいよ幕が上がる。舞台の上手から狂きよう言げん師しに扮ふんした二海と一陸が現れると、わっと歓かん声せいが上がった。隣に座っていたお琴が、みこにそっと囁ささやく。

「二海が狂言師の右う近こん。一陸が左さ近こんの役よ。まず二人は右手に獅し子し頭がしらを持って、さっき言ってた獅子の親が子を谷底に落として鍛きたえるって芝居を演じるの。それが前半で、後半は狂言師の二人に獅子の精が乗り移るって話になるのよ」

　その言葉通り、獅子頭を持った二海と一陸が、三味線しやみせんや笛の音に合わせて舞まい踊おどる。二人が揃って足あし踏ぶみすると、どんっと足音が芝居小屋に響き渡わたった。そのたびに観客がわっと沸わいて、客席も盛り上がる。みこは思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「二人とも舞まいの呼吸って言うのかな？　それがぴったりだね。見ていて気持ちいいぐらい」

「当たり前じゃない。この連獅子はね、二海が木挽町に芝居小屋を立ち上げた時に、初めて演じた芝居なのよ。その時すごく評判がよくてね。木挽屋がここまで大きくなれたのも、この芝居が当たったからよ。それ以来、年に一度は連獅子を演じてるのよ。あたしは毎年ちゃんと観に来てるんだから」

　お琴の声はどこか誇ほこらしげだ。みこは微笑みつつ、舞台に目をやった。

　狂言師役の二人は、親子の獅子を舞うことで演じていた。親獅子が子獅子を谷底に突つき落とし、だけどなかなか上がってこられずに、とうとう子獅子が疲つかれて谷底で寝ねてしまう。親獅子は鍛える為に落としたのだが、上がってこない子獅子が心配になって谷底をのぞき込む。その親子の情愛が何とも感動的で、涙なみだが出そうだった。

　二海達が袖幕に引っ込むと、今度は『宗しゆう論ろん』という間芝居が始まる。空三と早はや着き替がえで出てきた二海が違ちがう宗派の僧そうの役で、互たがいの宗派について張り合いながら旅をするという喜劇を演じるのだ。

　無む駄だに綺き麗れいな顔を化粧で隠かくして道どう化けを演じる空三も、先さき程ほどとは打って変わって軽くて面おも白しろい芝居をする二海も、腹がよじれるほどおかしくて、みこはお琴と笑い転げてしまった。

　そうして、いよいよ獅子の精が乗り移って姿を変えた狂言師達が登場する。白くて腰こしまで長い髪かみが、親獅子の二海。赤くて長い髪が子獅子役の一陸だ。

　二人の舞は勇ゆう壮そうで力強く、息もぴったりだった。連獅子の一番の見所である長い毛を二人同時に振り回す様も、一糸乱れずそっくり同じ動きで、観客席からはおおっとどよめきとも感嘆とも言える声が上がっている。白と赤の長い髪が、豪快に宙を舞う様子を見たみこは、思わず呟いた。

「すごい、二人とも振り回してる毛先までぴったり同じだ。たくさん練習したんだろうな……」

　二海と一陸が信しん頼らいし合っているからこそ、互いを見なくてもそっくり同じ動きができるのだろう。それは彼らがこの木挽町で稽けい古こを重ねて、努力してきたからだとみこは思う。

　その努力と費ついやした時間こそが、きっと彼らの誇りであり、役者としての自信にも繫つながっているのだ。

（二海も一陸も空三も、ここまで来るのにすごく頑張ったんだろうな。二海は役者として、家密は将軍として、自分の仕事に全身全ぜん霊れいで挑いどんでる。この芝居小屋に来てる人達だって、みんなそれぞれ自分のやるべきことを持ってる。……わたしも、わたしのやるべき事を……）

　考え込んでいると、わぁっと大きな歓声とともに、盛大な拍はく手しゆが巻き起こった。どうやら芝居が終わったらしい。見事な芝居に興奮して頰ほおを紅潮させている客達に混じって、みこは一人俯うつむいて涙を滲にじませた。
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　初めて観た『連獅子』は素す晴ばらしかったと、みこは夜になって自分の部屋に戻もどってからも、まだ感動の余よ韻いんに浸ひたっていた。

　芝居が終わった後は、みんなでわいわいと夕ご飯を食べた。いつもだったら、片付けをしたらお風ふ呂ろに入って寝ね間ま着きに着き替がえ、布ふ団とんを敷いて寝てしまう。だけどみこは、今日は着替えもせずに布団も出さなかった。

　その代わり押し入れから取り出したのは、江戸に初めて来た時に持ってきた荷物入れだ。

　そこに最初に富士山から持ってきた物だけを詰つめ込む。思い出の品は持って行かない。見ると悲しくなるだけだから。

　忍にん者じや屋や敷しきで蘭刀斉と話した後、みこはずっとずっと考え続けていた。みんなと離はなれたくない、ここにずっといて、今日のように忙いそがしいけれど幸せな日々を送りたい。

　だけどどんなに考えても、答えは一つしかでなかった。

「……富士山に戻ろう。家密や二海にはもう会えないけど、でもみんなが笑って暮らせるのが一番だ。みんなが今日みたいに普ふ通つうの一日を当たり前に過ごす。きっと生き神である炎守の務めは、それを守る事なんだ。それがわたしにしかできないのなら、わたしは戻ろう」

　決意を言葉に込めた。願いは口に出す。それが信条だ。願いとして口にした以上、自分はこの道を突き進んでいくしかない。家密や二海やみんなと離れたくないという気持ちは、もちろん強い。それでもみこは、自分の役目を忘れる事ができなかった。

　だけど荷物を片付ける手は、ことさらゆっくりにしか動かせなかった。ほんのわずかでもここにいる時間を引き延ばしたかったのだ。

　そんな気持ちとは裏腹に、荷物が少ないせいかあっという間に荷造りが終わってしまう。みこは未練がましくも、何か忘れてはいないかと辺りを見回した。

　でも本当に用意が終わってしまったと気付いて、落らく胆たんする。

「……家密は何をしてるのかな。すごく忙しそうだったからまだお仕事してるのかな。二海は今いま頃ごろもう寝てるかな。結構早はや寝ね早はや起おきだから……」

　本当は二人に最後に会いたかった。ゆっくり話もしたかった。だけど、もう二人の顔は見ないと決めていた。二人に優やさしい笑え顔がおで見つめられたら、決心が鈍にぶってしまうかもしれない。だから夜の闇やみに紛まぎれて黙だまって出て行くつもりだ。

　みこは部屋の隅すみにあった文ふ机づくえの前に正座する。面と向かって言えないお別れを、せめて手紙に記そうと思ったからだ。

　紙と筆と硯すずりを用意していると、ふいに襖ふすまの向こうから声が聞こえた。

「みこ、少しいいか？」

　もう寝ていると思っていた二海の声だった。みこは思わずどきりとする。顔を見たいけれど、でも会いたくない。彼に対して初めて感じる複雑な思いが胸に押し寄せた。

「え、えっと、ちょっと待って！」

　明かりをつけているから、まだ眠ねむってはいないとばれているだろう。みこは覚かく悟ごを決めた。そして慌あわてて用意した荷物を押し入れに隠し、襖を開ける。

　そこには憂うれい顔の二海が立っていて、こちらを見つめて眉まゆ根ねを寄せていた。

「……どうしてまだ袴はかま姿すがたなんだ？　もう夜中だぞ。何で寝間着に着替えないんだ？」

「え？　今から着替える所だったんだよ。色々用事をすませてたら、遅おそくなっちゃって」

　明るく声を上げる。富士山に戻ると知られたら、きっと止められるだろう。だから気付かれてはならない。

「ちょっと入ってもいいか？　話があるんだ」

「あっ、ごめん。わたしもう寝るから、話なら明日あしたにしてくれないかな」

　断ったのに、二海はその場から動こうとしなかった。それどころか、みこの肩かたを押して強ごう引いんに部屋に入ってくる。みこは内心で焦あせっていた。彼と話をしたら、きっと決心が揺ゆらいでしまう。これ以上心をかき乱して欲しくなかった。余計に辛つらくなるだけだから。

「二海、わたし本当にもう休むから……」

「布団も敷しかずに寝間着にも着替えずに、もう休むのか？　お前今日ずっとおかしいぞ。それに昼間、旅する時に履はく結ゆわいつけの草ぞう履りを小間物屋で買っただろ。そこの店主が、みこがまたどっかに行っちまうのかって心配して、俺に言いに来たぞ」

　憮ぶ然ぜんとした表情と鋭するどい目。彼が自分に向かってこんな顔をするなんて初めてだ。

「そ、それは、えっと、結わいつけの草履の方が普通のより動きやすいから、普ふ段だんでも履こうと思っただけだよ」

「……みこ、お前アーサーに、噓うそをつく時は必ず目をそらすって前に言われただろ。全然直ってないぞ」

　無意識に視線を泳がせていたみこは、はっとした。だがそれもまずいと瞬しゆん時じに思う。これでは図星だと白状しているようなものだ。そんな様子をじっと見ていた二海が、厳しい表情のまま、みこの肩に手を置いて座るよう促うながす。仕方なく正座すると、彼も正面であぐらをかいた。

「忍者屋敷で蘭刀斉に何を言われたんだ？　あいつに何か言われたから、富士山に帰る気になったんだろう？」

　どうやらすべて、お見通しのようだ。答えられないでいると、二海が再び肩に手を置いた。

「絶対に行かせない。お前はずっと俺と一いつ緒しよにいるんだ。俺はもうお前に、痛い思いも苦しい思いもさせたくない。幸せだと毎日感じて生きて欲しいんだ。俺のそばで、ずっと──」

　言葉とともに、痛いくらいに抱だきしめられた。二海の腕うでの中はいつも温かく感じるのに、今日は違っていた。彼の思いが体温となって伝わったのか、火傷やけどしそうに熱く感じたのだ。腕の中にいるのが苦しいとも思うし、なぜだか幸福だとも思えてくる。

　それはとても不思議な感覚だった。彼の熱で、みこの心まで熱くなっていく気がする。

　二海の事は大好きだ。彼に結けつ婚こんしようと言われてから、その気持ちに別の何かが加わった気がする。それが何かは判わからないけれど、みこは彼と一緒にいたいと思う気持ちが、以前よりずっと強くなっていた。彼の腕の中にいると、とても満たされている感覚に陥おちいるのだ。もう他ほかには何もいらないから、ずっとこうしていられたらいいと。

　熱に浮うかされたように、みこはふわふわとした気持ちで二海を見上げる。だけど彼は、みこを抱きしめたまま、切なそうな表情をしていた。

　彼がこんな顔をするのは、自分がここを出て行ってしまうと気付いたからだろうか。

　そう思うと、みこも悲しい気持ちになってしまう。どうしてこんなに、彼の態度一つで気持ちが揺れ動いてしまうのだろう。

「こんなに抱きしめてるのに、お前はいつも腕の中からすり抜ぬけて行ってしまう。俺が気付いた時には、お前はいつも傷ついてるんだ。だから今度は絶対にそんな事はさせない。お前はずっと俺のそばにいるんだ」

　抱きしめる腕の力が更さらに強くなった。二海は頼たよりになって安心できて、だけどこうして彼の胸に抱だかれると、どきどきしてしまう。彼の一挙一動が気になって、自分の気持ちもそれに左右されてしまう。だけど、それが全然嫌いやではないのだ。

　今味わっている感覚は、今までできた友達には感じたことのない、甘い思いだった。二海の腕の中で、みこはわずかに身じろいだ。そして二海の金色の目を見つめて、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「……あのね、わたしずっと二海に言いたかった事があるんだ」

　生まれて初めて、二海の腰こしに自分から腕を回した。そのままぴったりとくっつくと、彼の体温が余計に伝わってきて、今まで欠けていた心の何かを満たしてくれた。

「いつもそばにいてくれてありがとう。危ない時は助けてくれてありがとう。──わたしね、二海の事が好き。二海はすごく、大切な人だよ」

　家密と比べてどうとか、そんな事はよく判らない。ただ純じゆん粋すいに、二海の腕の中から出たくないと思った。ずっとずっとこのまま一緒にいたいと思ったのだ。

「みこ……」

　二海の低い声に、甘い響ひびきが混じった。その後に起こる事をみこはもう知っている。だけど、今日は逃にげなかった。

　二海の唇くちびるが降りてきて、ゆっくりと自分のそれに重なった。心臓が飛び出しそうなくらいどきどきするけれど、優しい唇は温かくて、嫌だという気持ちにはならなかった。

　力強い腕が抱きしめてくる。自分は彼に必要とされているのだと、その腕が語っていた。何度も何度も口付けをかわしながら、二海がみこの名前を呼ぶ。その切ない響きに胸がぎゅっと締しめ付けられた。

「絶対にどこにも行かせない。ずっとお前は俺といるんだ。このまま離さないからな」

　耳元で、二海の低い声が呟つぶやいた。そのままみこの耳に嚙かみつくように、唇が這はう。途と端たんに背筋がぞくりと震ふるえた。だけど、それは恐きよう怖ふとも不安とも違ちがう〝ぞくり〟だった。

　みこの背中を大きな手が撫なでる。手の平の熱が着物越ごしに伝わって、またもぞくりとした。

「……なんか、怖こわい」

　正確には違う感情だけど、でもみこにはそうとしか表現できなかった。二海が唇をようやく離して、みこの額にちゅっと口付ける。

「俺が怖いのか？」

「そうじゃない。二海は怖くないよ。でもうまく言えないけど、二海がいつもと違う感じがして、何かが怖い気がする……」

　二海が優しい微笑を浮かべた。みこの頰ほおを両手で包んで、じっと目を見つめる。

「みこは今からもっともっと色んな事を学ばないとな。そうしたら今のその気持ちが何か判るようになる。俺としては早く理解できるようになればいいと思ってるけどな。そうしたら、お前はきっともっと好きと愛してるの違いを理解できるようになるだろう」

　愛いとおしそうな手つきで、二海が頰を撫でてくれる。じっと見つめられるのは恥はずかしくて息苦しいけれど、逃げようとは思わなかった。この胸の高鳴りも、なぜかとても心地ここちいいのだ。
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　再び二海の口付けが降りてくる。頰を撫でていた彼の手が、わずかに躊ちゆう躇ちよするように止まって、そしてみこの着物の襟えりをそっと摑つかんだ。

　そのまま手が胸むな元もとに忍しのび込もうとする。さすがにはっとして、首を振ふろうとした時だった。




　ドガッ！




「うっ」

　二海が鈍い音とともにうめき声を上げて、みこの方に倒たおれてきた。

　重い二海の身体からだに押しつぶされたみこは、何が起こったのか判らず混乱する。二海はどうやら気絶しているようだ。大おお柄がらな彼の身体の下から何とか逃のがれると、ふいに低い声が聞こえた。

「約束の二日だ。別れはすんだか？」

　部屋の隅に、いつのまにか山やま伏ぶし姿の蘭刀斉が立っていた。どうやら二海は彼に殴なぐられたらしい。気絶している二海が心配だった。だけど、みこは彼を起こさなかった。

　自分がやるべきことを、忘れた訳ではなかったのだ。

「……はい」

　人の迷めい惑わくを考えない師し匠しようだが、気持ちの整理をつける時間をくれた事には感謝していた。おかげでみこは、江戸で仲良くなった人達の顔を見て、ちゃんと心の中でさよならを言えたのだ。

　手早く荷物を用意して、みこは最後に二海の頰に触ふれた。浅黒いがなめらかな肌はだだ。

　その頰に、みこは生まれて初めて、自分から口付けた。

「……さよなら」

　言葉にするのは、死ぬほど辛かった。胸が締め付けられて、息ができないほどだ。これがきっと切ないという事なのだろうと、みこは生まれて初めて味わう心の痛みを知った。

　もう彼の温ぬくもりを感じる事は二度とないのだと思うと、涙なみだがこみ上げてくる。だけどみこはそれを必死で堪こらえた。そのまま全身に力を入れて、二海に背を向ける。蘭刀斉が伸のばした手を取ると、彼の大きな白い翼つばさがばさりと音を立てて現れた。

「行きましょう」

　新たな道に進む決意の言葉は、みこの心を表すかのように、痛々しく切なく響いた。




　　　　[image: ]




　長い間慕したい続けてきた本当の主君が、障子を開けて月を見上げていた。

「……一陸、いよいよ時が来たぞ。もうすぐ徳川家と幕府が滅ほろびる。その最後の一歩を踏ふみ出す時が、やっと訪おとずれたのだ」

　冷たい表情も暗い闇やみが宿った瞳ひとみも、初めて会った時と少しも変わらない。一陸は正座したまま、薄うすく笑った。

「異国の〝お友達〟の準備ができたのでございますね」

「そうだ。彼らは約束通りに行動を起こしてくれた。こちらも準備を調ととのえておかないとな。私もそろそろ本気を出すとしよう。……一陸、あの〝命令〟はどうなった？　もちろん抜かりなくやっているのだろうな」

「はい。なかなか手こずりましたが、先さき程ほど動きがありましたので、命令を遂すい行こうするには十分な舞ぶ台たいができあがると思います。僕にお任せ下さい。必ずやご期待には応こたえてみせます」

　主君の命令を完かん璧ぺきにこなす時、一陸は心からの喜びを覚える。主君に与あたえられた命令は絶対だ。だけど……一陸は頭を下げながら、やや目を伏ふせた。何かが心に引っかかっていた。

　言葉には出せない、何かが……。

　しかしそれがどんなものかは、一陸にもよく判らなかった。考えようとしたが、こちらを向いた主君が頭を撫でてくれた途端、それは心から消え去ってしまった。

「いいだろう。では、最後の仕上げといこう」

　部屋を出て行く主君に再び頭を下げる。余計な事は考えるな、そう心に言い聞かせながら。
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　江戸城の中庭に面した廊ろう下かは、冷たい夜風が吹ふき付けるせいで、寒くて凍こごえそうだった。

　老中であり、家密の忠犬でもある信津名は、温かい布ふ団とんが恋こいしいと思いながら、小走りに自分の部屋へと戻もどっていた。毎日毎日追われるように仕事をしていると、終わるのは必ず深夜になってしまう。そして朝は早朝からまた仕事。休みなんてここ何年ももらっていない。

　だが信津名はそれがちっとも苦ではなかった。大好きなご主人様である家密の為ために尽つくすのは、忠犬である自分にとっては何よりの喜びなのだ。

　やっと今日の仕事が終わったというのに、信津名の頭は明日あしたの仕事の事でいっぱいだ。特に最近は外国と通じているというスパイの探たん索さくで、大おお忙いそがしだった。

　明日の予定を頭の中で確かく認にんしつつ、ようやく自分の部屋にたどり着いて襖ふすまに手をかけると、ふいに廊下をばたばたと誰だれかが駆かけてくる音がした。

「一大事でございます。松平様っ！」

　こんな夜中に一体何事だろうと眉まゆ根ねを寄せていると、同じ老中の横山が息せき切って長なが袴ばかまの裾すそをまくりあげて走ってきた。血相を変えている彼に、信津名は目を丸くする。

「ど、どうなさったのですか？」

「じ、実は品物を受け取る為に九州へ出航した幕府の船が、慌あわてて戻ってきたのです。それによると……」

　横山がはっとしたように辺りを見回した。そして誰もいない事を確かめてから、片手を口元に当てて、こっそりと信津名に囁ささやきかける。

「その船の者が、九州の沖おき合あいに無数の外国船が浮うかんでいるのを見たというのです。しかも以前江戸に来た外国船のように、大たい砲ほうを備え付けた軍ぐん艦かんだったと。その外国船はすべて江戸に向かっていたというのです！」

　信津名は、横山同様真っ青になった。その船はおそらくグレートビースト国のものだろう。彼らが百ひやく獣じゆう国を狙ねらっているのはほぼ間ま違ちがいなく、その為に江戸城にスパイを放ったのだろうと察しはついていた。炎守の雅が見たという、外国の敵が攻せめてくる未来の夢の話も、家密から聞いている。いよいよそれが現実となる時が来たのだ。

「そ、そんなっ……。と、とりあえず、まずは上様にご報告しなければっ」

　大切なご主人様は誰よりも頼たよりになるお方だった。ある程度の事は自分で対処するが、信津名の手にあまってしまう事は、家密がその明めい晰せきな頭脳と確かな判断力で指示をくれるのだ。

　すぐさまきびすを返そうとすると、横山がさっと腕うでを摑んだ。

「お待ち下さい。外国船はかなり近くまできているようです。もう一刻の猶ゆう予よもありません。すぐに老中達を集めて、これからの事を話し合います」

　確かにその方がいいだろう。外国が攻めて来るなんて、国の一大事だ。恐おそれていた事態がとうとうやってきた事に、信津名は動どう揺ようしていた。横山がたたみかけるように話を続ける。

「他ほかの老中達には、もう江戸城に集まるよう連れん絡らくしました。それでその話し合いには、秘伝の巻物が必要だと思うのです。外国船の確かな位置は目もく撃げき情報がありますから判わかっています。秘伝の巻物に描かれた百獣国の地図と照らし合わせ、どこで迎むかえ撃うつか対策を考えなければ」

　確かに横山の言う通りだ。秘伝の巻物には、もしも外国の敵に攻め入られた場合、海の守りをどうするかなどの方法も書かれている。今の状じよう況きようでそれは最も必要な物だった。

「そ、そうですね。では、私がとってまいりましょう」

「いえ、松平様には、上様へのご報告をお願いしたいのです。松平様は上様の一番の家臣。この重大事に上様の一番近くでお仕えするのは、やはり松平様しかおりませぬ。一刻を争う事でもありますし、秘伝の巻物は私がとってまいりましょう。一体どこにあるのですか？」

　信津名は混乱した頭で、それでもすぐさま頷うなずいた。悠ゆう長ちように考えている暇ひまも、のんきに行動している余よ裕ゆうもない。今から百獣国は外国からの侵しん略りやくを受けて、戦場と化すだろう。こんな状況では、素す早ばやい行動が勝利に繫つながる。

「秘伝の巻物は、今は大奥にある蔵くらに保管されています。あそこならば男子禁制で守りも固いですし、春華の局様が目を光らせておられるので安全だろうと上様が。鍵かぎは私が……」

　首からひもを通してぶらさげた鍵を取り出しつつ、詳くわしい保管場所を口にした信津名は、ふいに家密のある命令を思い出した。

〝鍵は誰にも渡わたすな。どんな時でも必ず身につけていろ。何があったとしても、絶対に自分で巻物を取りに行け〟

　はっとして、信津名は鍵を取り出す手を止めた。ご主人様の命令は絶対だ。それは忠犬である自分にとって、決して犯おかしてはならない掟おきてだった。

「……いえ、やはり私が秘伝の巻物を取りに行きます。上様にそうしつけられていますので。横山様、申し訳ありませんが、上様へのご報告をお願いします」

　どんな事態においても、ご主人様の命令が最優先だ。きびすを返して駆け出そうとすると、なぜかがくっと前のめりになった。どうにか体勢を整えて転ぶのだけは避さけたが、何が起こったのか判らず慌てて振ふり向く。

　そして信津名は、我が目を疑った。

「……よ、横山様。足を退けて頂けませんか。長袴を踏まれては動けません」

　横山が腕うで組ぐみして、片足で長袴の裾を踏みつけていた。なぜそんな事をしているのだろう。偶ぐう然ぜん踏ふんでしまったのかと思ったが、どうやらそうではないようだ。

　なぜなら、離してくれと頼たのんでいるのに、彼はぴくりとも動いてくれないのだ。

　ちょうど彼の背後は中庭で、丸い月が浮かんでいた。その月明かりが逆光になっているせいで薄うす暗ぐらく、彼の表情は窺うかがえなかった。

「報告に行けばよかったのに。そうすれば────命は助かった」

　聞いた事もない、横山のあざ笑うような冷たい声だった。

　わずかに顔を傾かしげたので、彼の表情が見えるようになる。途と端たんに、信津名は今まで感じた事のないおぞましい獣じゆう気きを一身に受けて、背筋が凍こおり付いた。

　横山は冷れい酷こくそうな闇色の獣気を放ち、にんまりと口元をつり上げていた。
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　酒を片手に月見をするのは、頼伸の楽しみの一つだ。

　頼伸が酒瓶びんを持って向かっているのは、本丸御ご殿てんの表にある能のう舞ぶ台たいだった。表とは家密が政治を行ったり、正式な客を迎えたりする場所だが、深夜はほとんど人が来ない。のんびり月見を楽しむにはいい場所だった。

　将軍の叔父おじとして、頼伸は江戸城でもそこそこ待たい遇ぐうはいい。大奥にたくさんいる女性は内密に口説きたい放題だし、好きな時にこうして一人で酒も楽しめる。家密に勝って自分が一番強いと証明したいが、そうすると面めん倒どうな将軍職にもつかねばならない。家密と勝負はしたいが、この気楽な生活を捨てるのは惜おしいなと思わないでもなかった。

　廊下の角を曲がれば能舞台が見えてくるという所まで来て、上じよう機き嫌げんで鼻歌まで出そうになっていた頼伸の耳に、突とつ然ぜん獣けものの声が飛び込んできた。

「ギャッギャッキャィン！」

　どうやら犬の鳴き声のようだ。どこかで本ほん性しようを出した犬の化か妖ようが喧けん嘩かでもしているのだろうか？　そう考えて、頼伸は関かかわり合いになるのは面倒だと、きびすを返そうとした。

　だが一歩踏み出そうとして、身体からだを硬こう直ちよくさせる。背筋がぞくりとして、全身が一気に総毛立ったのだ。それは能舞台の方から放たれている、強大な獣気のせいだった。

　頼伸はすぐさまそちらを向いて視線を鋭するどくした。化妖は獣気の強さで相手の強さを推おし量れる。誰かは判らないが、能舞台の方から化妖の頂点に立つ家密と匹ひつ敵てきするほどの、強い獣気を感じた。頼伸は自然と口元をつり上げる。身体からだ中の血がぞくぞくと騒さわいでいた。

　戦いは大好きだ。酒も女も、これほどの高こう揚よう感かんをもたらしてはくれない。戦って相手を叩たたきのめす瞬しゆん間かん、頼伸は自分が生きている実感と幸福に酔よいしれる事ができるのだ。

　すぐさま酒を投げ捨てて、獣気が放たれている方へと走った。

　この獣気は強大ではあるが、家密ではない。それは彼と戦った事がある自分にはすぐに判った。だが、そうでなければ一体誰なのだろう。これ程ほどの獣気を持つ化妖なんて、家密の弟の二海ぐらいしか考えつかなかった。

　徳川家で忌いむべき存在とされる闇やみ狼ろうである二海。男の闇狼は生まれつき強大な獣気を持ち、徳川家に災わざわいをなす存在になるという。そのせいで、生まれた時に殺すのが習わしだった。二海もその運命を辿たどるはずだったが、春華の局が女の子として育てた為、何とか生きながらえたのだ。

　だがこの獣気は二海ではないだろう。二海はみこの事以外では、兄である家密に従っている。まさか江戸城でこんなに攻こう撃げき的な獣気を放って、騒ぎを起こすとは思えなかった。

　では一体誰なのか、頼伸はそれが知りたかった。己おのれと同等か強い相手に会ったなら、叩きのめして自分が一番強いと思い知らせたい。そんな狼おおかみの雄おすの本能が働いたのだ。

　頼伸は走って廊下の角を曲がった。その先には広い庭が広がり、真正面には能舞台が建てられている。その舞ぶ台たいの上でもみ合っている二匹ひきの獣を見付けて、ひゅっと息を吞のんだ。

　二匹の四つ足の獣が、取っ組み合っていた。片方は茶色の大型犬だ。ふさふさした固い茶色の毛並みに覆おおわれている秋田犬は、おそらく信津名だろう。前に彼が本性を出したのを見た事があるので、それは驚おどろかなかった。

　頼伸が目を奪うばわれたのは、秋田犬を組み伏ふせている獣だ。身体中血だらけの秋田犬の喉のど元もとに今にも嚙かみつこうとしている四つ足の獣は、どうみても自分と同じ狼だった。

　だが、普ふ通つうの狼とは明らかに違ちがっている。

「……二海、なのか？」

　そんなはずはないと思いつつも、頼伸は呟つぶやいた。

　闇やみ色の毛並みを持ち、身体は頼伸の本性よりも倍以上大きい。放たれている獣気さえも、漆しつ黒こくの闇を思わせた。吸い込まれそうな金色の瞳ひとみは、敵対心に満ちている。これが徳川家に忌むべき存在として伝わる闇狼だと、頼伸にはすぐに判った。

　だが、闇狼の本性を持つのは二海だけだ。しかし彼が信津名を組み伏せて、大おお怪け我がを負わせるなんてあり得ないはずだった。

「ち、違い……ます。彼は、よ、こやま──ぐぅっ」

　何とか言葉を発した信津名の喉元に、闇狼が嚙みついた。

「横山──だと？」

　頼伸は、信津名の言葉に耳を疑いながらも、すぐさま本性の狼の姿になる。そして俊しゆん足そくをいかして地面を駆かけ、信津名の喉元がかみ切られる寸前で、闇狼に体当たりした。

　闇狼が驚いたのか、信津名からやっと口を離はなす。それを見届けて、一度闇狼から退ひいて再び体当たりし、どうにか信津名から引き離した。

　二匹の狼が能舞台の上をごろごろと転がる。先に体勢を整えたのは、身体が小さい頼伸だ。

「まさか、老中の横山なのか？　だがそんなはずはない。闇狼は徳川家にしか生まれないはずだ。それも百年に一度生まれるかどうかなのに……」

　頼伸が戸と惑まどいの声を上げると、闇狼が鼻を鳴らした。

「神様は気まぐれだ。続けて闇狼が生まれてくる事もあるだろうさ。……叔父おじ上うえ」

　尖とがった牙きばをむき出すようにして闇狼が笑う。頼伸は彼の言葉に、衝しよう撃げきを受けた。

「叔父上だと？」

　笑おうとして、失敗した。自分を叔父呼ばわりするなんて悪い冗じよう談だんだと思ったが、すぐに気付いたのだ。闇狼は徳川家にしか生まれない。逆を言えば、闇狼であるという事は、横山が徳川家の血筋の者だという証明でもあった。

　闇狼が月明かりの下で、不気味に口元をつり上げた。

「そう、私は徳川家に不ふ吉きつを呼び込む忌むべき闇狼。この強大な獣気に身を焼き焦こがし、死ぬまで暴れ続けて一族を混乱へと導く。その言い伝え通り、私は徳川家に仇あだなす〝亡ぼう霊れい〟だ」

　横山の言っている事が判らなかった。ただ、一つだけ頼伸にも理解できていることがある。

　彼は、間ま違ちがいなく敵だ。

「亡霊とは、どういう事だ？」

「大奥の生き字引に聞いてみるといい。面おも白しろい話をしてくれるだろう」

　言い置いて、闇狼が月に向かって咆ほう哮こうを放つ。周りにある木々が揺ゆれ、空気すら震しん動どうするような獣気が辺りに放たれた。さすがの頼伸も気け圧おされて一歩後ずさる。

　闇狼は、ひとっ飛びで本丸御殿の屋根へと飛び上がる。見上げると、月を背にした闇狼がにたりと笑った。

「──さあ、機は熟した。今から長年に及およんだ芝しば居いの最終幕が上がるのだ。家密を、二海を、徳川家のすべてを、この世から消し去ってやろう。それが徳川家の忌むべき闇狼として生まれた、私の宿命だ」

　闇狼は、いつのまにかひもが結ゆわえられた何かの鍵かぎをくわえていた。そのまま頼伸達がいるのとは反対方向へ飛び降りてしまう。

　頼伸はちっと舌打ちした。悔くやしく思ったのは、自分自身に対してだ。

　信じたくはなかったが──家密と同等の勝負を繰くり広げた自分さえ、あの闇狼の強大な獣気を目まの当たりにして、一いつ瞬しゆん足が竦すくんでしまったのだ。




「信津名、大だい丈じよう夫ぶか！」

　人の姿になった頼伸は、手近にあった着物を羽織りながら、信津名に駆け寄った。

　信津名も何とか人の姿になったものの、身体中嚙み傷きずだらけだった。出血もかなりひどくて、息も絶え絶えだ。揺さぶって呼びかけると、うっすらと目を開いた。

「か、鍵を取られ……ました……」

　まるでうわごとのように、信津名が何度もそう呟く。弱々しい声は、彼がかなり重傷だということを示していた。

「何の鍵だか知らないが、それは後だ。まずは医者に診みせないと。このままじゃ死ぬぞ」

　抱かかえ上げようとしたが、信津名は弱った身体で、それでもしっかりと頼伸の腕うでを摑つかんで首を振ふった。そしてかっと目を見開いて、声を振り絞しぼる。

「──いいえ。盗ぬすまれたのは秘伝の巻物が保管されている蔵くらの鍵です。あいつが……横山がスパイだったのです。横山は私に確かに言いました。秘伝の巻物を、既すでに百ひやく獣じゆう国こくに向かっているグレートビースト国の友達に届けるのだと……。そうすれば彼らは、すぐにでも攻せめ込んでくるだろうと」

　口から血を流しながらも、声は力強かった。信津名は必死の形相で頼伸を見つめる。

「その友達が、おそらくみこ様が言われていたグレートビースト国の第二王子、デズモンドです。秘伝の巻物を横山の手に渡わたしてはなりません。あれを敵に送られてしまったら、それが外国との開戦の合図になります……！」

　意識を保つのさえ難しいだろうこの状じよう況きようで、信津名はしっかりとした言葉で自分の思いを伝えてきた。頼伸は彼の熱い思いに触ふれ、目を見張る。

　正直頼伸にとって、徳川家や幕府はどうでもいい。家密に挑ちよう戦せんしたいのは、自分が一番強いと証明したいだけ。狼の群れの先頭を歩くのは自分だと、みんなに判わからせたいだけだった。

　外国からの敵は、家密と自分との勝負に邪じや魔まだった。だから今は家密に手を貸している。

　そんな頼伸にとって、今にも息絶えそうだというのに、家密やこの国の事ばかり心配する信津名が不思議に思えた。どうして自分ではない誰だれかの為ために、彼は命をかけられるのだろう。

　その気持ちは頼伸には判らない。だけど、彼の熱い気持ちは確かに伝わった。その熱が、いつもどこか冷めている頼伸の心にも炎ほのおを灯ともした。

「……判った。俺が蔵を見に行ってきてやる。相手は闇狼だ。まともに戦えるのは俺か家密くらいだろう。お前はここから動くなよ。蔵を確かく認にんしたらすぐに医者を呼んでやるから」

　信津名がやっと頷うなずいて、目を閉じた。彼を壁かべ際ぎわにもたれかけさせて、頼伸は教えられた秘伝の巻物があるという大奥へ急ぐ。

　だがそこへついた時には、何もかもがもう遅おそかったのだと、頼伸は常になく歯がみしたのだった。
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　富士山の社は相変わらず静かだった。聞こえるのは、樹海にいる鳥の声ばかり。

　みこは生まれてからの十数年間をこの社の中で過ごした。静かで穏おだやかな社は、毎日毎日何の変化もなく、ただ時だけが流れていく。

　江戸で過ごした慌あわただしい毎日が、まるで夢のようだ。芝居小屋の手伝いで一日中走り回っていたけれど、毎日が充じゆう実じつしていた。

　雅の部屋で、彼が来るのを正座して待っていたみこは、江戸での事を思い出して自然と笑えみを浮うかべた。そんな自分に気付いて、慌てて気を引き締しめる。

（もう忘れなきゃ。みんなとは二度と会えないんだから。わたしが自分でそう決めたんだから）

　そう思って大きく深呼吸したが、駄だ目めだった。忘れるなんてできるはずがない。それでもみこは、自分に何度も何度も言い聞かせた。そうでなければ、これから始まる永遠に近い孤こ独どくを受け入れられそうにないからだ。

　何とか気持ちを落ち着けた頃ころ、正面にある御み簾すの奥に人の気配がした。

　顔を見られてはならない掟おきてになっている炎守は、面を被かぶり御簾の中で暮らす。この運命をもうすぐ自分も辿たどる事になるのだと、みこはわずかに唇くちびるを嚙みしめた。

　緊きん張ちようで強こわばる身体からだで、みこはぎこちなく頭を下げた。四ヶ月前、夢の中で雅に背を向けて決別してから、初めての再会だった。心臓がどくどくと音を立てているのを感じながら、みこは声をかけられるのをじっと待った。

「久しぶりにしっかりと顔を見た。……少し太ったのではないか？」

　懐なつかしいとさえ感じる雅の声だった。低くて威い厳げんがあって、そして相変わらず失礼だ。

「雅様。本当に久しぶりなんですから、もっと言う事があるんじゃないんですか」

　みこのじとっとした目つきも気にならないのか、御簾の奥の雅がふふっと笑う。

「頰ほおがふっくら丸くなっているぞ。江戸でよいものを食べたのだろう。……そうそう、みこ。お前はまた、土産みやげを忘れたな」

　ちくりと嫌いやみを言われて、みこはうっと呻うめいた。初めて江戸に行った時も土産を買ってこいと言われたが、うっかり忘れたせいでしばらくねちねちと嫌みを聞かされ続けたのだ。

「生き神様なんですから、そんな小さな事で怒おこらないで下さいよ。それにお土産なんて買う暇ひまありませんでした。雅様がお師し匠しよう様を江戸に来させたせいで、ほんとーに色々とあったんですよ。そういえば、お師匠様が回向院を半はん壊かいさせてましたよ。あれ、どうするんですか？」

「それこそ土産を忘れた事に比べたら、小さな事だ。気にするな」

　あっさりと言い返されて、みこは頭を抱える。蘭刀斉の疾風はやては台風と同じだ。雅は台風の目に等しい存在を江戸に送り込んでおいて、ちっとも悪びれた様子はない。

　さすがに呆あきれていると、雅が立ち上がる気配がした。御簾が開いて、般はん若にや面めんを被った雅が姿を見せる。

　みこは心臓がどきりとした。夢では何度か会っていたが、実際に会うのは約半年ぶりだ。雅は二海と変わらぬ大おお柄がらな身体を着流しで包み、ゆっくりとした足取りでこちらに近づく。そして無言のままみこの前まで来ると、静かに片かた膝ひざを折った。

「──炎守になるというのは本当か？」

　こんなに間近で雅と顔を合わせたのは、初めてかもしれない。般若面の奥の瞳ひとみは黒かった。その目をじっと見つめて、みこは凜りんとして背筋を正す。

「はい、ちゃんと覚かく悟ごは決めてきました」

　はっきりと答えた。声にはわずかなよどみもない。それでも雅が更さらに問いかける。

「ここから二度と出られないし、江戸の友達とも会えないのだぞ。素す顔がおを見せる事もできなくなる。……お前は蘭刀斉から私が見た夢の内容を聞いたそうだな。確かに私は自分が死んで、この国が外国の敵に攻め滅ほろぼされる夢を見た。だが、代だい替がわりしてお前が炎守になったからといって、それを食い止められるとは限らないのだぞ」

「それも判っています。だけど、その夢を現実にしない為の方法があるのなら、わたしはそれに賭かけたいのです」

「前にもお前はそう言った。だが毒どく蜘蛛ぐもの事件の時、確かにお前は悪夢を阻そ止しできたが、死にかけただろう。かなりひどい目にも遭ったはずだ。今度はそれ以上の苦痛を味わい、失敗してしまうかもしれぬ。それでもその身を神しん獣じゆう鳳ほう凰おうに捧ささげて、悔くいはないというのか？」

　炎えん上じよう事件の事を思い出して、みこは背筋がぞっとした。心にも身体にも大きな痛手を受け、快復するまでに三ヶ月もかかってしまった。

　またあんな目に遭ったら……そう思うと確かに恐きよう怖ふはわいてくる。だけどみこは、それをおくびにも出さずにまっすぐ雅を見つめて、静かな声を出した。

「──正直に言うと、悔いはあると思います」

　雅の般若面の奥の瞳が、わずかに見開かれた。

「だけど、それでもいいと決心して、わたしは戻もどって来ました。わたしは炎守である雅様の跡あと継つぎである炎華姫。その運命に従うつもりです。──雅様、わたしは神通力がなくなってから、色々と考えさせられたんです」

　自分の両手を見つめた。この手で以前はできていた事ができなくて、悔しい思いを何度も味わった。

「大切な人達が危険な目に遭っているのに、何もできない自分が悔しくて仕方ないんです。わたしは苦しくても辛つらくてもかまいません。もう一度あの力を──いえ、あれ以上の神通力を手に入れて、そして二度とこの国に戦乱なんて起こらないようにしたい」

　アーサーの船で外国の敵に襲おそわれた時、みこはただ二海に守ってもらうことしかできなかった。いざという時戦えない自分が歯がゆくてたまらなかったのだ。

　みこは鋭するどい視線で、般若面の奥の雅の瞳を射い抜ぬいた。

「外国の敵になんか、百獣国を侵しん略りやくさせたりしない。わたしが絶対にそんな事はさせない。その為なら命だって惜おしくない。わたしはわたしの意志で、もっともっと強い力が欲しくて戻ってきたんです。──わたしは雅様の跡あとを継いで炎守になります！」

　はっきりと正直な気持ちを宣言した。長い戦国の歴史を刻んで、ようやく平和になりつつある百獣国。このまま何事もなく平和な毎日をみんなには送って欲しい。その為には絶対に外国の敵を追い払はらわねばならないのだ。

　二海はこの国の為にみこが犠ぎ牲せいになる事はないと言う。だけど、みこにはそんな気持ちはまったくなかった。ただ、みんなが苦しむのを見るのが嫌なだけだ。大好きな人達には幸せに暮らして欲しいと思うだけだ。

　どんなにあがいても自分の運命は決まっている。だったらそれを受け入れて、そしてみんなの幸せな顔がみたい。それがみこの願いだった。

　その願いを叶かなえたくて、みこは富士山に戻ってきた。だから結局は、自分の為に戻ってきたと言ってもいいだろう。二海の言うように、この国の為に犠牲になる訳では決してないのだ。

　雅がわずかに息を吐ついた。そして静かに立ち上がり、みこに背を向ける。

「……最初は、お前が江戸にいると傷つく事になると思って連れ戻そうと、蘭刀斉を呼び寄せた。その時はただ、お前の事を思っての事だったのだ……。それなのに、結局お前は私と百ひやく獣じゆう国こくを救う為に自ら戻ってきた」

　背中越ごしの声は、いつも堂々としている雅らしからぬ、かすれたような小声だった。

「そのおかげで、私は生き延びられる可能性が出てきた。だがそれはお前の犠牲のもとにだ」

　俯うつむき加か減げんだった雅が、そっとこちらに顔を向けた。面のせいで表情は判らない。でもきっと彼は、辛い表情をしているのではないかと思う。自分の命が助かる為に、みこに大きな責任と運命を託たくさなければならないのだから。

　みこは面の奥に見える瞳を見つめて、姿勢を正した。

「──いいえ、それは違ちがいます」

　雅が驚おどろいたのか、息を吞のむのが伝わった。

「どうしてみんな、わたしが犠牲になると言うのですか？　わたしはそんなつもりはありません。今まで長い年月、雅様がこの国を守る為にやってきた事を、受け継ぐだけです。もちろん未知なる事への恐怖はあります。──でも同時に、わたしはあなたの跡を継いだ事を誇ほこりに思うでしょう。そしてわたしにしかできない仕事を、胸を張って精せい一いつ杯ぱいやるだけです」

　二海も家密も江戸に住む人達も、みんな己おのれのやるべき仕事を持っている。みんなそれぞれ苦労して、壁かべにぶつかるたびにそれを乗り越こえようと必死で頑がん張ばっている。

　だから自分も、自分にしかできない仕事をやろうと決めたのだ。

　まっすぐに見上げると、雅がしばらくの沈ちん黙もくの後、そっと頷いた。

「……いいだろう。お前の気持ちはよくわかった。では、炎守になる為ための儀ぎ式しきは明日あした行う。それまでに、やり残した事はやっておけ。炎守になったなら、生き神となって大いなる神通力を使えるようになるが──人としての生は終わりだ」

　ずきりと心が痛んだ。判わかっていても、涙なみだがこぼれそうになる。

　けれど、みこは泣かなかった。泣いたって何も解決しないと判っている。だからその代わりにゆっくりと微笑ほほえんだ。

　きっと笑顔は、みこにも江戸に住むみんなにも、幸せを届けてくれるはずだから。
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　二海がはっとして目覚めると、暗かったはずの部屋はいつのまにか明るくなっていた。一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのか判らなくて混乱する。芝しば居い小屋の母屋おもやだが、見慣れた自室ではなかったのだ。だけどすぐに昨夜あった事を思い出して、飛び起きた。

「……みこ！」

　ここは昨夜訪ねたみこの部屋だ。だが部屋の中には誰だれもおらず、慌あわてて開いた襖ふすまの向こうにも人ひと影かげはない。太陽はとうに真上を通り過ぎていて、今はもう昼過ぎなのだと知らせていた。

　なぜ自分がみこの部屋で眠ねむっていたのか、すぐには思い出せなかった。確か彼女の様子が変だったので、様子を見に来たのだ。甘くて柔やわらかい彼女の唇の感かん触しよくも、まだ自分の唇に残っていた。だけど、それから先を思い出そうとすると、ずきずきと頭が痛んだ。

「みこっ、みこ！　どこだ」

　すぐさま母屋の中を探し回る。嫌いやな予感が頭を駆かけ巡めぐり、ざわざわとした不安が胸の中で渦うず巻まいている。昨日、みこを抱だきしめて帰るなと説得した。絶対に彼女を失いたくなかったのだ。

　八年前に初めて会った時、特とく殊しゆな事情のせいで殺されるかもと泣いていた自分を、勇気づけて江戸まで会いにきてくれると約束してくれた少女。

　あの時の少女の言葉で、自分はどれだけ救われたか判らない。彼女が本当に会いに来てくれた時に恥はずかしい姿を見せたくなくて、弱虫で兄に守られてばかりだった自分は変わった。

　強くなって、今度は自分が彼女を勇気づけられる存在になりたかった。そしてその為の努力は惜しむまいと決めたのだ。

　そうして江戸城を出て、芝居小屋を立ち上げて江戸一番の二枚目歌か舞ぶ伎き役者だと言われるまでになった。ようやく胸を張って歩けるようになった頃ころ、少女は再び目の前に現れた。

　相変わらず細くて小さな身体からだで、だけど元気だけはいっぱいで前向きで明るくて優やさしい、それがみこだった。再会してからの方がずっとずっと彼女を好きになった。このまま一いつ緒しよにいたかったし、彼女の為に鍛きたえたこの身体で守ってやりたかった。

　それなのに……。

　母屋を見て回りながら考えていた二海は、台所に足を踏ふみ入れてはっとした。誰かが土間に俯うつぶせで倒たおれていたのだ。

「一陸！　どうしたんだっ」

　どうやら気を失っているようだ。慌てて駆け寄り揺ゆさぶると、一陸がうっすら目を開いた。そして頭を押さえて呻うめきながら上半身を起こす。

「に、二海さん……。大変です。昨夜居間にいたら、変な香かおりが漂ただよってきて。それを嗅かいだ途と端たん、一緒にいた空三と煙助とアーサー王子が気を失ってしまったんです。僕は間かん一いつ髪ぱつその香りを避さけてここまで来たんですが、急に蘭刀斉が現れて頭を殴なぐられてしまって……」

　二海は一瞬で青ざめた。恐おそれていた最悪の事態だった。

「みこがいなくなったんだ。蘭刀斉が来たということは、あいつが連れて行ったんだ……ちきしょう！」

　握にぎった拳こぶしで、力任せに壁をがんっと叩たたく。一陸がすぐさま片かた膝ひざをついて、頭を下げた。

「申し訳ありません。僕が油断してしまって」

「お前のせいじゃない。俺だってあいつに眠らされたんだ。……それよりもう午後だな。みこが昨夜連れ去られてからかなり時間が経たってる。蘭刀斉は空を飛べるから、おそらくもう富士山についているだろう。あそこは結界が張られてるから、俺達のような肉にく食しよく獣じゆうは近づけない」

　二海は口にしながら状じよう況きようを整理した。富士山に戻られてしまっては、もう為なす術すべがなかった。幼い頃に出会った少女が炎華姫だと知って、家密も自分もどうにか富士山の社に入れないかと何度も策を講じていた。だがどんな手段でもどうしても無理だったのだ。みこが持っていたお守りを使って一度だけ社に入れたが、今は効力がなくなっているからその手段も使えない。

　しかし、みこを連れ戻すのを諦あきらめるつもりなんてさらさらない。何か方法はないかと考え込んでいると、一陸がわずかに逡しゆん巡じゆんするように視線を動かした。

「……二海さん。もしかしたら春華の局様が、社に入れる情報を持っているかもしれません」

「春華が……？」

　突とつ然ぜん何を言い出したのだろうと、二海は不思議に思った。一陸は戸と惑まどいの表情を浮うかべつつも、口を開く。

「ええ、彼女は肉食獣では唯ゆい一いつ社に入る事ができるお方です。炎守の雅様とは昔から親交があったとかで……」

　その話は知っていた。炎守へ予言を聞きに行くのは草食系の化か妖ようの役目だが、昔は春華の局がその役を担になっていたらしい。彼女は雅が炎守になる前からの知り合いのようで、彼の面の下の素す顔がおも知っているのだと言っていた。

「だが春華が社に入れたのは、炎守様からもらったお守りを持ってたからだろう。そのお守りはもう使えない。みこがそう言っていた」

　一陸がふいに視線を落とした。そして言いにくそうに、もごもごと口を動かす。

「……あの、これは僕の調べた情報ですが不確かなので、あまり大きな声では言えないのですが……。春華の局様はお若い頃それはお美しく、そしてその……まだ炎守になられる前の雅様と、親密な関係にあったとか、なかったとか」

〝親密〟という言葉の意味には、さすがに二海も気付いた。

「ま、まさか、あの春華と炎守様がか？　それはあり得ないだろ。春華は長崎奉ぶ行ぎようの旦だん那なも、空三っていう息子むすこもいるんだぞ」

「ええ、ですからご結けつ婚こんなさる前のお話らしいです。といってもどういう風に、どこまで親密だったのかは判りません。あくまで噂うわさ話ばなしの域を出ないので。ただ、彼女が肉食獣の中では一番炎守様に近いのは間ま違ちがいないようです。……彼女なら、社に入る手段を何かご存じかもしれません。二海さんが聞けば、きっと教えてくれるのではないかと」

　とても信じられない話だった。本当にただの噂話だろうとも思ったが、それでも二海はきびすを返した。春華の局と雅が親交があるのは確かだし、今はわらにもすがりたい気持ちでもあった。たとえわずかな望みでも、それに賭かけてみたかったのだ。

「江戸城に行ってくる」

　二海は本ほん性しようの狼おおかみの姿になって駆け出した。普ふ段だんはよほどの事がないと、忌いみ嫌きらわれている闇やみ狼ろうの姿にはならないが、この方がうんと速く移動できる。今はわずかな時間でも惜おしかった。
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　二海が人の姿に戻もどって江戸城に入ると、いやに辺りが騒そう然ぜんとしていた。まずは家密に事情を話そうと彼の部屋に向かっていたのだが、その間に廊ろう下かを小走りに駆け抜ぬける番方達や侍さむらい達とどれだけすれ違っただろう。ざわざわとした空気に包まれた江戸城を訝いぶかしく思いつつ、二海はようやく家密の部屋にたどり着いた。

「二海」

　襖に手をかけようとすると、ふいに声がかけられた。振ふり向くと、叔父おじの頼伸だ。

　珍めずらしく真しん剣けんな表情でやや顔色も悪い。叔父である頼伸はいつも人前では余よ裕ゆうのある態度を崩くずさない男だ。そんな彼が自分に、まるで切せつ羽ぱ詰つまってでもいるかのような表情を見せるなんて、珍しい事だった。

「ずいぶん早く来たな。今お前を呼びに使いをやらせたばかりなのに」

「俺を呼びに？　その使いとは会ってないな。何かあったのか？」

　何事かと二海は眉まゆ根ねを寄せる。先さき程ほどから江戸城を支配しているのは、戸惑いと不安と恐れだ。今は徳川家とはまったく関係ないはずの自分を呼びに行かせるなんて、きっとよほどのことだろう。ふいに二海は、ある事を思いつく。

「も、もしかして、兄貴に何かあったのか？　まさか怪け我がでも……」

　家密が事故にでもあったのだろうか。それならば弟である自分を呼びに行かせたのも、江戸城が混乱に満ちているのも納なつ得とくがいく。しかし頼伸は首を振った。

「いや、そうじゃない」

　二海はほっとした。だが次の頼伸の言葉を聞いて、目を大きく見開いた。

「怪我をしたのは信津名だ。さっき医者の治ち療りようが終わったが、かなりの重傷だ。意識もまだ戻らない。もしかしたら……助からないかもしれない」

「の、信津名が？　何でそんな事に……事故か何かか？」

　信津名はあれでも、江戸城の武芸大会で優勝する程の剣けん術じゆつの使い手だ。本性もかなり大型の犬で、狼ですら敵かなわない時もある。事故にでも遭わない限り、そんな大怪我をするとは思えなかった。

「いや、敵にやられたんだ。江戸城のスパイだった──闇狼にな」

　二海は驚おどろきに目を見張った。闇狼がスパイだったとはどういう意味だろう。しかも信津名はその闇狼と戦ったというのだろうか。

「何を言ってるんだ。俺はスパイなんかじゃないぞ。いくら俺が徳川家の忌むべき闇狼だからって、俺を疑うなんて……」

「いいや、お前じゃない。正確には、お前じゃない闇狼がもう一人いたんだ。徳川家に仇あだなす亡ぼう霊れいとしてな」

「馬ば鹿かな、闇狼は徳川家にしか生まれないんだぞ。俺以外に闇狼がいるなんて、聞いた事もない。一体今までどこにいたというんだ」

　頼伸が、わずかに目を眇すがめた。表情に悔くやしそうな色が混じったのは、気のせいだろうか。

「ずっと幕府の中にいたさ。おそらく十年以上な。────その闇狼は、横山だ」

　一いつ瞬しゆん、その名前が誰だれのものだか判わからなかった。自分が知っている横山は一人だけなのだ。

「そんな馬鹿な。横山って老中のだろう？　あいつはすごく気が弱くて……。それにあいつは俺が城を出て町中で暮らす時、準備をしてくれたんだ。信津名の切腹騒さわぎの時だって、秘伝の巻物を探すのに協力してくれて。いつだって穏おだやかで優しくて」

「昨夜の横山は、とても気弱なんて感じじゃなかった。その強大な獣じゆう気きは家密と同等か、もしくは──」

　頼伸はそこで言葉を濁にごした。腕うで組ぐみして一度息をついてから、昨夜あった事を淡たん々たんと語り出す。それはいつもの横山を知っている二海にとっては、信じられない事ばかりだった。

「……横山は、詳くわしい事は大奥の生き字引に聞けと言った。おそらく春華の事だろう。さっき家密にも同じ事を話したから、もう春華を自分の部屋に呼び出したはずだ。お前もきっと話を聞きたいだろうと思って、さっき使いを出したんだ」

　どうやらとんでもない事になったようだ。秘伝の巻物は盗ぬすまれ、信津名は重傷。そして信しん頼らいしていた横山は敵で、自分と同じ闇狼だった。

　しかも横山は外国と通じるスパイで、秘伝の巻物は彼らの手に渡わたったと考えて間違いない。それはつまり、今日にでもグレートビースト国が攻せめて来る可能性がある事を示し唆さしていた。

　二海は混乱しつつも、頼伸に促うながされて家密の部屋へと足を踏ふみ入れる。

　秋の嵐あらしが江戸城に吹ふき荒あれる予感がして、二海は常にない焦しよう燥そう感かんに囚とらわれていた。




　家密の部屋には、もう既すでに春華の局が来ていた。二海が頼伸と一緒に部屋に入ると、上座にいる家密の正面にいた春華の局が脇わきへと移動する。二海と頼伸は家密と向かい合って座った。

「早かったな、二海」

　こんな状況だというのに、家密は相変わらず冷静だ。二海が小さく頷うなずくと、家密は春華の局に顔を向けた。

「これで全員揃そろったな。では春華。早さつ速そくだが、知っている事をすべて話せ。徳川家の亡霊とはなんだ？　闇狼がもう一人いるのはどうしてだ？　横山は一体何者なのだ？」

　家密らしい、的確で鋭するどい質問だった。春華の局が常になく、戸惑いの色を赤い目に滲にじませた。

「……これは徳川家の中でも忌むべき習わしによる話。ですから、今まで口にした事はございませんでした。ですがこうなってしまった以上、隠かくし通す訳にはいきませぬ。────あれはそう、三十年近く前でございましょう。徳川家には後に二代将軍となられる秀ひで正ただ様と側室の間に、第一子となる男の子が生まれました」

　その場にいた全員が、訝しげな顔つきになった。二海は思わず身を乗り出す。

「第一子ってなんだよ。俺達は兄弟は多いが、長男は兄貴だろ」

「ええ、公式にはそうなっております。ですが、確かにその前に男の子が生まれておりますのじゃ。ただ……そのお子は、闇狼でございました」

　春華の局が目を伏ふせて、膝ひざに置いた手をぐっと握にぎった。

「皆みな様さまもご存じの通り、闇狼は徳川家に不ふ吉きつを呼び込む存在。生まれたらすぐに殺せと、今はなき家安様に、わたくしは何度も何度も言い含ふくめられておりました。ですから、お産に立ち会い、生まれた赤子が闇やみ色の毛並みを持つ闇狼であった為ため、すぐにそのお言葉通りに……」

　声が段々と小さくなる。だけど、彼女の赤い瞳ひとみからはいつもの力強さは消えなかった。

「……お言葉通りに、わたくしは致いたしませんでした」

　江戸城一の女じよ傑けつは凜りんと背筋を伸のばして、はっきりと言い放ったのだ。

「なぜ、そうしなかったのだ？」

　家密の声には、初代将軍の言いつけに逆らった彼女を責めるような様子はない。

「徳川家の繁はん栄えいを願っているわたくしに、生まれたばかりのお子を、しかも徳川家の第一子を殺す事などできませんでした。そのお子は闇狼でさえなければ、徳川家の跡あと継つぎに一番近い者として、最高の教育と最高の仕事、そして最高の人生を歩むはずだったのです。言い伝えなどを信じて、命を奪うばうのは納得がいきませんでしたのじゃ」

　こんな告白をしたら、下手をすれば彼女は初代将軍の命令に逆らったと罰ばつを受けるかもしれない。それでも彼女は真実を話す事をためらわなかった。

　春華の局は厳しく冷たく恐おそろしいとみなが言う。だが二海はそうではないと知っている。彼女は誰よりも情が深く、潔いさぎよい。

「では、その子をどうしたのだ？」

　家密が静かに問うと、春華の局は凜とした表情を崩さぬまま、はっきりと答えた。

「殺した事にして、わたくしの知り合いの商家に養子に出しました。生きている事はお父上である秀正様にも話しませんでした。それから十数年してその商家は火事に遭い、その子もその時に本当に死んだと聞かされましたが……」

　今の状じよう況きようと彼女の話を合わせると、すべての事が繫つながった気がした。二海は今までの事を頭の中で整理し、口を開く。

「……という事は、信じられないがその子が横山と同一人物って事だな。年も同じくらいだし、何よりあいつは闇狼だ。そんな本ほん性しようを持つ者が、そう何人もいるはずがない。おそらくその火事で生き残り、何らかの手段を使って、横山家に養子に入ったんだ」

　横山が養子だというのは、秘伝の巻物が最初に盗まれた時に聞いた事があった。二海はその時の事も思い出して、唇くちびるを嚙かみしめる。

「秘伝の巻物が最初にブレイクに盗まれた時、あいつはいやに俺達に協力的だった。……今思えば、行動を見張りつつ、俺達に近づくのが目的だったのかもしれない。ちきしょう！　俺は何で気付かなかったんだ」

　気弱な振ふりをして近づいてきた横山。そんな彼をうっかり信用してしまった自分が情けなくて腹立たしかった。

「気付かなかったのは、私も同じだ。あの事件以来、信津名と同じように横山を信頼していた。あの男が自分の兄だとも知らずにな」

　家密の言葉に、二海ははっとした。確かに春華の局の話からすると、あの男は自分達の兄なのだ。そしてここにいる頼伸の甥おいにもあたる。少し考えれば判る事なのに、二海はまったくその事実に気付いていなかった。おそらく無意識にそれを考える事を拒きよ否ひしたのかもしれない。

「つまり……俺達の兄貴は、言い伝え通り徳川家に仇なす闇やみ狼ろうとして、俺達を騙だまして百ひやく獣じゆう国こくをめちゃめちゃにするために外国に情報を流していたスパイだったって事か？」

　口にして驚きよう愕がくしつつも、二海は心のどこかで彼の気持ちが判る気がしていた。二海も闇狼の本性を持って生まれただけなのに、冷たい大人達の偏へん見けんの中で育ったのだ。

　だが自分はまだいい。女の子としてではあるが生きてはいられた。守ってくれる兄もいた。しかし横山にはおそらく、誰もいなかったのだ。

　春華の局がそんな二海の心を読んだかのようにそっと呟つぶやく。

「横山があのお子ならきっとわたくしを恨うらんでいるでしょう。自分を受け入れなかった徳川家を呪のろい、本来なら自分がいるはずだった徳川家の嫡ちやく男なんという位置にいる上様を妬ねたみ、そして自分と同じ運命を辿たどるはずなのに、自由に生きている二海様に憎ぞう悪おを抱いだいているでしょう」

　その気持ちは理解できると思ってしまう自分がいた。握った拳こぶしをわずかに震ふるわせると、春華の局がそっとその拳に手を置く。

「わたくしは、あのお子を養子に出した事をずっと悔くやんでおりました。ですから二海様が生まれた時、今度は絶対に闘たたかって守り抜ぬこうと決意致しました。幸い、わたくしには頼たよれる夫と、弟を守ろうとする上様が味方して下さった。女の子の恰かつ好こうをさせて何とか周りを欺あざむき、二海様を闇狼の忌いまわしい習わしからお救いできたのです」

　彼女は二海にとっても母親同然だ。感謝してもしきれないといつも思う。

　二海の本当の母は側室で、闇狼として生まれた自分をあっさり見捨てた。父である二代将軍の秀正亡なき後、尼あま寺でらに入ったらしい母とは、一度も会う事はできなかったのだ。

　そう考えて、二海は唐とう突とつにある事に気付いた。

　横山は自分だ。一歩間ま違ちがえば、自分も彼と同じように徳川家と家密に憎悪を抱き、国を滅ほろぼす存在になっていたかもしれない。そう考えると、背筋がぞっとして震えが走った。

　自分が横山のようにならずにすんだのは、女の恰好をさせつつも庇かばってくれた春華の局と、いつもそばにいてくれた兄のおかげだった。

「話は判った」

　こんな状況なのに、狼ろう狽ばいした様子もない家密の声が部屋に響ひびいた。

「秘伝の巻物は横山に盗まれた。あの男は頼伸に言ったそうだ。〝機は熟した〟と。秘伝の巻物を必要としているのは、この国を狙ねらうグレートビースト国の第二王子、デズモンドだ。機は熟したという事は、彼らが百獣国に攻め入る準備ができたのだと解かい釈しやくして、間違いないだろう。だから横山は正体を知られるにも拘わらず、信津名を襲おそって秘伝の巻物を盗んだのだ」

　それが何を意味するのか、それを悟さとって二海はひゅっと息を吞のんだ。家密が話を続ける。

「江戸城に日参していた大老の菊田も、今日は姿を見せていない。先さき程ほど屋や敷しきを見に行かせたお庭番衆によると、もぬけのからだったそうだ。おそらく菊田も一枚嚙んでいるのだろう。城をうろつき情報を集めるふりをして、私達の目を横山からそらしていたのだ。……こざかしい」

　家密はすっと立ち上がった。そして鋭く光る金色の瞳で二海達を見回す。

「みな、よく聞け。今日にでもグレートビースト国が攻めて来てもおかしくはないだろう。そのつもりで、早さつ急きゆうに迎むかえ撃うつ準備をする」

　そのまま部屋を出ようとした家密を、二海は躊ちゆう躇ちよしつつも呼び止めた。

「兄貴、こんな時にすまない、話がある。──みこの事だ」

　黙だまっておこうと思ったが、自分がもし逆の立場だったら、教えて欲しいと思うだろう。

　二海は立ち止まった家密に、みこが富士山に連れ去られた事を話して聞かせた。
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「あっ、弥生やよい、久しぶり！」

　雅との久々の対面が終わり、みこが社の中庭に出ると、よく見知った後ろ姿を見付けた。声をかけると、みこと変わらない年頃ごろの美少女がこちらを向いて、頰ほおを染めた。

「あっ、みこ様、いつお帰りに？」

　ほうきを持って庭を掃そう除じしていたのは、炎守の一族で唯ゆい一いつみこと同じ年頃の弥生だった。

　実はみこが初めて江戸に行った時、自分の代わりに炎華姫として江戸城に滞たい在ざいしてくれたのが弥生だ。彼女は去年社に奉公に上がったばかりなので付き合いは浅いが、年が近いせいか何かと気の合う少女だった。

「今朝だよ。弥生、元気だった？」

　きゃあっと歓かん声せいを上げて、二人で抱だき合う。ひとしきり再会を喜んでから、みこは近くにあったもう一本のほうきを手にした。

「お掃除手伝うよ。落ち葉が多くて大変だよね」

　紅葉はもう終わりを迎え、散り始めた葉が冬の到とう来らいを予感させていた。富士山の冬は、身体からだの感覚がなくなる程に寒い。うっかり社の周囲にある樹海に入り込むと、凍とう死ししてしまう程だ。

　掃除に精を出しながら、みこはどんより曇くもった空を見上げる。

「そろそろ寒くなってくる季節だよね」

「寒いなら寒いなりの楽しみ方がありますよ、ほらっ」

　弥生が取り出したのは、大きなさつまいもが四つだ。みこは思わず目を輝かがやかせた。

「わぁ、もしかして、焼き芋いもにするの？」

「はい、落ち葉掃除の後は、やっぱりこれで」

　みこは俄が然ぜんやる気になった。広い中庭の掃除は面めん倒どうだが、終わった後は秋の楽しみが待っている。ようやく二人で掃除を終えて、集めた落ち葉に火をつける。そこにさつまいもを放り込んで、みこは弥生と二人で縁えん側がわに座った。

「お元気そうで何よりです。もう帰ってらっしゃらないのではと、みんな心配していました」

　弥生の声がやや小さくなった。俯うつむいている彼女に、みこはなるべく元気な声をかけた。

「そんな事ないよ。ちゃんと帰って来たじゃない。元々、七日の間に幼なじみの二人を探して、それで見つからなかったら諦あきらめて帰ってくるって約束だったんだし。でもそう考えると、少しだけのつもりがずいぶん長く江戸にいたんだなぁ」

　みこは江戸で過ごした間の事を考えていた。春の桜が咲さく頃ころ訪おとずれて、結局秋が終わるまでの約八ヶ月間を江戸で暮らした。毎日毎日が忙いそがしくて楽しくて、新たな発見に満ちていた。

「江戸ってどんな所でした？」

　弥生が目を輝かせている。そういえば、彼女も富士山の麓ふもとの村で生まれ育ち、遠くまで外出した事はないと言っていた。

「江戸はね、とっても賑にぎやかな所だったよ。みんな元気も威い勢せいもよくて、すごく人情に厚くて。そうそうわたし、江戸城の大奥でお女中をしたりとか、吉よし原わらで花魁おいらんの恰好したりとか、花はな嫁よめ衣装着たりしたんだよ！」

　みこは江戸での思い出を弥生に話して聞かせた。話しても話しても、いい思い出しか浮うかんでこない。それなりに辛つらいことも悲しい事もあったはずなのに、心に残っているのはみんなで過ごした幸せな日々ばかりだ。

「……それでね、空三っていうのは、ほんっとーに空気を読まないの。あとあと、一陸は女形おやまで大奥の美女達より綺き麗れいだし、煙助はお猿さるさんの姿をした化か妖ようで上方なまりで、とっても面おも白しろくて優やさしいんだ。最近知り合ったアーサーっていうのは外国の人でね。ちょっと都合が悪いとすぐに言葉が話せないふりをするんだよ。それから……」

　みこは二海と家密の事を話そうとして、言葉が止まってしまった。彼らの名を口にしようとした途と端たん、ふいに涙なみだがこぼれそうになったのだ。そんな自分に驚おどろきつつも、必死で涙を堪こらえる。

「ど、どうしたんですか？」

　突とつ然ぜん話を止めて俯いてしまったみこに、弥生が心配そうな声を上げた。

「……何でもないよ。江戸には色んな人達がいたなって思ってただけ」

　なるべく明るい声と、涙がこぼれないように満面の笑えみを浮かべる。弥生がそれを見て、ほっとしたように微笑ほほえんだ。

「本当に聞いているだけで楽しそうな人達ですね。あ、そうそう、みこ様。幼なじみのお二人は見つかったのでございましょう？　どんな方達でしたか？」

　思わずどきりとした。大好きな二人の話だ。以前なら喜んで喋しやべったのに、今は彼らの名前を口にするだけで辛くてたまらなかった。だけどみこは、今度は泣かないと自分に言い聞かせて、一度息をついて落ち着いてから話を始めた。

「……二人には、ちゃんと会えたよ」

「それはよかったです。ずっと会いたいって仰おつしやってましたものね。私もお二人のお話をみこ様から聞いていたから、ちゃんと会えたかなって心配していたんです。それでお二人はどんな方達でしたか？」

　無む邪じや気きに弥生が聞いてくる。だけど、みこの心の中は複雑だった。彼らの事を口にするのが辛い日が来るなんて、思ってもみなかった。

「二人は……とても優しかったよ。二人もわたしの事を探してくれてたんだって。いつも兄きよう弟だい喧げん嘩かばっかりしてたけど、本当は仲がいいんだ。竹たけ次つぐちゃんは、今は違ちがう名前になってて、江戸でとても大事なお仕事をしてる。そうそう、女の子だとばかり思ってた春ちゃんは、本当は男の人だったんだ。江戸で大人気の歌か舞ぶ伎き役者になってたんだよ」

「ええ、本当ですか!?　だってみこ様は、春ちゃんは泣き虫でか弱くて守ってあげたいって仰ってたじゃないですか」

　そういえばそうだったと苦く笑しようした。殺されるかもと泣いていた春ちゃんを助けたくて、江戸に行ったのだ。だけど自分の助けなんていらないほど、春ちゃんは色んな意味で成長していた。

「本当に強くて逞たくましくなってたよ。いつもそばにいて守ってくれるんだ」

　考えるとぐっと嗚お咽えつがこみ上げた。みこは抱かかえた膝ひざの上に顔を伏ふせて、何とか涙を押し殺す。

「どうしました、みこ様」

「何でもない。たき火の煙けむりが目にしみちゃって」

　へへっと笑うそぶりをして、みこは慌あわてて涙を拭ふいた。

「……みこ様はお二人が好きなんですね」

　突然の言葉に、みこは目を丸くした。弥生が微笑んで肩かたを竦すくめる。

「お二人に会えなくて寂さびしいって顔に書いてあります。今すぐ会いに行きたいって。……お二人もみこ様の事を探しておられたんでしょう？　お別れするのは辛かったでしょうね」

　弥生の声には、痛ましそうな響ひびきがこもっていた。みこはたき火の炎に二人の顔を思い浮かべる。まるで火のように情熱的な二人だった。触さわると火傷やけどしてしまうが、近くにいると冷えた身体を温めてくれる優しい炎。彼らはみこに色んな事を教えてくれた。

「辛いけど、でもいいんだ。再会した二人はとっても元気だった。これからもずっとずっと元気でいて欲しい。わたしの願いはそれだけだよ。……あっ、焼き芋のいい匂においがしてきた！　早く食べよう」

　みこはなるべく元気なそぶりで縁側から飛び降りた。弥生が慌てたように後に続く。枝でたき火の中を探さぐって焼き芋の焼き加減を見ていると、弥生が背後から話しかけた。

「そうそう、みこ様。私、みこ様から幼なじみの話を聞いていて、一つだけ気になっている事があるんですけど」

「なに？」

「そのお二人は、再会したらどちらも殿との方がただったんですよね。では、みこ様はお二人のどちらがお好きなのですか？」

　弥生が隣となりにしゃがみ込み、やや頰ほおを染めてこっそり聞いてきた。その質問は今まで家密や二海、それに他ほかの人からも何度もされていた。そしてみこの答えはいつも一つ。

〝二人とも大好き！〟だったのだ。

　だけど、今日みこはその質問に初めて、違う答えを返した。

「……ひみつ」

　微笑むと、弥生が口を尖とがらせる。

「ええ～教えて下さいよ！」

「駄だ目め。最近やっと友達と恋こい人びとの好きの違いが何となく判わかるようになってきたんだ。今は自分の気持ちにも少しずつ整理がついてきた。でもね、わたしは明日あした儀ぎ式しきを受けて炎守になるんだよ。だから……この気持ちは誰だれにも教えないで、ずっと心の中だけにしまっておくんだ」

　生まれて初めて芽生えた、大切な大切な気持ちだった。叶かなわないと判っていても、甘あまやかな思いはみこの全身を幸福で満たしてくれる。炎守という孤こ独どくな人生を歩むであろうこれからの自分には、この優しくて愛いとおしい気持ちが何よりも必要だった。

　みこは立ち上がって空を見上げた。〝彼〟がいる江戸はどちらの方角だろう。彼の声も言葉も、胸の中に残っている。それを支えにして、これからは生きていこう。

　みこは愛しいという思いを込めて、大好きな彼の顔を思い浮かべていた。
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「みこがいなくなった、だと？」

　江戸城で横山の事を話し合った後、二海は家密を呼び止めてみこが蘭刀斉につれていかれた事を話して聞かせた。彼は珍めずらしく顔色を変えている。氷の将軍と言われる家密をここまで動どう揺ようさせるのは、みこに関する事だけだった。

「蘭刀斉って奴やつの事は、みこから聞いてるんだろ？　あいつはみこに、神通力を取り戻もどす事は可能だと言ってた。みこはきっと、百ひやく獣じゆう国こくを狙ねらう外国の敵の存在を知って、またあの力を使えるようになれればと考えたんだと思う」

　二海は家密の正面に立ち、大きく息を吸い込んだ。

「兄貴、こんな状じよう況きようだし、兄貴に協力したい気持ちは山々だが──俺はみこを連れ戻しにいく」

　はっきりと言い切った。本来ならば家密の許もとにいて、弟として彼の役に立ちたい。今こんな事を言うのは、身勝手だとも判っている。だけどこのままではみこは、二度と江戸に帰って来られないかもしれない。

　しばらく考え込んだ家密が、鋭するどい眼まな差ざしのまま二海を見つめた。

「社にはどうやって入る？　我々のような肉にく食しよく獣じゆうが入れないよう結界が張られているぞ」

「判ってる。だけど手がかりはある。──春華」

　目を向けると、部屋の隅すみで控ひかえていた彼女が、赤い瞳ひとみをわずかに伏せた。

「お前と炎守様は、その、とても親密だと聞いた。お前なら社に入れる秘密の手段を何か知っているのではないかとも。……どうだ？」

　春華の局が、わずかに口角を上げた。年老いても美しい彼女が、ゆっくりと目線を上げる。

「親密とは、あまり聞こえがよくありませぬな。わたくしは夫も子供もおりまするので。そんな噂うわさをどこからお聞きになったのですか？」

「春華。今はそんな事はどうでもいいだろう。それに誤ご魔ま化かされないぞ。社に入る方法を知っているんだろう？　お前は知らないなら知らないとはっきり答えるはずだ。ちゃんと知っているが、俺達に教えられないから煙けむに巻こうとしてるんだ」

　指し摘てきすると、彼女がわずかに目をそらした。それが答えなのだと二海は気付く。

「教えてくれ。絶対にみこを取り戻したいんだ。それができるなら……俺は二度と芝しば居いをやれなくても、町中で自由に暮らせなくなってもいい。みこさえいてくれたら──他には何もいらないんだ……！」

　初はつ恋こいの少女は、大きくなって約束通り自分に会いにきてくれた。成長した少女に、二海はまた恋をした。二度目の恋は初恋よりもうんとやっかいで、大人になってしまった自分は愛情と独どく占せん欲よくと嫉しつ妬とで苦しむことが多くなった。

　だけど、その苦しみさえも愛おしいと二海は思っていた。一番辛つらいのは、彼女がいなくなって、この甘美な苦しみを味わうことすらできないことだ。

　絶対に彼女を腕うでの中に連れ戻したかった。そうしたら、もう二度と離はなさない。みこが嫌いやがっても、身も心も自分のものにするだろう。

　二海の必死の願いに、春華の局が少しだけ目を細めた。

「仕方ありませぬな。──社に入る隠かくし通路がある事はありますが、かなり険しい道になりますぞ。途と中ちゆうには炎守の一族の見張りもおりまする。そう簡単には通してくれないでしょう。彼らはたとえ徳川の一族といえども、社に無断で入ろうとする者は、敵と見なしまする」

　それでも彼女は止めるつもりはないようだ。近くにあった文ふ机づくえの上にある筆をとった。

「この隠し通路はかなりの危険を伴ともないまする。ですから子供の頃ころ、みこ様に会いたいと仰おつしやる家密様と二海様には、この通路の事はお教えしなかったのです」

　まだみこと再会する前の話だった。富士山の麓ふもとの村で会った少女が、炎華姫だと気付いた家密と二海は、彼女に会うためのあらゆる方法を調べていたのだ。しかしどの方法もあの樹海の奥にある社へ二海達を導いてはくれなかった。

「許可のない肉食獣が社の周囲にある樹海に足を踏ふみ入れると必ず迷ってしまう。そのまま冬は凍とう死しし、それを免まぬかれても樹海からは出られないから餓が死ししてしまう。それが雅様の張った結界ですのじゃ。わたくしがお教えする隠し通路をいけば、迷う事はありませぬ。その代わり、炎守の一族の見張りに気をつけなされ。彼らは蘭刀斉が教育した一流の忍しのびですのじゃ」

　二海は大きく頷うなずいた。早さつ速そく地図を描いてくれるという春華の局に礼を言いつつ、ずっと無言だった家密に向き直る。

　きっと彼はその明めい晰せきな頭脳で考えている。だから、この質問をするのは死ぬほど辛い。

「兄貴、俺は行くよ。一陸と空三が一いつ緒しよに来るって言ってるから、あいつらとすぐにでも出発する。……兄貴は、どうする？」

　答えはわかっている。だけど、黙だまって自分だけ行くのは卑ひ怯きような気がした。

　家密は静かに、だけど憂うれいに満ちた顔をしていた。薄うすい唇くちびるが、ゆっくりと開く。

「──私は、行く訳にはいかない」

　声に抑よく揚ようはなかったが、どれだけ今の台詞せりふを言うのが辛いかは、二海が一番よく判っていた。

「私はこの国の将軍だ。幕府の中ちゆう枢すうにいる信津名は大おお怪け我がで治ち療りよう中。百獣国の情報が詰つまった秘伝の巻物は、外国の手に渡わたったとみて間ま違ちがいないだろう。いつ彼らが攻せめて来るか判らない。こんな状況では、今は何があろうとも江戸城を離れる訳にはいかない」

　兄は自由奔ほん放ぽうのような印象を周りに与あたえているが、本当はとても責任感が強い。百獣国を預かる将軍として、何もかもを放ほうり出してみこを助けにはいけないのだ。

　さぞ悔くやしいだろうと思う。その気持ちを察すると同時に、二海は自分と家密の違ちがいをはっきりと思い知った気がした。

　家密は富士山の社に隔かく離りされているみこを助ける為ために、そして闇やみ狼ろうとして生まれた自分を救う為に、三代将軍になるはずだった頼伸から文字通り将軍の座を力ちから尽ずくで奪うばい取った。

　そうやってこの国で最高の権力を手に入れた家密だが、果たしてそれで何もかもが自由に思い通りになるのだろうか。

　答えは否いなだ。

　二海は家密と一緒に育ったから知っている。彼は、将軍になる前の方が生き生きとしていて活発に毎日を過ごしていた。だが将軍になって段々と表情がなくなっていき、今では氷の将軍などと呼ばれるようになってしまったのだ。大きな権力には、家密が表情をなくしてしまうほどの責任が伴う。そしてその責任を果たすためには、代だい償しようが必要だ。

「すまない。兄貴が将軍になって俺を救ってくれなかったら、今いま頃ごろ俺は横山と同じ人生を歩んでいたかもしれない。横山と同じ闇狼として生まれた俺が、こうして平へい穏おんに暮らせるのは兄貴のおかげなのに。だけどそのせいで、みこの危機を前にしても兄貴は自由に動けない……」

　兄の気持ちは痛いほど判った。急に目め頭がしらが熱くなって、とっさに家密の肩かたに顔を埋うずめる。こんな事をするのは子供の時以来だ。家密が耳元で苦く笑しようした。

「昔、お前が女の恰かつ好こうをしていた時は、よくこうして泣いているお前に肩を貸した。また、以前のような泣き虫に戻るつもりか？」
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　はっとして慌あわてて肩から離れる。さすがに気き恥はずかしくなってふんっと鼻を鳴らした。

「泣いてなんかねぇよ」

「そうか、それならばよかった。──いいか、二海。将軍になったのは私の意志だ。何もかも覚かく悟ごを決めて、私はこの国の最高責任者になった。お前がそれを気に病やむ必要は無い。この国は将軍である私が守る。──だからみこはお前が助けに行け。必ず連れて戻るのだぞ」

　家密がそうはっきりと言うとは思わなくて、二海は思わず我が耳を疑った。みこを巡めぐっていつも火花を散らして喧けん嘩かしていたのに、彼はみこを助ける事を自分に託たくしたのだ。

　二海は自分と同じ金色の目をじっと見つめて、大きく頷いた。

「──判った、任せてくれ」

　それ以上は何も言わず、二海は部屋を後にした。家密が命がけでこの国を守るというのなら、自分は彼の分まで背負って、必ずみこを連れ戻そう。

　二海はそう決意して、江戸城の廊ろう下かを足早に進んだのだった。







[image: 第五章　炎守の儀式]







　夜も明けきらない早朝。まだ薄うす暗ぐらい中、みこはみそぎの為に冷水で身を清めていた。

　十月とはいえ、富士山の朝はかなり冷え込んでいるのだが、緊きん張ちようしているからか不思議と寒くはなかった。みそぎを終えて部屋に戻り、弥生が用意してくれた白い着物に袖そでを通す。着てみてから、みこはそれが死に装しよう束ぞくだと初めて気付いた。

「炎守になると、人としての生が終わる。だから死に装束か」

　思わず呟つぶやくと、着付けを手伝ってくれていた弥生が、痛ましそうな表情でこちらを見つめる。

「ごめんなさい。私、昨日はみこ様が炎守様になられるなんて知らなくて、あんなにはしゃいじゃって……」

「ううん。気にしないで。わざと言わなかったんだから。だって、人としての最後の日だからやり残した事はやっておけって雅様に言われたんだ。だから最後に普ふ通つうの女の子として普通の会話がしてみたかった。弥生と話してすごく楽しかったよ。儀式が終わったら面を被かぶってしか会えなくなるけど、また仲良くしてね」

「も、もちろんです。でも炎守様になられたら、次の跡あと継つぎに炎守の座を引き渡すまで、年も取らなくなるそうですよ。ずっと跡継ぎが現れなければ、永遠に炎守として生きていく事になります。私がおばあちゃんになって死んじゃったら、みこ様の話し相手がいなくなる……」

　心配してくれる弥生の気持ちが嬉うれしかった。みこは彼女の瞳ひとみから流れた涙なみだを、そっと指で拭ぬぐう。そして自分の胸を叩たたいて、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「平気だよ、寂しくなんかない。この胸の中に江戸で知り合ったたくさんの友達がいるんだ。目を瞑つぶるとちゃんと思い出せる。だから大だい丈じよう夫ぶ」

　それでも弥生は、自分の事を思って泣いてくれた。そんな彼女を慰なぐさめながら、みこは身み支じ度たくを調ととのえる。そして大きく深呼吸して部屋を後にした。

　もうすぐ、儀式が始まる時刻だった。




　みこは物心ついた時から富士山の社に住んでいるが、雅の部屋にある御み簾すの奥には入ったことがなかった。雅の後に続いて初めて足を踏み入れた御簾の中は、分厚い座ざ布ぶ団とんと肘ひじ掛かけが置かれた三畳じようほどの小部屋だった。

　雅がみこを手招いて、奥の壁かべの右みぎ端はしに手をかけた。どうやらそこは隠し扉とびらになっているようで、くるりと壁が回転して、奥に薄暗い通路が現れる。

「こっちだ」

　導かれるまま、通路に足を踏み入れた。ごつごつした石いし壁かべの通路は薄暗い。雅が手にしている提ちよう灯ちんのおかげで足あし下もとは見えるが、狭せまくて圧あつ迫ぱく感かんがあって、あまりいい気持ちはしなかった。

「どこに行くんですか？」

「……ついてくれば判わかる。それよりみこ、昨日は聞き損そこねてしまったのだが」

　前を向いたまま、雅がそっと声を潜ひそめた。

「私が見た夢は蘭刀斉から聞いたのだろう？　私が大怪我をして死んで、外国からの敵が百ひやく獣じゆう国こくを滅ほろぼすという夢だ」

「はい。……わたしは外国の船を見た事があるのですが、大たい砲ほうを積んでいる巨きよ大だいなものでした。百獣国を狙ねらっているグレートビースト国は、世界一の海軍をもっているそうです。あんな船がたくさん攻めてきたら、確かに雅様の夢の通り百獣国は滅ぼされてしまうでしょう」

　みこは、改めて決意を言葉にこめた。

「──ですが、そんな事は絶対にさせません。雅様を死なせもしない。その為に、わたしは帰ってきたんです」

　きっぱりと言い切ると、雅がすっと足を止めた。

「……みこ、私の命はどうなってもいいのだ。もうずいぶんと長い時を生きた。そろそろ終わりを迎むかえてもいいだろう。だが、外国の敵だけは止めなくてはならない。それに……」

　雅がこちらを向いた。何か言いたい事があるが、言いあぐねているようなそぶりだ。珍めずらしいとみこは思う。雅は何でもはっきりとものを言う方なのに、一体どうしたのだろう。

「それに、どうかしたんですか？」

「……その夢を見たのはごく最近だ。蘭刀斉を呼び寄せてお前を連れ戻もどしに行かせようとした矢先に見たのだ。だから私が蘭刀斉を呼んでまで、お前を連れ戻したかった本当の理由は他ほかにある」

　みこは首を傾かしげた。雅がそっと手を伸のばして頰ほおに優やさしく触ふれてきた。

「私はお前の夢を見た。お前はぼろぼろに傷ついた姿で泣いていた。泣きながら憎ぞう悪おに満ちた目で、誰だれかを睨にらんでいた。〝裏切り者！〟と叫さけびながら」

　みこは思わず眉まゆ根ねを寄せた。正直、人を憎にくんだりするのは苦手だ。殺されかけたというのに、藤菜をどうしても憎む事ができなかったぐらいだ。その自分が憎悪に満ちた目で、誰かに裏切り者と叫ぶ瞬しゆん間かんが想像できない。一体どんな状じよう況きようでそうなってしまうのだろう。

「その裏切り者って誰なんですか？」

「判らぬ。だがお前と関かかわりのある人物なのは確かだろう。……みこ、お前をどうしてここに隔かく離りして育てたか判るか？　お前に人を憎むという感情を知らぬまま成長して欲しかったからだ。お前は炎華姫、将来は大いなる神通力を持つ事になる。江戸を救いも滅ぼすこともできる大きな大きな力だ」

　雅はそこで言葉を句切った。般はん若にや面めんの奥の黒い瞳が、じっとみこを見み据すえている。

「炎守は常にすべてを平等に見なければならない。だが人を憎んだり恨うらんだりするような負の感情に支配されると、人は誰しも冷静でいられなくなる。だからお前にはそんな感情をなるべく植え付けたくなくて、大人になるまでこの社で隔離していた。そのお前が〝裏切り者〟のせいで心から誰かを憎んでしまう夢を見た。だから蘭刀斉を呼んで迎えに行かせようとしたのだ」

　雅の言葉がどうしても信じられない。みこは今まで出会った色んな人達の顔を思い浮うかべた。だけど自分を裏切るような人物には、まったく心当たりがないのだ。雅が話を続ける。

「大いなる神通力を持つ炎守や炎華姫が感情に左右されて暴走したら、外国の敵よりももっと恐おそろしい存在となる。それこそ江戸は壊かい滅めつするだろう。だからその前にお前が炎守になれば、毒どく蜘蛛ぐもの時のように運命が変えられると思った。お前は人を憎むこともなく、清い心のままでいられるだろう。──だが念ねんの為ため、もう一度聞く。本当にお前はこれでいいのだな？」

　みこは迷う事なく、大きく頷うなずいた。このままでは最悪の運命が自分にもこの国にも待っている。それを変えることができるのなら、どんな事でもするつもりだった。




　再び歩き出した雅の大きな背中に、みこは遅おくれないよう続いていた。

　しばらく歩いていると、通路がゆるやかに前に傾かたむいていると気付く。どうやらこれは地下に向かっているようだ。そのままどれだけ歩いただろう。

　少し息が乱れ始めた頃ころ、ふいにぽっかりと明るい広場に出た。

「ここって……鍾しよう乳にゆう洞どうですか？」

　みこは辺りを見回して目を見開いた。広さはかなりあるが、岩がん壁ぺきにとりつけられたたいまつのおかげで十分明るい。頭上からは、尖とがった無数の鍾しよう乳にゆう石せきがつららのように下向きに伸びていて、今にも折れて落ちてきそうだ。周りはごつごつとした岩いわ肌はだに囲まれていて、水すい滴てきが落ちる音があちこちで聞こえていた。

　鍾乳洞の一番奥には、赤い鳥居が作られている。その向こうには小さな建物があった。黒い漆うるし塗ぬりに金きん箔ぱくが貼はられた建物は、縦がみこの身長ほどで、横は両手を広げたくらいだ。お祭りの時にみんなが担かつぐ御お神輿みこしに似ていると、みこは思った。

「みこ、お前は初めて見るだろうが、あの建物はこの社の本ほん殿でんだ。あそこに代々の炎守が守るべきものが安置されている」

　そんなものがあるなんて初耳だ。雅が淡たん々たんとした様子で、鳥居を潜くぐって本殿に近づく。みこも慌あわてて続くと、鳥居の陰かげに蘭刀斉が控ひかえていた。いつもの山やま伏ぶし姿ではなく、黒い上衣と白い袴はかま、そして頭には烏え帽ぼ子しという神かん主ぬしの正装をしている。

「私と炎守の一族の族長である蘭刀斉は、ずっとこの本殿にある物を守ってきた。それを守る事が炎守の最も重要な仕事と言ってもいいだろう。ここに通じているのは今きた道だけで、他から入る事は不可能だ。私が自分の部屋からほとんど出ないのは、ここへの入り口に誰も入らないよう見張っているからだ」

　みこは驚おどろきに目を見張った。ずっと一いつ緒しよに暮らしてきたのに、雅がそんな事情があってずっと御簾の中にいたなんて、まったく知らなかったのだ。

「炎守が守るべきものって……何なんですか？」

　雅はその質問には答えず、本殿の両開きの扉に手をかけて、そっと開いた。

「自分で見てみろ。これが何だか、お前になら判るはずだ」

　促うながされて、みこはおそるおそる扉の前に立って中をのぞき込んだ。そこにあるものを見つめて、ひゅっと息を吞のむ。

「これは……」

　中にあったのは、優しい女の表情を象かたどった能面だった。

　漆しつ黒こくの髪かみと真っ白な肌はだを持つ能面は、ありふれたもののはずなのに、なぜだか見つめているだけで背筋がぞくっと震ふるえた。我知らず、二、三歩後ずさってしまう。ただの能面のはずなのに、強きよう烈れつな獣じゆう気きを感じたのだ。しかもそれは化か妖ようの頂点に立つ家密とも、生まれながらに強い獣気を持つ闇やみ狼ろうの二海とも違ちがう。

　神聖で、触さわるのもためらわずにはいられない程ほどの、清らかさに満ちた獣気だった。

「これは、一体何なんですか？」

　少し離はなれると、強大な獣気の圧迫感が和やわらいだ。雅が再び本殿に近づき、みこに背中を向けて被かぶっていた般若面をそっと外した。

「えっ？　み、雅様……」

　雅が面を外す所なんて初めて見る。炎守は決して人前で素す顔がおをさらしてはならないからだ。

「こちらには来るな。儀ぎ式しきが終わって、お前が炎守になったなら私の顔を見てもいいが、それまではまだ駄だ目めだ」

　雅はこちらに背を向けたまま、声を上げた。そして膝ひざをついて俯うつむいている蘭刀斉に般若面を渡わたし、本殿にある能面を手にする。

「みこ、これは代々の炎守に受け継つがれている面だ。最初の炎守が女性だったから、女性を象っていると聞いている。炎守になる儀式というのは、この面を前炎守から次の炎守へと引き渡す儀式でもあるのだ」

　雅はそっと能面を顔に当てた。蘭刀斉が無言のまま雅の背後に回り、頭の後ろでしっかりとひもを結ゆわえて固定する。ゆっくりとこちらを向いた雅に、みこはまたしても数歩後ずさった。

「怖こわいか？」

「は、はい。すごく怖いです。こんな獣気は初めてです。恐ろしいという訳でもないのに、足が震えて立っているのもやっとで……。そのお面は、特別なものなんですよね？　一体どういうものなんですか？」

　雅が能面をすっと撫なでた。静かだが、威い厳げんのある声が鍾乳洞に響ひびく。

「よく聞け、みこ。──この面は鳥の姿で蛇へびの首を持つ、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうのうろこでできているのだ」

「うろこ……？」

　神獣鳳凰の像なら、この社にも江戸の神社にも祀まつってあった。その姿を思い出して、みこははっとする。確かに鳳凰の首には蛇のうろこがあった。

「そうだ。鳳凰の本体は富士山の火口深くで眠ねむっていて、身体からだの一部であるうろこでできた面を通して、私に神通力を与あたえてくれるのだ。私が社から出られないのも、ここに強力な結界が張ってあるのも、神通力の源である面を守る為だ。私やお前のように獣の姿をもたないという特とく殊しゆな体質を持つ者にしか使えないが、もし壊こわされでもしたら二度と特別な力は使えなくなる」

　それがどういう事か、みこはすぐに悟さとった。つまり、能面が壊れたり盗ぬすまれたりしたならば、この国を守る生き神は神通力が使えなくなり、無力化してしまうということだ。

「で、でも、わたしが江戸にいた時は、これを使えばわずかですが神通力が使えましたよ」

　みこは懐ふところに入れていた守り刀を取り出した。今はもうできないが、これに血を垂らせば少しばかりの神通力を操あやつれたのだ。

「その守り刀も、柄えの部分に鳳凰のうろこの一部が使われているのだ。本来ならば、この面を被るか、もしくは面の近く、つまりこの社の周囲でしか炎守は神通力をふるう事ができない。面との距きよ離りがありすぎると、力は弱まってしまうからだ。しかし、もしどうしても面と距離が離れた場所で神通力をふるう場合は、その守り刀を使う」

　雅はみこから守り刀を受け取って、すらりと抜ぬいた。

「その代わり、距離が離れすぎているから、ただ祈いのるだけでは鳳凰に願いが届かない。だから、己おのれの血を呼び水として使う。鳳凰は我々のような獣の本ほん性しようをもたない体質の血がお好みのようだ。この血を捧ささげて祈れば、必ず聞き届けてくれる」

　銀色の刃やいばがたいまつの炎に照らされて、きらりと光った。

「お前は神通力が使えなくなったというが、それはなくなってしまったのではない。体質が変わらない限り、鳳凰はこの血を捧げれば必ず応こたえてくれる。力が使えなくなったのは、お前の祈りを何かが邪じや魔ましているからだ。その何かは……お前はもう判わかっているのだろう？」

　雅は守り刀を鞘さやに収めて、みこに差し出した。それを受け取ってそっと俯く。

（恋こいをして、守られる事を知ったから、自分で神通力を封ふう印いんしたんだってお師し匠しよう様に言われたけど……。確かにそうなのかもしれない。だって江戸での毎日は、本当に幸せだったから）

　あの幸せを失いたくなくて、無意識のうちに自分の力を押さえ込んでいたのだろう。雅が俯いてしまったみこの顎あごに手をやって、そっと上を向かせた。

「炎守の儀式を行えば、お前の力は戻もどるだろう。……いや、おそらくもっと大いなる力が使えるようになる。そうしてお前は江戸の町を、そして百ひやく獣じゆう国こくを陰ながら守る存在となるだろう。だが女としての幸せはそこにはない。それでも本当にいいのか？」

　雅の声は痛ましそうな色もあった。だけどそれには気付かないふりをして、みこは微笑ほほえむ。

「何度聞かれても答えは一つです。覚かく悟ごは決めてきました。儀式を始めましょう」

　きっぱりと言い切ると、雅が一つ息をついて頷うなずいた。

（これで人としてのわたしの生が終わる。だけどもう、わたしは迷わない）

　みこはまっすぐに顔を上げて、本殿の前に立つ雅と並んだ。

　儀式は今まさに、始まろうとしていた。
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「みこっ、どこだ！」

　社の中庭から聞こえてきた見知らぬ男の声に、社に仕える侍じ女じよの弥生は、目を丸くした。社に出入りするのは決まった者達ばかりで、知らない男なんて一人もいなかった。だが、今聞こえてきたみこを呼ぶ低くてよく響く声には、心当たりがない。

「みこ！　返事しろっ」

　すごく魅み力りよく的な声だと弥生は思った。こんな状じよう況きようでないなら、聞き惚ほれてしまいそうだ。

　台所で食事の支し度たくをしていた弥生は、こんな美声を放つのは一体どんな人なのだろうと、そっと勝手口の戸を開けようとした。だがそれより一いつ瞬しゆん早く、外から戸が開く。

　弥生は驚くと同時に、戸の向こうにいた大おお柄がらな色男に、思わず見ほれてしまった。

「みこ……！　じゃないな。すまない」

　息を荒あらくしている短い黒くろ髪かみの男は、逞たくましい身体と彫ほりの深い顔立ちで、女物の着物を羽織るという、派手ないでたちの男だった。だがそれらがうっとり見とれるほど、よく似合っていて恰かつ好こういい。

　思わず見つめていると、彼の顔に見覚えがあると、ふと弥生は思い出した。確かそう、あれはまだ桜が咲さいている頃ころだった。江戸に行ったみこが戻ってきた時、二人の男が彼女を連れ戻しに社にきたのだ。弥生はみこの代わりに炎華姫のふりをして江戸城に行ったから、銀の長い髪をした男が将軍の徳川家密だというのは知っていた。どうみても肉にく食しよく獣じゆうである将軍が社に乗りこんできた時には、心底驚いたものだ。

　そしてその将軍と一緒に社に来たのが、確かこの男の人だった。

　あの時は、どうして二人が社に乗りこんできたのか判らなかった。みこと知り合いのようだったが、詳くわしい事情を聞く前に、みこは二人に手を引かれて社を後にしたのだ。雅にそれとなく聞いても、彼らの事は教えてもらえなかった。

　弥生が目をぱちぱちさせていると、彼の背後からこれまた見た事のないほど美しい顔立ちの男が現れる。

「二海、庭の方には師匠はいらっしゃらないようです。今、一陸が社の中を調べに入りました。私達はこちらを調べましょう」

「そうだな。まったく、隠かくし通路を見張ってた奴やつらが邪魔したせいで、ここまで来るのに時間がかかっちまった。急いでみこを探そう。ここから中に入れるみたいだから、奥を見てみよう」

　派手な方の男が台所に入ってきたのに、長ちよう髪はつで丸眼鏡の男はなぜか入り口で立ち尽つくしている。

「ああ、師匠。弟で子しである私を置いて富士山に帰ってしまわれるとは。師匠の料理が食べられないなんて、私はこれからどうやって生きていったらいいのでしょう。必ず探し出して無む理り矢や理りにでも連れ戻さなければ！」

　ううっと呻うめいて泣き始めた丸眼鏡の男に、派手な男が振ふり返って一いつ喝かつした。

「空三、何度も何度も言うが、お前はどうしてそう自分の都合だけでものを言うんだ。全然俺と会話もかみ合ってないだろ！」

　二人の会話から彼らの名前を知った弥生は、思わず目を丸くしていた。

「あ、あのっ、空三さんって、もしかして空気を読まない緑色の巨きよ大だい蛇へびの空三さんですか？　二海さんは、子供の頃は春ちゃんって名前で女の子の恰好をしていた、木挽芝しば居い小屋の二枚目役者さん！」

　部屋の方へと向かおうとしていた二人の足が、ぴたりと止まった。そして二人同時にこちらを振り向く。

「さっき言ってた一陸さんは、女装すると女の人よりもずっと女らしくなる人気歌か舞ぶ伎き女形おやまの方でしょう？」

　二人も自分と同じように目を丸くしている。昨日みこは江戸での事と、その時に出会った人達の事を話してくれた。弥生はそれを聞いて、自分も憧あこがれの江戸に行けた気がしてすごく楽しかったのだ。だからしっかりと内容は覚えていた。

「……確かにそれは俺達の事だが、あんたが何で知ってるんだ？」

　彼らはみこの名前を呼んでいた。放っている獣じゆう気きの強さからすると肉食獣だろうに、みこを助ける為ために、社への結界をくぐり抜けてここまで来たのに違ちがいなかった。

「私……弥生と言います。みこ様はもう炎守になられる儀ぎ式しきを受ける為、雅様と一いつ緒しよに私達も知らない場所に行かれました」

　自分は一体何を口走っているのだろう。炎華姫であるみこを連れて行こうとしている彼らは、明らかに炎守の一族の敵だ。自分は命を賭かけてでも彼らがみこに会うのを阻そ止ししなければならない。だけど、弥生は江戸での事を話すみこの嬉うれしそうな、そして切なそうな表情が目に焼き付いて離はなれなかった。

　自分は社に隔かく離りされていたみこの唯ゆい一いつの友達だ、炎華姫である彼女にそんな気持ちを抱くなんて恐れ多いが、弥生はそう思っていた。今この状況で、弥生は炎守の一族である自分よりも、みこの友達である自分を優先させたかった。なぜなら、みこと話をするうちにいつも明るくて元気な彼女が、幼い頃からどれだけ寂さびしい思いをして育ってきたか、そしてそれを支えてきたのが、子供の頃に出会った二人の兄弟との思い出なのだと知ったからだ。

「私……私、みこ様がどこに行ったのかは判らないけれど、大体の予想はつきます。みこ様を雅様のお部屋に案内した後、外で待っていても一向に出てこられなかったのです。心配になって中を覗のぞいたら、部屋には誰だれもいらっしゃいませんでした。唯一の出入り口には私がいたから、きっとあの部屋にどこか違う場所に通じる道があると思います」

　二海達が驚おどろいたように目を瞬またたかせている。彼らにしたら、なぜここの住人である自分がこんな事を教えるのか判らないのだろう。

「私はみこ様の友達なんです。みこ様には幸せになって欲しいっ。江戸での思い出だけを大切にして、孤こ独どくに暮らす生活なんてしてほしくないんです！」

　弥生はいつのまにか泣いていた。みこはもっと辛つらいだろうに、彼女は決して泣かないから、その代わりにぼろぼろ涙なみだを流して泣いた。

　そしてその涙の意味は、二海達にも伝わったようだ。

「炎守様の部屋は？」

　二海に聞かれて、大きく頷く。たとえ炎守の一族を追放されてもかまわない。たった一人の友達を救う為、弥生は二海達を誘ゆう導どうして足早に廊ろう下かを駆かけ出した。




　　　　[image: ]




　江戸城に残った家密は、幕府の仕事といつ攻せめて来るか判わからない外国の敵を迎むかえ撃うつ準備で、忙ぼう殺さつされていた。こんな時に頼たよりになる信津名は、大おお怪け我がで動けず予断を許さない状態。番方と城の警備を一手に担になっていた横山は裏切って逃とう走そう中。

　残った老中には、仕事を任せられるほどの者はおらず、結局家密が彼らの仕事を補っていた。

　書状を読みつつ、家密は心の中でみこの身を案じていた。本当なら何もかも捨てて、彼女を連れ戻もどしに行きたい。この腕うでにかき抱いだいて、彼女の温ぬくもりを直じかに感じて、安心したかった。

　だけど、今の家密にそれは許されなかった。自分は、この国に住む大勢の民たみ達の命を背負っている。彼らを守るのは、将軍である自分の務めなのだ。

　今のこの状況で、それをおろそかにする訳にはいかなかった。

「おい、家密」

　そこへ部屋の襖ふすまを開けて、頼伸が顔を見せた。中を見回して、そっと声を潜ひそめる。

「ちょっと人ひと払ばらいしろ。話がある」

　彼は珍めずらしく、やや息を乱していた。何事かと訝いぶかしんだものの、家密は近くで控ひかえていた小こ姓しよう達に出て行くよう目で合図する。

　誰もいなくなったのを確かく認にんして頼伸が部屋に入り、家密の前で膝ひざをついて顔を寄せた。

「今、かなりまずい情報が入った」

　やや顔色が悪い頼伸に、家密は眉まゆ根ねを寄せた。頼伸は常に人を食ったような態度と表情で接してくる。その彼がこんなに切せつ羽ぱ詰つまった表情を見せるなんて珍しかった。

「どんな情報だ。外国船の目もく撃げき者でも……」

「そっちじゃない」

　すぐさま否定されて、家密は訳が判らずさすがに戸と惑まどった。そっちじゃないとはどういう意味だろう。頼伸が、一度何かを考えるように目を伏ふせる。だがすぐに息を吸い込んで、家密の目をしっかりと見つめた。

「二海は、みこを迎えに行ったんだろう。一人で行ったのか？」

「いや、空三と一陸が一緒のはずだ。あの二人は腕も立つ。二海の護衛でもあるし……」

「違う！」

　いらついたように、頼伸が吐はき捨てた。顔には嫌けん悪お感かんが窺うかがえる。

「違うとは、どういう意味だ？　一体何をそういらついている」

「……ちゃんと説明するから待て。そう、まず、これから話そう。お前はもう見当はついているだろうが、以前俺はお前ともう一度戦いたくて、諒影と手を組んでいた」

「ふっ、今いま更さら何を言い出すんだ。諒影との事は知っていたし、お前にも感づいていると匂におわせた事があったはずだ。罪の告白でもしたいのか？」

　家密は苦く笑しようした。前に頼伸から情報を聞き出す手段として、諒影との事を引き合いに出した事がある。その時はとぼけてはっきりと諒影との事を肯こう定ていしなかったのに、なぜ今になってそんな告白をしたのだろうか。

「そうじゃない。──藤菜」

　頼伸が天てん井じようを見上げて呼ぶと、一番端はしの天てん井じよう板いたが外れて、家密の右手の壁かべ際ぎわに人ひと影かげが降りてくる。その場で膝をついた少女には見覚えがあった。

「大おお奥おくにいた藤菜か。やはりお前の手の者だったのか」

　家密は特別驚きもしなかった。藤菜と諒影が繫つながっていると判っていたし、それならば頼伸と藤菜が関係があるのだとも察しがついていたからだ。

「そうだ、藤菜は俺の配下だ」

　だがそれを誤ご魔ま化かしもせず認めた頼伸には、さすがに驚いた。

「家密、俺は将軍の座にも幕府にも興味はない。もう一度お前と戦って、勝ちたいだけだ。だから外国なんかが攻めて来たら邪じや魔まだし、そこそこ気に入ってる信津名に大怪我をさせた横山も許せない。そしてみこも大事だし、二海も嫌きらいじゃない」

　何が言いたいのだろう。頼伸は常になく真しん剣けんな顔をしていた。その眼まな差ざしだけでは話の内容は判らない。だがこれだけは家密にも判る。

　きっととても大事で、そしてとても悪い話だ。

「家密、藤菜の話を聞け」

　頼伸が促うながすと、片かた膝ひざをついて座っていた藤菜が、身を低くしたまま近づいた。

「──失礼致いたします。この話は、我が主君があなたの敵という立場をとっておられたので、関係ない事かと今まで口にしませんでした。ですが、主君があなたの味方をすると仰おつしやったので、やはりお話しした方がよいかと判断致しました」

「面おもてをあげろ。一体何事だ？」

　家密の許しを得て、藤菜が愛らしい顔を上げた。大奥にいた時から目を引く美少女だったが、外見に騙だまされてはいけないと家密もよく知っている。

「まずは昔の……そう、十年ほど前の話になります。私はその頃ころ江戸城のお庭番衆におりました。まだ子供の身で、修しゆ行ぎよう中の忍しのび。毎日同じ年頃ごろの子供達と鍛たん錬れんに励はげんでおりました」

　なぜ昔話など始めたのだろう。不思議に思いつつも、家密は黙だまって聞いていた。敵対していた二人が、自分に話があると言ってきたのだ。どんな話か興味があった。

「お庭番衆の子供達は、親が忍びである事がほとんどです。私もそうでした。ですがある日、当時番方を指揮する職務を任せられたばかりの横山様……いえ、横山が一人の子供を連れてきたのです」

　敵の名前に、家密はぴくりと眉まゆを動かした。十年前と言えば、ちょうど横山が老中になったばかりの頃ころだ。

「横山は、知り合いの子供だと言っていました。とても才能のある子供だから、お庭番衆で鍛きたえてくれと。お庭番衆の子供達は、最初は彼を受け入れようとしましたが……」

　藤菜の顔が歪ゆがんだ。それが嫌けん悪おの表情だと家密はすぐに悟さとる。

「その子供はとても不気味な子供でした。忍びの技術は大人も顔負けでしたが、感情が薄うすいというか、笑う事も怒おこる事も泣く事もなく、いつも無表情でただひたすら鍛錬に励むだけ。いつしか仲間達は遠ざかり、最終的に彼は孤こ立りつしました。そして──あの事件が起きたのです」

　藤菜は一つ呼吸をして、やや目を伏せた。

「仲間に入ろうとしない彼をいじめる男の子達がいました。彼は気にしている風ではなかったのに、ある日突とつ然ぜんその男の子達が大おお怪け我がをしました。生死をさまようぐらいだったのに、男の子達は全員、どうして怪我をしたのかが記き憶おくが曖あい昧まいで判らないというのです」

「……先さき程ほどから話の意図が見えないな。その〝彼〟とやらが横山と関係があって、いじめていた子供達に仕返しして、殺しかけたという事か？」

「そうです。彼はとても陰いん湿しつな子供でした。私は彼が子供達を殺そうとしたと確信して、証しよう拠こを摑つかもうと後をつけました。そうして見てしまったのです。横山と彼が一いつ緒しよにいるのを。そして聞いてしまったのです。彼が横山の事を〝主君〟と呼んだのを」

　家密は、今までの話をすぐに頭の中で整理した。その彼とやらと横山は繫がっているのだろう。おそらく江戸城のお庭番衆の情報を得ようと、横山がその彼を潜せん入にゆうさせたのだ。

「では、その彼とやらを見付けなければな。お庭番衆にまだいるとすれば、やっかいだ」

「いえ、あの〝性しよう悪わる猫ねこ〟はもうお庭番衆にはおりません」

　即そく座ざに返ってきた言葉に、ふと家密は引っかかりを覚えた。

「性悪猫？　本ほん性しようは猫なのか？　そしてもうお庭番衆にはいない？」

「ええ、そうです。その後私もお庭番衆を追われる事になって、彼と横山の事はついに誰だれにも話しませんでした。──そして私は数ヶ月前の大奥の事件の時に、あの性悪猫と再会しました」

　家密の背中に冷たい汗あせが流れた。どんな時でも冷静でいられるよう自分を律しているのに、こんなに焦あせりを覚えたのは初めてだった。

　だがそれもそのはずだ。もし今自分が考えている事が現実だとすれば……。

「……二海が町中に出て暮らす事になった時、準備を調ととのえたのは横山だった。春華は息子むすこの空三を、そして横山はお庭番衆から選んだ少年を護衛につけた」

　家密は口にしつつ、記憶を辿たどった。あの時は、とても自然な流れで二海の護衛が決まった。横山が選んだのは、お庭番衆になるべく何年も鍛錬していた少年だ。忍びとしても一番優ゆう秀しゆうだと、他ほかの老中達も推すい薦せんしていた。だから家密もまったく疑うことはなかったのだ。

　だが油断していたのではないかと、家密は愕がく然ぜんとした。もしもっとずっと以前から、横山が家密と二海、そしてこの国すべてを狙ねらっていたのだとしたら────。

「仕組まれていたのか。最初から……！」

　性悪猫には心当たりがある。もしそれが当たっているなら、彼は二海の許もとで五年も一緒に暮らし、そしてその間……いや、おそらくお庭番衆に入った十年前から、ずっと周囲を欺あざむいていたことになる。頼伸が憮ぶ然ぜんとした顔で鼻を鳴らした。

「最初から二海の許に行かせるつもりじゃなかったんだろう。だが二海は横山と同じ闇やみ狼ろうだ。同じ本性を持って生まれてきたのに、自由に暮らす二海に嫉しつ妬と心もあったんだろう。それにお前の弟で、肉親の中では一番お前に近い。近くに密みつ偵ていを放って様子を見させていたんだろうな」

　家密の頭の中には青い目の少年の顔が浮うかんでいた。天てん真しん爛らん漫まんだが、仕事となると冷静さを発揮して、二海の護衛もよくやってくれていた。

「一陸か……！」

　思わず唸うなるように口にした。そしてすぐにはっとする。

「一陸は二海について、富士山の社に向かったぞ。あいつが横山の手の者だというなら、二海が危ない！」

　忍にん者じや屋や敷しきで、二海が誰だれかに押されて落とし穴に落ちそうになった話は家密も知っていた。今最も二海を殺したいと思っているのは、間ま違ちがいなく横山だろう。同じ闇狼なのに、殺される事も追い出される事もなく、自由に生きている彼に嫉妬する気持ちは、判わからないでもない。

　家密はすぐさま立ち上がる。もし一陸が何か仕し掛かけるつもりなら、近くにいるはずのみこも危あやうい。足早に襖ふすまに駆かけ寄り手をかけようとすると、外から慌あわてたような小こ姓しようの声が聞こえた。「上様、大変でございます！　松平信津名様のご容態が急変したと医師が。これ以上はお命の保証はできないので、お会いになられるなら早い方がよろしいでしょうと！」

　襖の向こうから聞こえた声に、家密は目を見開いた。未いまだ意識が戻もどらない信津名。もし何かあったら、すぐに知らせるよう命じておいたのだ。

　襖にかけようとした手をぐっと握にぎりしめた。唇くちびるを血が出る程嚙かみしめ、襖をがんっと叩たたく。

「……家密。信津名の所に行け。信津名にもこの国にも、今はお前が必要だ。二海の所には藤菜を行かせる。藤菜は本性が梟ふくろうだから空を飛べる。俺達よりも早く富士山につけるだろう。春華から二海達が通った通路を教えてもらって、その道を行かせるから」

　頼伸がちらりと藤菜に目をやった。彼女が深く頷うなずいたのを確かく認にんして再び家密に話しかける。

「藤菜に伝言を頼たのんで、二海に一陸の事を知らせる。そうすればあいつが自分で何とかするさ。弟を信じてやれ。お前はまず、自分のやるべき事をやるんだ」

　どうしてこの身は一つしかないのだろう。家密はそれが口くち惜おしかった。この国も弟もみこも救いたい。家密はそれが贅ぜい沢たくだとは思わない。自分には、それができて当たり前のはずなのだ。

　その為ために、この国で最高の権力者になったのだから。

　家密は、愛する少女と弟の危機だというのに何もできない自分が悔くやしくて腹立たしくて、襲おそってくるグレートビースト国の敵よりも許せなかった。
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　みこは雅の傍かたわらで姿勢を正して立ちながら、厳おごそかな気持ちで儀ぎ式しきを迎むかえていた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうには、蘭刀斉のあげる祝詞のりとが響ひびいている。これが終わった後、雅が今被かぶっている神しん獣じゆう鳳ほう凰おうのうろこで作られた能面を外し、みこに譲ゆずり渡わたすのだ。そしてそれを身につければ儀式は終しゆう了りようし、みこは炎守となる。

　そしてこの社で、能面を守って暮らす毎日が始まるのだ。きっと長い孤こ独どくに耐たえかねて、後こう悔かいする日もくるだろう。苦しみ悲しみ嘆なげく時もあるだろう。だけどそれでもいい。

　これは自分で選んだ道なのだ。人生が本当に終わる時には、笑って死にたい、それがみこの願いだ。今逃にげ出したら自分が嫌いになって、一生悔くやむと判っていた。

　だから、何があっても逃げない。

　そう心の中で改めて決意していたみこに、雅がそっと声をかけた。

「祝詞が終わったぞ」

　どうやら儀式は終わりにさしかかっているらしい。本ほん殿でんに向かって祝詞をあげていた蘭刀斉がこちらを向いている。

「お二人とも、前へどうぞ」

　低い声こわ色いろに、さすがに背筋が震ふるえた。それでも大きく息を吸い込んで、みこは力強い一歩を踏ふみ出す。

　しんと静まりかえった鍾乳洞では、わずかな足音も不気味に響いた。だがみこは臆おくすることなく本殿へと進み、雅と向かい合う。

「では、最後に面移しの儀式を行います。雅様が面をお取りになって、みこ様に譲り渡して下さい。そうすれば、すべての儀式が完かん了りようし、新たな炎守、みこ様が誕生します」

　身が引き締しまる思いだった。与あたえられる大いなる力よりも、それに伴ともなう責任の方がきっと重大だ。自分はこの国の生き神として、みんなから頼たよられる存在になるのだから。

「……みこ」

　雅がそっとみこの頰ほおに触ふれた。能面の奥の瞳ひとみがわずかに揺ゆらいでいるように見える。

「本音を言うと、私はお前が可愛かわいい。ずっと一緒に暮らしてきて、大切に育ててきた。本当はお前には普ふ通つうの幸せをやりたかった」

　囁ささやくような声だった。そしてこれはきっと、生まれて初めて聞く、雅の本音だ。

「最初は反対だったが、徳川家の狼おおかみ達の所にいるのが幸せなら、お前を呼び戻さずに次の候補が現れるまで、私がずっと炎守でいてもいいとも思った。それなのに、私はまたひどい未来の夢を見た。そして自分が助かる為に、お前に重い運命を背負わせようとしている」

　雅が見た、彼が死ぬという夢。それを変えるためにみこが社に戻ってきた事を言っているのだろう。みこは、雅を見上げてゆっくりと微笑ほほえんだ。

「雅様だけの為じゃありません。誰の為でもない。このまま知らん顔で江戸にいる事だって可能だっただろうけど、そんな事は絶対にしたくない。自分でそう思ったから帰ってきたんです。──何の力もなくて、大切な人達が傷つくのを黙だまって見ているしかできないなら、死んだ方がましです」

　凜りんとして背筋を伸のばし、決意を言葉にも視線にも込めた。雅がもう一度みこの頰を撫なでる。

「しばらく見ない間に成長したな。前から正義感は強かったが、そんな風にはっきりと私に自分の意見を言うのは初めてだろう。江戸での生活は、お前に色んな事を教えてくれたようだ」

　その言葉が心の底から嬉うれしかった。確かに江戸での生活は、すべてが新しい発見に満ちていて、素す晴ばらしかった。そのおかげで、少しは自分も大人になれたのだろうか。

「面がとれたら、今度は雅様が江戸に行ってみるといいですよ。きっとすごく楽しいと思う」

　ふふっと笑うと、雅も苦く笑しようする気配が伝わった。

「お話はその辺りでよろしいでしょうか？」

　そこへ蘭刀斉の厳しい声が割って入ってきた。みこは雅と二人、慌てて黙り込む。

「……では、雅様。能面の引き渡しをお願い致いたします」

　蘭刀斉の厳かな声が辺りに響く。みこの心臓はさすがにどくどくと脈打った。能面を譲り受ければ、自分は人ではなくなってしまうのだ。そうなったら自分はどうなってしまうのだろう。それはまったく想像がつかなくて、どこか現実感がなかった。

　みこは能面に手をかけている雅に目をやる。おそらく緊きん張ちようから逃のがれたくて、頭が違ちがう事を考えようとしているのだろう。こんな状じよう況きようなのに、彼の素す顔がおがやっと見られると思ったりもしていた。今までずっと一いつ緒しよに暮らしてきたのに、その素顔はみこもまったく知らないのだ。

　雅が右手で面を押さえ、左手を頭の後ろにやり、固定していたひもを外した。ひらりとひもが落ちて、みこはどきっとしてしまう。

　そのままゆっくり面を持った右手が下がろうとすると、ふいにがたっと大きな音が背後で聞こえた。

「何者だ！」

「みこっ」

　蘭刀斉の声に被かぶさるように、自分を呼ぶ声が聞こえた。みこは我が耳を疑ってしまう。絶対にここで聞くはずのない声だった。だけど、自分がこの声を聞き間ま違ちがえるはずがない。

　振ふり向くのが怖こわいとも思った。もしかしたら、自分が作り出した都合のいい幻げん聴ちようかもしれない。だけど、背後で響く足音は紛まぎれもない現実だった。

「二海っ！」

　みこは振り向いて、その姿を確かめた。いつもの派手な女物の着物を羽織った、江戸一番の二枚目役者。優やさしくて頼りになって、いつもそばにいて守ってくれる、それが二海だ。

　鍾乳洞の入り口に立つ彼の姿を見ただけで、みこは涙なみだがこみ上げてしまう。

　離はなれていたのはほんのわずかな時間だった。口にはしなかったが、みこにはその時間が途と方ほうもなく長く感じられていた。

「みこ！　よかった。無事で。お前が連れ去られた時はどうしようかと思ったぜ。さあ、迎えにきたぞ。外に一陸も空三もいる。みんなで一緒に帰ろう！」

　叫さけびながら、入り口にいた二海が駆け寄ってくる。彼の必死な表情を見ると、涙がこぼれそうになった。その姿を見ただけで嬉しくて、火がついたように心が熱くなる。燃え上がった火は大きな炎となって、みこの全身を焼き尽つくす。炎は切なさと苦しさを巻き込み、更さらに大きくなって、最後には愛いとしさを生み出した。

　みこがその熱に耐えられなくて膝ひざを折ろうとした途と端たん、二海の大きな手が腕うでをぐいっと引っ張る。握られた腕も熱くなって、二日前の夜に感じた彼の熱を思い出した。

　二海はどうやって結界が張られたこの社まで来たのだろう。そんな疑問も浮うかんだ。でもそんな事よりも、二度と会えないと思っていた彼の顔が見られた事が嬉しくてたまらなかった。

　すぐ間近で二海の吐と息いきを感じた。それだけで胸がどきどきと高鳴って、息苦しささえ覚えるような感覚に襲われた。そのまま強い波に流されて、二海の許もとに行きたかった。

　だけどみこは、彼の手を振り払はらった。

「……駄だ目めだよ、帰れない。わたしは連れ去られたんじゃなくて、自分の意志で帰ってきたんだ。この社で炎守の跡あとを継ついで暮らすって決めたんだよ」

　声が少し弱々しくなってしまった。それでもみこは、無理に笑え顔がおを浮かべた。

「わたしには家密もこの国の人達も苦しむと判わかっているのに、その運命を変える方法も知っているのに、それを実行しないなんて絶対にできない。……お別れを言わずに出てきたのはごめんなさい。急にいなくなったから、無む理り矢や理り連れて行かれたと思ったんだよね。でも違うよ。わたしはちゃんと自分の足でここに帰ってきたんだ」

　二海が信じられないと言いたげに、眉まゆ根ねを寄せた。

「何を言ってるんだ。お前が犠ぎ牲せいにならなくてもいいって言ったはずだ。グレートビースト国の事なら兄貴や俺達で……」

「犠牲じゃないよ。だってこれはわたしが生まれた時から決まってる運命だもの。わたしはそれに従う。だから……」

「絶対に認めない！」

　二海の声が鍾しよう乳にゆう洞どうに響く。木霊こだまが聞こえて、耳が痛いほどだった。

「……みこ、外に行ってちゃんと話をしてこい」

　雅が外しかけた面のひもを再び結んで、腕うで組ぐみをした。

「雅様、しかしそれは……」

「蘭刀斉、大だい丈じよう夫ぶだ。みこの頑がん固こさは筋金入りだ。自分で炎守の跡を継ぐと決めたなら、絶対にそうするだろう。だがその前に、後こう顧この憂うれいは晴らしておくべきだ」

　雅の言葉に、みこは頷うなずいた。もちろん逃げるつもりなんてなかった。だから二海を見上げて、少しだけ微笑ほほえんだ。

「二海。黙って出てきてごめんなさい。ちゃんと話をしよう」

　お別れの話を、とはさすがに口にはできなかった。




　社の庭は午後の日差しが差し込み、鍾乳洞の暗さになれてしまったみこの目には、痛いほど明るかった。どうやら辺りには誰だれもいないようだ。二海と一緒に来ているはずの空三も一陸も、今は姿が見えなかった。

「みこ、一緒に帰ろう。お前は俺が守るって言っただろう」

　二海の顔色は悪かった。答えがきっと判っているのだろう。

「わたしは帰れないよ。……今までありがとう、二海。江戸でみんなと暮らせて、本当によかった。わたしがそもそも江戸に行った目的は、春ちゃんが無事か確かめたかったからなんだ。春ちゃんはなぜか男の人になってたけど、でも元気でいてくれたから、本当に嬉しかった」

　もう泣かないと決めていたから、涙は絶対にこぼさなかった。ただ、笑みを浮かべるのはとても辛つらかった。

　無理して笑おうとした途端、二海が力強い腕でみこを抱だき寄せた。痛いくらいに抱きしめられて、息をするのも苦しかった。だけど、みこはその温ぬくもりが嬉しいと感じていた。

　二海の身体からだにそっと腕を回した。そうすると、みこを抱だく腕の力が更に強くなる。

　まさかまたこの温もりに出会えるなんて思わなかった。切ないけれど嬉しくて、でも現実感はなくてふわふわした気分になる。

「このままお前を連れて行く」

　切せつ羽ぱ詰つまったような声だった。抱きしめる腕も、息ができないほど強い。うん、と頷きたかった。一緒に江戸に戻もどりたかった。この腕の中でずっと生きて行けたらどれだけ幸せだろう。

　だけど、そうはできないのだと判ってもいた。

「……駄目だよ。そんな事をしたらわたしはわたしを嫌きらいになるし、二海の事も……嫌いにはならないけど、今みたいに大好きだとは思えなくなると思う」

　はっきりと言い切ると、二海の身体がびくりと震ふるえた。

「じゃあ、どうしたらいいんだ？　俺はお前と離れたくない。俺の初はつ恋こいはお前だ。俺は子供の時に初めて会った時から、みこを嫁よめさんにするって決めてた。お前と二度と会えないなんて、絶対に嫌いやだ！」

　真しん摯しな瞳ひとみを愛おしいと感じた。そんな風に思ったのは初めてだった。二海の頰ほおにそっと手を当てる。男らしい弾だん力りよくのある浅黒い肌はだは、温かかった。すぐそばにいるから、彼の香かおりが漂ただよってくる。みこの大好きな甘くて優しくてどきどきする香りだった。

　二海が彫ほりの深い顔を歪ゆがめて、覆おおい被さるように口付けた。いつもは甘い口付けだが、今日は激しさに満ちていた。息が苦しくて何度も胸を叩たたくのに、まったく放してくれない。

「二海、ちょっとまって……」

　やっと口付けから逃れたのに、二海の唇くちびるが追ってくる。再び嚙かみつくような口付けをされて、みこはどうしていいか判らなくなった。

　そこへバタンッと襖ふすまが乱暴に開く音がした。みこが慌あわてて二海から離れてそちらを見ると、能面をつけた雅が立っている。

「あっ……雅様、あの……」

　今の口付けを見られてしまっただろうか。さすがに親同然の雅に目もく撃げきされたとしたら、恥はずかしい。そう思ってみこが口ごもった時だった。

「逃にげるのだ！　みこっ。たった今、白昼夢を見た。この社が爆ばく破はされて粉々になる！」

　雅の叫びに、一いつ瞬しゆんみこは何を言われたのか判らなくて呆ぼう然ぜんとした。

「み、雅様、どういう事ですか……？」

「とにかく逃げるのだ！　闇やみ狼ろう、みこを連れて……」

　その言葉の先は聞こえなかった。




　ドンッという地鳴りと、目を刺さすような鋭するどい光。そして鼓こ膜まくが破れるような大きな大きな爆ばく発はつ音。それらが一いつ斉せいに社とその近くにいたみこ達を襲おそったのだ。




　社が激しい爆発で吹ふき飛ぶ様子が、みこの目には実際よりもゆっくりと映っていた。崩くずれるがれきが雅の頭上に降って、彼の身体を押しつぶす。

「いやぁぁぁぁぁ！　雅様！」

　叫んだ途端、爆発の衝しよう撃げきで巻き起こった激しい風が、辺りに吹き荒あれる。その衝撃で、元は壁かべだった石の塊かたまりが中庭にいたみこにも飛んできた。

「危ないっ、みこ！」

　二海がみこにとびついて押し倒たおした。そのおかげで石にはぶつからずにすんだが、みこは倒れた拍ひよう子しに頭をぶつけてしまう。

　そのせいで頭がくらりとして意識がもうろうとなった。すさまじい爆発のせいで砂が舞まい上がり、辺りはよく見えない。みこはくらくらする頭の中で、雅の言葉を思い出していた。

　自分は大おお怪け我がをして、死ぬ。そして外国の敵が現れて百ひやく獣じゆう国こくを滅ほろぼすのだ、と。

　みこが意識を完全に失うのと同時に、生まれ育った富士山の社は──一瞬で壊かい滅めつした。
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　みこはひどい耳鳴りの中で目が覚めた。何かが身体に覆い被かぶさっていて、とても重い。一体何があったのだろうと思い出して、すぐさま先さき程ほどの爆発を思い出す。

「に、二海……！」

　覆い被さっていたのは二海だった。気を失っているようでぐったりとしていて、呼びかけにも応こたえない。どうにか二海の身体をずらして起き上がると、白い着物が血でべったりと汚よごれているのに気付いた。みこはすぐに自分の血ではないと気付いて、息を吞のんで目を見開く。

「二海……！　二海っ、しっかりして」

　慌てて二海を揺ゆさぶった。息はしているが、意識はなく顔色も青ざめていた。そしてかなり出血しているようだ。みこの着物についている血は間ま違ちがいなく彼のものだろう。飛んできたがれきから、彼が庇かばってくれたのを思い出す。よくよく見ると、そのがれきがぶつかったのか、背中の出血がひどかった。

「止血しないと。何か道具を……」

　さらしや薬が社にはあったはずだ。そう思って社のあった方角に目を向けたみこは、我が目を疑った。

　みこが物心つく前から住んでいた社は、もう跡あと形かたもなかった。おそらく先程の爆発で崩れ去ったのだろう。後に残っているのはがれきの山だ。そこから白い煙けむりが上がり、ばちばちと火がはぜる音がしている。みこはそのそばに、見知った姿を見付けた。

「雅様！」

　二海の身体を横たえて、みこは雅の許もとに走った。彼も意識はないようだ。着物には二海と同じように血が大量に染みこんでいる。手を握にぎってみるとかなり冷たくて、脈はあるが弱々しい鼓こ動どうしか打たなかった。

　みこは雅の大おお柄がらな身体を何とか引きずって、火の粉が飛ばない場所まで移動させる。やっと安全な所まできて、改めてじっくりと雅の怪け我がの様子を見つめた。

「二海も雅様も、わたしの手当てじゃ駄だ目めだ。医者を呼んでこないと」

　すぐさま立ち上がった。麓ふもとの村までいけば、医者がいる。だが、行って帰るまでにかなり時間がかかってしまうだろう。それでは間に合わない。二海も雅も一刻を争う状態だ。

「誰かっ、誰かいない？　助けて！」

　声の限りに叫さけんだ。この世で最も大切な人達が傷ついている。何とかして助けたかった。

　なぜ爆発が起こったのだろうと疑問にも思ったが、考えるのは後にした。今はまず、二海と雅の命を救わなければ。

「……みこちゃん」

　何度も叫んでいると、ふいに背後から声がした。知っている声だ。みこはほっとしてすぐさま振ふり向く。

「一陸、大変……」

　そこで声が途と切ぎれた。あり得ない光景が目の前にあったのだ。

　なぜか一陸が、笑っていた。社は爆発し、二海と雅が命を落としかけている、この状じよう況きようで。

「一陸……だよね？」

　当たり前の事を聞いてしまう。青い瞳も、くるくるの短い茶色の髪かみも、江戸の男達を全員魅み了りようするとまで言われた可愛かわいらしい顔も、すべて一陸のものだ。だけど違ちがうとみこは心で呟つぶやく。

　自分が知っている一陸は、こんなに冷れい酷こくには笑わない。

「もちろん僕だよ。……駄目だよ、みこちゃん。どうして生き残っちゃったの。今の爆発で二海さんも炎守様もみこちゃんも、みんな死ぬはずだったのに。うーん。ちょっと火薬の量が足らなかったかなぁ」

　残念そうに一陸が首を傾かしげた。彼が何を言っているのか、みこにはさっぱり判わからなかった。

「何を言ってるの？　それじゃまるで、一陸が爆ばく薬やくを仕し掛かけたみたいじゃない」

「みたいじゃなくて、僕が仕掛けたんだよ。だって主君の命令は、〝炎守を殺す事〟だったから。忍しのびである僕にとって、主君の命令は絶対なんだ」

「主君は二海でしょ。二海がそんな事言うはずないじゃない」

「僕の本当の主君は二海さんじゃないよ。僕は本当の主君の命令で、二海さんの所に潜せん入にゆうしてただけ。長い潜入だったけど、やっと機が熟したんだ。五年ぶりに、僕は本当の僕に戻れるんだよ。喜んでくれるでしょ、みこちゃん」

　一陸は柔やわらかい笑えみをたたえ続けていた。一見穏おだやかそうだが、みこには彼の言っている事、彼の行動、すべてが判らなかった。

「待ってよ、二海も雅様も命が危ないんだよ。そんな冗じよう談だん言ってる暇ひまなんて……」

「冗談じゃないよ。本当はちゃんと判ってるんでしょ。だってみこちゃんは世間知らずだけど勘かんは悪くない。炎守様に真実を見み抜ぬく目を鍛きたえられているから、時々すごく鋭い事を言う。僕はいつもひやひやしてたんだよ。僕の正体を見破られたらどうしようって。忍にん者じや屋や敷しきの時に疑われたでしょ。あれもちょっとびくっとしたよ」

　みこは唇くちびるを嚙かみしめた。信じたくないが為ために、頭が判らないふりをしようとしたが、今までの状況と一陸の言動を合わせると、答えは一つだった。

　大きく深呼吸して、一陸に鋭い視線を放った。どういう事かは判らないが、一陸が社を爆破した犯人だ。そして二海ではなく、違う主君の命令でそうしたのだと言う。

　それはつまり、彼は自分達の敵だという事だ。

「……どうして？　どうして二海を裏切ったの？」

「裏切ったんじゃないよ。最初から味方じゃなかっただけさ。何年も周りを騙だますのは、本当に大変だったよ」

「騙してたって……どうしてそんな事をしたの？　だってあなたは木挽芝しば居い小屋の人気女形おやまで、二海と一いつ緒しよに芝居をもり立ててくれた人で……」

　一陸が少しだけ呆あきれたような目で、みこを見み据すえた。

「さっきも言ったでしょ。主君の命令だったから、二海さんの所に潜入してただけ。忍びである僕にとって、主君の命令は絶対なんだ。……みこちゃん、確か前にも教えてあげたでしょ。人は自分の正義の為なら、平気で人を騙すんだって。覚えてる？」

　確かにその台詞せりふは聞いた事がある。あれはそう、秘伝の巻物が盗ぬすまれた時だ。

「だから僕は主君の命令を遂すい行こうするっていう自分の正義の為に、みんなを騙した。でもそれは僕にとって、主君の為になる正しい事なんだ。だから二海さんやみこちゃんに悪いなんて、これっぽっちも思ってないよ。僕は自分の任務が完かん璧ぺきに遂行できた事を、誇ほこりに思ってる」

　みこは愕がく然ぜんとした。一陸がこんな事を言うなんて信じられなかった。

　だけど、同時に納なつ得とくもした。忍者屋敷で藤菜は〝裏切り者に……〟とみこに言おうとした。そして性しよう悪わる猫ねこは相変わらずだと言い置いて、姿を消した。彼女は一陸と同じお庭番衆として子供の頃ころから知り合いだったというから、きっと彼のこんな姿を知っていたのだ。

「……まさか、忍者屋敷で二海を襲おそったのはあなた？」

　忍者屋敷で二海は誰だれかに背中を押され、落とし穴に落ちかけたと言っていた。みこはまさかそんなはずはないと、自分で口にしながらもそう思う。だけど一陸はニッと口角をつり上げた。

　それが……答えだった。

「何であんな事したの？　二海を殺すつもりなら、もっと他ほかに方法があったでしょ」

「二海さんの命はいずれもらうつもりだったけど、あの時はちょっと事情が違ったんだ。僕が最優先するべき任務は炎守の抹まつ殺さつ。だけど、富士山の社は結界が張られていて近づけない。だから、ここに入れる機会をずっと窺うかがってたんだ。それで考えた結果、炎華姫のみこちゃんに連れて行ってもらうのが一番だと思ってさ」

　一陸がすたすたと歩いて、倒れている二海の方へ向かう。みこは慌あわてて彼の前に回り込んで、両手を広げて気を失っている二海を庇った。

「ほら、二海さんに何かあれば、みこちゃんは命がけでも助けようとする。だから僕は思ったんだ。二海さんが医者もさじを投げるような大怪我をすればいいって。そうしたらどんな怪我でも治す神通力を使える炎守様に、みこちゃんが泣きつくんじゃないかって。二海さんの怪我を治してもらいに富士山に行くなら、護衛の僕がついていくのは不自然じゃないでしょ」

　みこは目を見開いた。確かにそんな状況になったら、わらにもすがる思いで雅に助けを求めるだろう。二海を連れて富士山に行くなら、護衛の一陸が一緒に来てくれれば心強いとも思うだろう。

「あの忍者屋敷はみこちゃんも言ってた通り、僕は子供の頃に行った事があったから大体の仕掛けは知ってたんだ。だからあの落とし穴に二海さんを落として、地下に通じる秘密の抜ぬけ穴を通って彼の所に行って、死なない程度に怪我させるつもりだった。いくら二海さんが強くても、落ちた衝しよう撃げきで動きが緩かん慢まんになるだろうからね。それなのに、みこちゃんが落ちちゃうから焦あせったよ」

　一陸がため息をつく。口をへの字に曲げて肩かたを竦すくめる様は、彼が芝居の稽けい古こがうまくいかない時によく見せる仕草だった。

「慌てて地下に降りていったら藤菜がいるし、みこちゃんは僕を疑うし。仕方ないからあの時は諦あきらめたんだ。でも天は僕に味方した」

　空を仰あおいだ一陸に、みこは眉まゆ根ねを寄せた。

「蘭刀斉がみこちゃんを連れ戻もどしにきた。あいつは僕達がいる居間に忍しのびがよく使う眠ねむり薬の香こうを仕込んだ。みんなその香りを嗅かいで眠ってしまったけど、僕はその香の事も知ってたから、何とかやり過ごしたんだ。そして蘭刀斉がみこちゃんと出て行くのを確かく認にんして、次の日二海さんにそれを報告した」

　一陸はどこか誇らしげな口調だった。そのままみこをじっと見つめて、無む邪じや気きに笑う。

「春華の局様が炎守様と仲がよかったのは調べがついていて、もし肉にく食しよく獣じゆうでもこの社に入れる道があるとしたら、知っているのは彼女だけだろうって確信はあったんだ。だけど、彼女は江戸城一の女じよ傑けつだ。たとえ拷ごう問もんしたって絶対に口は割らない。でも、彼女にも弱点はある。息子むすこ同然に育ててきた上様と二海さんには甘いんだ。二海さんがみこちゃんが連れ去られたって言えば、もし秘密の抜け道を知っていたら必ず教えてくれる」

　その言葉でみこは、肉食獣である二海達が、どうして結界が張られた社に来られたのかがやっと判った。おそらく春華の局に安全な道を教えてもらったのだろう。そしてそれは、目の前の忍びに絶好の機会をもたらしたのだ。

「それで僕は、この社にようやく入れたんだ。みこちゃんを探すって言って一人になって、爆薬を仕掛けた。後は炎守様の姿を確認して、二海さんやみこちゃんと一緒に殺せば、任務が終しゆう了りようだったんだけど……」

　彼の視線は、俯うつぶせで倒たおれている雅に向いていた。背中がわずかに上下しているのを見て、青い目に冷酷な色を浮うかべる。

「結構頑がん丈じような生き神様だよね。あの爆ばく発はつでまだ息があるなんて。僕は気が弱いから、あんまり自分の手を汚よごしたくないし、血を見るのも嫌きらいなんだけどな」

　一陸が背負っている刀をすらりと抜いた。みこはすぐさま彼の前に回り込み、動きを阻はばむ。

「何で雅様を殺すの？　あなたの本当の主君って誰なの？　どうしてその人はこんなひどいことをあなたに命じたのっ」

　叫さけぶと同時に、一陸の表情がさっと変わった。彼の視線はみこではなく、その向こう側に向いていた。途と端たんにみこは背後から、まるで津つ波なみでも押し寄せてきたかのような、強大な獣じゆう気きを感じる。

　一陸が片かた膝ひざをつく。おそらくみこの背後にいる人物に対して、家臣の礼を尽つくしたのだ。

　振ふり向くのが怖こわいと思った。背後にいる人物は、獣気の質が普ふ通つうの化か妖ようとはまったく違う。だけど、みこはなぜだかこの獣気を知っている気がした。

「隠かくし通路にお前が仕込んだ目印はここに来るのに役に立ったが、この状じよう況きようはなんだ。みんな生きているではないか。失敗したのか？」

　まるで地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声は、抑よく揚ようがなくて冷たかった。跡あと形かたもなく壊かい滅めつした社のがれきが広がる惨さん状じように、最も相応ふさわしい声だとみこは思う。

「いいえ。二人とも、もう虫の息です。……放ほうっておけばよろしいかと」

「一陸、しばらく芝居小屋で普通の生活をしていたせいか、ずいぶんと優やさしくなったようだな。とどめは確実にさせ。二海も炎守も、その女も」

　一陸は顔色一つ変えなかった。しかし目のいいみこはふと気付く。一いつ瞬しゆんだが、青い瞳ひとみが揺ゆらいだ気がしたのだ。

「はい」

　それでも返事にはよどみがなかった。みこは背後から押し寄せる恐おそろしい獣気を振り払はらうように、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。そして大きく息を吸い込んで、意を決して振り向く。

　声には聞き覚えがあった。知っている口調とはまったく違ちがう、真冬に吹雪ふぶく雪山のような冷たさを持った声だけれど、確かにこの声を聞いた事があった。

　この答えがあっているのか、確かめなければならない。だから勇気を振り絞しぼって、背後にいる男を見つめた。そしてやはり、と思いつつも目を見開く。

「横山……様」

　いつも江戸城で身につけている、裃かみしも姿ではなかった。黒い着流し姿で、普ふ段だんは結ゆわえている肩ぐらいの黒くろ髪かみは、今日は自由に風に舞まっている。いつも猫ねこ背ぜだった背筋はまっすぐに伸のびていて、彼は本当はずいぶんと背が高いのだと気付かされた。

　普段のおどおどした態度も表情も一いつ切さい見受けられない。彼から今発せられているのは、強きよう烈れつな肉食獣の雄おすの獣気だった。

　みこはふと、彼の瞳が金色に輝かがやいていると気付いた。以前からそうだったのかは、記き憶おくにはない。肉食獣には金色の目を持つ者が多いが、みこは彼の瞳の輝きをよく知っている気がした。

「やぁ、みこ。もう敬けい称しようははぶかせてもらう。私は自分より劣おとる者に、敬意を払うつもりはないからな」

　傲ごう慢まんな物言いだった。いつもの気弱な様子はみじんもなく、自信たっぷりの表情とそれに見合う強烈な獣気。

　それを感じた途端、背筋がぞわっと震ふるえ上がり、総毛立ってしまう。みこはそれで確信した。彼はただ者ではない。みこの勘かんが彼はとても危険な人物だと告げていた。

「どうして、あなたが雅様を狙ねらうの？　どうして二海を襲わせるの？　一体何が狙いなの？」

　声が我知らず震えてしまう。強い獣気を持つ者に逆らえないのが化妖の本能だ。だが化妖の頂点に立つ家密が獣気を放っていても、炎華姫であるみこはそれに耐たえて動く事ができる。

　しかし今、みこは横山の獣気が死ぬほど恐ろしいと感じていた。それはたとえて言うなら、一いつ寸すん先も見えない暗くら闇やみのようだ。手て探さぐりしたとしても、一歩を踏ふみ出すのが怖くて仕方ない。

　そしてみこは、その獣気を確かに知っていた。

「君はもう気付いているんだろう。私と、あそこに倒れている男がよく似ていると。それはどうしてだと思う？」

　俯せの二海を示して、横山が不気味に笑う。

「……獣気の質が同じだから。あなた達はきっと、同じ本ほん性しようを持ってる」

　今までそれに気付かなかったのは、おそらく横山が獣気をわざと抑おさえていたからだろう。だがそれを解放している今は、みこでさえもよく判わかる。

　二海と横山はそっくり同じ獣気を持っている。そしてそれは、彼らが同じ闇やみ狼ろうの本性を持っているという事を示していた。

「でも、そんなはずはない。だって闇狼は徳川家にしか生まれない。たとえ生まれても、不ふ吉きつを呼び込む存在だからと、殺されてしまう」

「だが、二海は殺されなかった」

　帰ってきた答えは素す早ばやかった。横山の声に、冷たさに加えて憎ぞう悪おするような響きが加わる。

「いい事を教えてやろう。私は徳川家の第一子だ。本当なら、誰だれもがうらやむこの国の最高の権力を持つ存在になれるはずだった。それなのに、闇狼というだけで殺されかけたあげく、町民の子としてぞんざいに育てられた」

　みこは頭を殴なぐられたような衝撃を受けた。徳川家の第一子という事は、彼は家密と二海の兄なのだ。信じられない話だが、噓うそだとは思わなかった。彼から放たれている、特とく殊しゆな闇狼の獣気が何よりの証しよう拠こだ。

「こんな事をしたのは、それを恨うらんでるから？」

「ははっ。まあ最初はそうだった。闇狼として生まれたというだけで世間から抹まつ殺さつされて、第二子のはずの家密が長男として大事に育てられ、同じ闇狼のはずの二海は殺されず、今では町中で自由に生きている。腹も立ったし、嫉しつ妬ともした」

　横山はふっと微笑して、倒れている二海に目をやった。

「だから一陸に二海を見はらせていたし、私も横山家に養子に入って老中まで上り詰つめ、家密のそばに忍び寄った。彼ら二人は私の憎悪の対象だ。この二人をいつか八つ裂ざきにしてやろう、それが私の子供の頃ころからの望みだった。……だがな、私は最近少しばかり考え方を変える事にしたのだ」

　横山がにんまりと笑う。狼おおかみが白くて太い牙きばを見せて笑っているかのように、みこには思えた。

「私は徳川家に不吉を呼び込む闇狼として生まれた。だからその言い伝え通り、家密や二海だけでなく、徳川の一族や彼らが支配するこの国にも仇あだをなす存在になろうと思ったのだ。その考えを私に思いつかせたのは、グレートビースト国に住む私の〝友達〟だ」

「友達……まさか、デズモンド王子の事？　じゃあ、江戸城にいるというスパイはあなた？」

　アーサーの兄で、グレートビースト国の第二王子。世界一だと言われる海軍の将軍でもあるデズモンドは、百ひやく獣じゆう国こくで採れる造船に必要な鉄を大量に欲ほつしていた。今までは交易で入手していたが、どうやら彼は代だい償しようのいる交易より、戦って奪うばい取る事を思いついたようだ。

「そうだ。私が秘伝の巻物の情報を、交易船を通じてグレートビースト国に流したのだ。大老の菊田は私の正体を知って以来、私のいいなりだ。やる気のない頼伸の代わりに、私を次の将軍にしたいらしい。あいつの妻の実家が盛んに交易を行っている商人で、彼らに頼たのめばいくらでもグレートビースト国との連れん絡らく役をやってくれる。そして……」

　横山の笑えみが深くなった気がした。みこが眉まゆ根ねを寄せると、くっくっくっと含ふくみ笑いをする。

「そして、彼らはもうすぐ百獣国に攻せめ入ってくる。もうかなり近くまで来ているはずだ。友達は、私が協力して情報を流す見返りとして、侵しん略りやく後のこの国の支配を任せると約束した。彼らが必要なのはこの国で豊富に採れる鉄だけで、それ以外には大して興味がないからな。私の仕事は終わったから、幕府と外国が戦っている様をのんびりと見物させてもらおう」

〝機が熟した〟、先さき程ほど一陸が口にした言葉を、みこは思い出す。それはもしかして、外国船が既すでに百獣国に狙いをさだめたと言っているのだろうか。

「そんなっ、でもアーサーはデズモンド王子はとても慎しん重ちような男だから、ちゃんとした百獣国の情報が手に入るまでは動かないだろうって言ってたのに」

「心配するな。そのちゃんとした情報は、私が交易船に持たせて、百獣国のすぐ近くまで来ているデズモンドに届けた」

　その言葉が何を意味しているのか、みこはすぐに気付いた。おそらく、この国の正確な地図と幕府の重要な情報が書かれた、秘伝の巻物を指しているのだろう。

「で、でも秘伝の巻物は保管場所を変えたって。それを知ってるのは家密と信ちゃんと……」

「そうだ。私も探りを入れてみたが、結局保管場所は判らなかった。だから直接信津名に聞いた。──鍵かぎをなかなか渡わたそうとしないから、少々痛めつけさせてもらったよ。彼は今、ここにいる二海や炎守と同じように生死の境をさまよっているだろう。もしかしたら、もう死んでいるかもな」

　みこは顔色をなくした。横山が言った事はおそらく真実だ。そのぐらいしなければ、家密の忠犬である信津名が大事な秘伝の巻物がしまわれている場所の鍵を、渡すはずがない。

「そう心配しなくてもいい。お前もここにいる二人も、すぐに信津名の後を追える。……みこ、デズモンドがこの国を滅ほろぼすのに何が一番邪じや魔まか判るか？」

　ふいに問われて、みこは答えが判らずに混乱した。横山はみこから視線を離はなして、違う方向に目をやる。そこに倒たおれている人物を見て、みこはすべてのからくりを悟さとった。

「炎守を殺せと一陸に命じたのは、デズモンドが攻めてきた時に雅様が神通力を使って、彼らを攻こう撃げきしないようにする為ため……？」

　雅は戦国の時代も徳川家に味方し、その神通力で地じ震しんを起こし海を荒あれさせ、船を沈しずめたという。たとえデズモンドが世界一と言われる海軍を引き連れてやってきたとしても、雅の神通力がある限りはそう簡単に攻めては来られない。

「そうだ、頭の切れる家密も闇狼の二海もやっかいだ。だが、本当に一番問題なのは炎守の神通力だ。私はずっと前からこの社に入れる方法を模も索さくしていた。炎守を亡なき者にする為に」

　みこは周りの惨さん状じように目をやった。社は元の形が判らないほどに崩くずれ落ち、雅は息も絶え絶えだ。これはもしかして、彼が夢で見たという恐おそろしい未来への幕開けではないだろうか。

　雅は自分が大おお怪け我がをして死ぬと予言した。そして、その後に外国船が攻めて来て、百獣国が滅ぶとも。

　それを止めたくて、みこは運命を変えようと社に戻もどってきた。だが今の状じよう況きようはどうだろう。これでは運命を変えるどころか、雅の見た夢にどんどん近づいていっている。

　炎守の夢を変えられるのは炎華姫だけだといっても、絶対ではない。前回の諒影の時はうまくいったから、今度も大だい丈じよう夫ぶ。そんな悠ゆう長ちようで何の根こん拠きよもない事を、みこは思っていた。だけど運命を変えるなんて、そう簡単にはいかないのだ。失敗する可能性の方がずっと大きい。

　そう考えて、みこは今まで何とか悪い未来は避さけられるはずと、甘い事を考えていた自分に歯がみした。

「やっと炎守とお前を殺せる時がきた。一陸、もう遠えん慮りよはいらない、ここにいる全員を殺せ」

　冷たい命令に、やはり冷れい酷こくな表情の一陸が頷うなずいた。片かた膝ひざをついていた彼は、すっと立ち上がり、まずは雅へと向かう。

「止やめて！　ここにいる誰だれかを傷つけたら、あなたは二海を裏切る事になるんだよ。そんな事したら、もう二度と芝しば居い小屋に戻れないよ。この間も、二海と連獅子のお芝居をやったでしょ。あの息がぴったりあった舞まいは、本当に気持ちが通じてないと、絶対にできないと思う！」

　今でも白くて長い鬘かつらを被かぶった親獅子役の二海と、赤い鬘を被った子獅子役の一陸が、一糸乱れず舞まい、頭を同時に動かして行う勇ゆう壮そうな〝毛振ふり〟をする姿が目に焼き付いている。

　互たがいの呼吸だけでそっくり同じ動きをするには相当の稽けい古こと、そしてやはり信しん頼らいという絆きずながあってこそだと思う。一陸がその信頼を裏切るなんて、信じられなかった。

　必死で叫さけんで、背を向けている一陸の前に回り込む。そして雅を背にして、庇かばうように両手を広げた。一陸を見み据すえると、彼の青い瞳ひとみがわずかに揺ゆらめいた気がした。これはさっきも一いつ瞬しゆん目にした気がする。みこは無言の一陸になおも言い募つのった。

「一陸、一いつ緒しよに芝居小屋に帰ろうよ。昔の事はわたしには判らないけど、今の一陸はよく知ってるよ。木挽芝居小屋の役者で、江戸で一番の女形おやまで、二海と空三と一緒に五年も歌か舞ぶ伎きを頑がん張ばってきた。それがわたしの知ってる一陸。また帰ってみんなで舞ぶ台たいに立ってる姿が見たいよ」

　一陸は無表情だが、戸と惑まどいがわずかに見えた気がした。みこは何とか説得しようと口を開こうとする。けれど一陸が片手を上げて、それを止めた。

「……駄だ目めだよ。確かに二海さんの事は嫌きらいじゃない。芝居だって大好きだし、できたらずっとやりたいとも思ってた。だけど僕の主君は横山様なんだ。親もいなくて、小さくて弱くて泣いてばかりいた僕を拾って下さった命の恩人。僕にとって横山様は神様なんだよ。だから……主君として崇あがめて、彼の命令に僕は命を賭かけるんだ」

　一陸が右手でみこをどんっと押した。突とつ然ぜんの事で、みこはその場に尻しり餅もちをついてしまう。

「いたっ……！　だ、駄目！　一陸っ」

　みこが起き上がろうとする間に、一陸が雅の許もとにたどり着く。雅はまだ意識を取り戻さないようだ。一陸がすらりと抜ぬいた刀に、みこは目を見開いた。

　こんな状況になっても、みこは一陸を信じていた。江戸にいる間ずっと彼とは一緒に暮らしたのだ。天てん真しん爛らん漫まんで負けず嫌ぎらいで、だけどいざという時には冷静な判断力を見せる。強きよう烈れつな嫌いやみを放つ時もあるが、彼はとても優やさしいとよく知っていた。

「みこちゃん、ごめんね。これは僕の正義の為なんだ。主君に尽つくすというね」

　一陸が振り上げた刀を勢いよく振り降ろした。その瞬しゆん間かん、雅の身体からだがびくりとはねる。

「いやぁぁぁぁぁぁ！」

　みこは泣いていた。泣かないと決めていたけれど、あまりの状況の変化についていけなかった。今、自分の目の前で起きたのは、一体何なのだろう。大好きで信頼していた一陸が、育ての親とも言える雅を、刺さし貫つらぬいたのだ。

　一陸が無表情のまま、刀を抜いて素す早ばやく血を振り払はらった。あれは雅の血だろうか。

　物心ついた時から、雅はそばにいてくれた。百獣国一の強大な力を持つ生き神は、百獣国一の孤こ独どくな男だった。口にも態度にも出さない寂さびしさを一番理解していたのは、同じ運命を辿たどると生まれた時から決められていた炎華姫である自分だけだろう。

　その身を神しん獣じゆう鳳ほう凰おうに捧ささげて、一生を孤独の中で生きてきた雅の最さい期ごがこれなのだろうか。

　そう思うと、涙なみだが止まらなかった。そしてその涙とともに、みこの心には生まれて初めてある感情が芽生えつつあった。

「……許さない」

　呟つぶやきと同時に、辺りに転がる石がかたかたと揺れ始める。みこは腰こしが熱を持っているのに気付いた。そこに手をやって、熱の原因を取り出す。

　それは、あの炎えん上じよう事件以来、どんなに祈いのっても何の反応も示さなかった守り刀だ。

　本来ならば、みこの血を垂らさなければ神通力を発しないはずの守り刀が、火傷やけどしそうな熱を放っている。そしてそれに呼応するかのように、地面がぐらぐらと揺れ始めた。

「よくも雅様を……！　絶対に許さない。──裏切り者！」

　叫んだ瞬間、かろうじて残っていた理性が、これでは雅が見た夢の通りに話が進んでしまっていると囁ささやいた。雅はみこが裏切り者と叫んで、憎にくしみを覚えると予言していたのだ。

　予言通りに未来を紡つむいではならないと思った。その先にあるのは、外国からの侵略という百獣国の終しゆう焉えんだ。

　だけど怒いかりが収まらなかった。こんなに誰だれかを憎いと思ったのは生まれて初めてだ。みこの心に反応するかのように、守り刀が更さらに熱を持つ。この感覚には覚えがあった。

　あれは確か炎上事件の時だ。諒影が江戸に住む人達の事も考えず、江戸城に火を放つと宣言した時、みこはその自分勝手な言い分に、怒りを覚えた。そして守り刀に血を垂らさずとも、いつもよりずっと大きな神通力が使えたのだ。

　みこはゆらりと立ち上がる。全身から獣じゆう気きが迸ほとばしっていた。見ると一陸の顔色が悪くなっている。彼はみこが近づくと、一歩後ずさった。

　地じ響ひびきがするせいで、社だったがれきが、がたがたがたと大きな音を立て始めた。立っているのも難しい揺れの中なのに、みこは不思議としっかりと歩く事ができた。

　一陸の目の前まで行くと、彼がみこの放つ獣気に耐たえられないのか、がっくりと膝ひざをつく。

　みこは自分を止められなかった。親同然である雅を目の前で殺され、怒りと憎しみと悲しみが心の中でごちゃまぜになって、冷静な判断力を失うしなっていた。

「よくも、よくも、よくも雅様を！　いくら一陸でもゆるさな──」

「やめろ！　みこ」

　そこへ森の奥から、蘭刀斉の厳しい声が飛んできた。みこははっとする。いつのまにか守り刀を抜いて、一陸に向かって振り上げていた。蘭刀斉が白い翼つばさをはためかせて、こちらに飛んできながら更に叫ぶ。

「落ち着け。お前が感情を高ぶらせると、守り刀もそれに呼応する。憎しみや悲しみの負の感情が強ければ強いほど、守り刀は間ま違ちがった力を発揮する。お前が今使っている神通力がそうだ。このままでは暴走して、お前自身にも止められなくなるぞ！」

　地響きは先さき程ほどよりも大きくなり、せっかく爆ばく発はつを免まぬかれた周りの木が、メリメリと音を立てて倒れていく。ミシミシと鳴っている地面は今にもひび割れて、何もかもを飲み込んでしまう亀き裂れつを作りそうだった。

「このままでは、地震が麓ふもとの村まで広がるぞ。そうしたら、どれだけの被ひ害がいが出ると思っているんだ！」

　みこは、蘭刀斉の叱しつ責せきにはっとした。

（しっかりしなきゃ。このままじゃわたしがみんなを傷つけてしまう……！）

　振り上げていた守り刀をぐっと握にぎりしめて、何とか鞘さやに戻した。そして唇くちびるを嚙かみしめて、その場に膝をつく。両手もついて四つん這ばいになってから、大きく深呼吸した。そうするとやっと少しだけ、頭を覆おおっていた霧きりが晴れてくる気配がした。

「やっかいな女だな」

　ふいに聞こえた横山の声は、すぐ背後からだった。

「一陸から聞いているぞ、その守り刀がないとお前は神通力が使えないと。──それを渡わたせ」

　声と同時に背後から手が伸のびてきた。みこは守り刀を両手で握り、胸に抱だきしめる。

「うっ、貴様は……！」

　だが背後からうめき声が聞こえて、手はすぐに視界から退いた。慌あわてて振り向いたみこは、思わず目を見開く。

「二海っ」

　拳こぶしを握りしめ、仁に王おう立ちしているのは血だらけの二海だ。その前では、殴なぐられたらしき横山が膝をついている。二海は肩かたで息をしていた。その憤ふん怒ぬの形相は、今までみこが一度も見た事がないものだった。

「てめぇっ、みこに触さわるんじゃねぇ！」

　腹の底からの声は怒りの獣気に溢あふれていた。空気さえ振しん動どうしそうな獣気に、みこでさえ怖おじ気づいてしまう。だがそれを浴びてもなお、横山はびくともせずにゆっくりと立ち上がった。

「ずいぶんと威い勢せいのいい事だな。……一陸、これは失態だぞ。全員殺せと命じていたはずだ」

　二海が右手に佇たたずむ一陸に目を向けた。それはいつもの仲間を見る目つきではなかった。

「動けなかったが、意識は戻もどってた。話はみんな聞こえてたさ。今いま更さら何も言うつもりはねぇ」

　先程と打って変わって、二海の声は静かだった。だけど怒りの獣気が何倍にも膨ふくれあがっているのは気のせいではないだろう。その証しよう拠こに、一陸が苦しげに表情を歪ゆがませて、一歩後ずさった。そんな一陸に、二海が向き直る。

「だがこれだけは聞きたい。──一陸、本気なんだな？」

　荒あららげてもいない、感情もこもっていない、抑よく揚ようのない声だ。だけど何よりも重い声だとみこは感じた。きっと今の問いに、二海は一陸と過ごした五年間のすべてを詰つめ込んだのだ。

　一陸が一いつ瞬しゆん戸と惑まどうように目を伏ふせた。そこへ横山の低い声が響ひびく。

「ちゃんと答えろ、一陸。お前の主君は誰だれだ？」

　自信に満ちた声だった。一陸が大きく息を吸い込む気配が伝わった。

「────僕が仕えるべき主君は、横山様です」

　一陸が向けた視線の先にいる横山が、勝ち誇ほこったように笑う。

　二海はそれ以上は何も言わなかった。ただ、ぎゅっと目を瞑つぶって、拳を握りしめている。そして再び開いた瞳には、もう動どう揺ようしている様子はなかった。

「判わかった。じゃあお前達は……俺の敵だ。もう容よう赦しやはしない！」

　宣言は、まるで自分に言い聞かせてでもいるかのようだった。横山が薄うすく笑う。

「立っているのもやっとのくせに、よくもそんな口が叩たたけるものだ。お前の傷は相当深い。放ほうっておいても死ぬだろう。それよりも……」

　横山の姿が変化を始めた。二海とまったく同じ闇やみ色の狼おおかみは、空に向かって大きな咆ほう哮こうを上げる。彼も闇やみ狼ろうだと判っていたはずなのに、みこも二海もその姿を見て目を見開いてしまった。

　そこへ、空を飛んでやっとこちらにやってきた蘭刀斉が、翼をはためかせて急降下し、刀で獣に狙ねらいをさだめた。

「おのれ、この忌いむべき獣めが！　成敗してくれるっ」

　叫さけんで刀を振ふり下ろしたが、獣を刺し貫くことはできなかった。太くて鋭するどい牙きばが刀をがつっと嚙んで受け止めたのだ。闇狼はそのまま頭を振り、刀を持った蘭刀斉ごと地面へ叩き付けた。

「お師し匠しよう様！」

　とても目の前の光景が信じられなかった。蘭刀斉が赤子の手をひねるようにこうまで簡単に叩きのめされてしまったのだ。みこは彼の強さをよく知っている。だからこそ判るのだ。

　横山は、とてつもなく強い。化か妖ようの頂点に立つ家密とその弟で同じ闇狼の二海。彼らと同等か、それとも……。

　考える暇ひまも与あたえず、闇色の獣気をまとった獣が、次に狙いをさだめたのはみこだった。

「今は二海の命よりも、お前の神通力の源を奪うのが先だ！」

　叫ぶが早いか、横山が逞たくましい四つ足で地面を蹴けってみこに襲おそいかかってくる。慌てて逃にげようとしてももう襲い。闇色の狼は、太くて真っ白な牙を剝むいて、みこに嚙みつこうとした。だがその瞬間、目の前に人ひと影かげが飛び出した。

「うっ……！」

　呻うめいたのは二海だ。彼の肩かた口ぐちには白い牙が深々と突つき刺ささっている。そして肉を、骨を断たちきるほどに、横山が顎あごに力を込めた。

「いやっ、やめて……！　あっ」

　横山に飛びかかろうとしたみこは、ふいに背後から伸びてきた手で地面に倒たおされる。そのままその手は、みこから守り刀を強ごう引いんに取り上げた。

　みこにのしかかる形になった一陸が、顔にほんのわずかな苦しみの表情を滲にじませた。

「……炎守様は神通力さえ使えなければいいから、急所だけは外しておいたから」

　口元をみこの耳に寄せ、一陸がぼそりと呟いた。驚おどろいて見つめると、一陸は青い瞳ひとみをそらして、奪った守り刀を横山に見えるように掲かかげた。

「よくやったぞ、一陸。──炎守は死んだ。これでもう、この国を滅ほろぼすための障害がなくなった。……ふっ、いいことを思いついたぞ。炎華姫、お前は家密や二海が大切にしている女だ。無力になったお前は殺す価値もない。だから生かしておいて、この国の行く末を見させてやる」

　横山がようやく二海の肩から口を離はなす。そして、しっぽをゆらりと揺ゆらめかせた。

「二海も命だけはとらないでおいてやろう。お前が嘆なげき悲しめば、家密も二海も自分が痛めつけられるよりもずっと苦しむだろう。それを味わわせてやるのも、また一興だ」

　一陸が差し出した守り刀を、横山がくわえた。倒れている蘭刀斉と気を失っている二海、そしてようやく起き上がったみこを見て、大きな口でにんまりと笑う。

　そのまま一陸を連れて、悠ゆう々ゆうと森へと去って行った。

　どうする事もできずに、みこは悔くやしさのあまり唇を嚙む。そして彼らの姿が見えなくなってから、ふっと先程の一陸の言葉の意味に気付いた。慌てて立ち上がり、雅の許もとに急ぐ。

「刺し傷きずは腹のかなり外側。出血も少ない。息はある！」

　それだけ確かめて、今度は二海の許に駆かけ寄る。彼の方が重傷だ。爆発で怪け我がをした上に、横山に嚙まれた傷はかなり深かった。

「うっ……みこ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　倒れていた中でいち早く起き上がったのは、蘭刀斉だった。見ると彼には怪我はないようだ。みこは大きく頷うなずいて立ち上がる。

「お師匠様！　空を飛んで麓の村に行って、医者を連れてきて下さい、急いで！」

　いつもは口やかましい蘭刀斉が無言で頷き、白い翼を羽ばたかせてその場を後にした。

　みこは辺りに目をやって、がれきの山から治ち療りように使えそうなものをかき集めながら、ぐいっと涙なみだを拭ぬぐった。

　重傷で未いまだに意識が戻らない雅と二海。だけどむざむざ死なせたりはしない。できる限りの手を尽つくし助けてみせる、絶対に。みこはそう、自分に言い聞かせていた。
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　紺こん碧ぺきの大おお海原うなばらは、いつ見ても心地ここちいいと思う。特に自分が支配する軍ぐん艦かんが数え切れないほど浮うかんでいる様を見るのは爽そう快かいだ。グレートビースト国の第二王子デズモンドは、瞳に鋭さを滲ませて、水平線を見つめていた。

『百ひやく獣じゆう国こくまでもうすぐだな。私はまだかの国を見た事がない。一体どんな国か、教えてくれ』

　デズモンドは、世界一響きがいいと思っている母国の言葉で、背後にいる男に話しかけた。

　だが返事がないのに苦く笑しようして、再び口を開く。

『ああ、そうだった、お前にわざわざ教えてもらう必要はなかった。これがあるからな』

　取り出したのは、筒つつの形をした書状。背後の男がひゅっと息を吞のむ音がした。デズモンドは満足した表情でゆっくり笑う。

『そう、秘伝の巻物だ。これはお前が持ってきた偽にせ物ものとは違ちがうぞ。私の百獣国の〝友達〟が手に入れてくれた本物だ』

　先さき程ほど友達の使いが船で届けに来てくれたのだ。デズモンドは用心深い。他国に攻せめ入る時は、必ず詳くわしい情報を手に入れてからしか行動に移さないのだ。書かれている文字はまったく判らないが、百獣国に通じている商人を同行させているから、彼に翻ほん訳やくさせればいい。少し時間はかかるだろうが、これで準備は調ととのう。

　デズモンドは、黒い鉄の軍艦が一列に並び海を行く様を見て、心の底からぞくぞくした。鉄でできた船は世界でもまだ少ないだろう。これだけの数の鉄の軍艦を有しているのは、グレートビースト国だけだった。

　この船は自分の大切な宝物だ。宝物はもっともっと増やして、下々の者に見せつけてやりたい。それには、造船に必要な鉄が必要だ。だが残念な事に、鉄はグレートビースト国ではほとんど採れない。だからデズモンドはどうしたらいいかを考えたのだ。

『百獣国を支配して、国民達に鉱山を掘ほらせて鉄を手に入れる。そして私はこの軍艦を何倍にも何十倍にも増やし世界の覇は王おうとなる。この秘伝の巻物は、その手伝いをしてくれるだろう』

　デズモンドはちらりと背後に目をやった。そこには男が一人縛しばられて蹲うずくまっている。デズモンドは男に近づき、足で身体からだをひっくり返した。憎にくい憎い弟の執しつ事じが、弟と同じ挑ちよう戦せん的な目で、こちらを睨にらむ。

『ブレイク、なんだ、その目は。主人が主人なら執事も執事だ。私はお前に百獣国の情報を手に入れてこいと命じたのだぞ。それなのに、偽物を持ってきて私を騙だまそうとするとはな！　百獣国の〝友達〟が連れん絡らくをくれなかったら騙される所だった。グレートビースト国の跡あと継つぎである私をたばかろうとはいい度胸だ』

『……跡継ぎは第一王子のレイウッド様です。いくらお身体が弱くて床とこに臥せる事が多くても、あなたは跡継ぎではない……うっ』

　生意気な口と、端たん整せいな顔を靴くつで踏ふみにじる。そんな事は言われなくても判っている。兄のレイウッドは目の上のたんこぶだし、年の離れた弟のアーサーも邪じや魔までならなかった。

『ふんっ、まあいい。いつまでもそんな口は利きけないからな。ブレイク、楽しみにしておけ。もうすぐ大好きなご主人様に会えるぞ。百獣国で起こす戦乱の大火に紛まぎれて、アーサーを今度こそ殺してやる。ついでにお前もな』

　デズモンドは秘伝の巻物を手に持ち、まっすぐ海を見つめてほくそ笑えんでいた。
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「何でわいがあんたの道案内せなあかんねん」

　肩かたに乗って、ぶつぶつと文句を言う煙助に、アーサーは苦笑した。

　右手には海が見えている。アーサーは旅人も多い街かい道どう沿いを、二海から借りた着流しと目立つ金きん髪ぱつを隠かくす笠かさを身につけ、歩いている所だった。

「しょうがないだろう。ワタシは江戸の町がよく判わからないんだ。高たか輪なわという所にある港に行かないといけないんだけど、どうやって行けばいいのか、サッパリ判らない」

　ハハハと笑うと、煙助の口が余計に尖とがる。

「高輪はもうすぐやで。しかし、どうしてこんな時に高輪に行かなあかんねん。みこが富士山に連れて行かれたんやで。わいかて二海達と一いつ緒しよに助けに行きたかったわ」

　煙助が肩の上で項うな垂だれている。その気持ちはアーサーにもよく判った。

「ワタシだって行きたかったよ、だけどニカイが江戸城から秘伝の巻物が盗ぬすまれたと言っていただろう。江戸城にいたスパイは、やはりデズモンドと繫つながりがあると言っていたらしい。という事は、秘伝の巻物はデズモンドの手に渡わたったとみて間ま違ちがいないだろう」

　アーサーは紺碧の目に鋭い光を宿した。今口にした事が現実に起きているのなら、これから先百獣国には恐おそろしい未来が待っている。

「秘伝の巻物の情報を翻訳したら、デズモンドはすぐにでも百獣国に攻めてくるだろう。もう残された時間は限りなく少ない。悔しいがミコを助けるのはニカイでもできる」

　そこで一度言葉を句切ったアーサーは、やや視線を落とした。

「それに、本物の秘伝の巻物が敵に渡ったなら、偽物の巻物を持ってグレートビースト国に戻もどったブレイクも心配だ。あれが偽物だとばれる前に、無事に国を出ていてくれるといいが……」

　ブレイクはアーサーの優ゆう秀しゆうな執事であり、番犬でもある。彼は家族を人ひと質じちに取られて、一度は自分を裏切った。だが今ではそれを後こう悔かいし、グレートビースト国に残した家族を連れ出すために、一度国に戻ったのだ。

「ブレイクの身の安全を守る為ためにも、この国が戦火で焼かれない為にも、ワタシはワタシにしかできない事をする。だから高輪に行くんだ」

　決意に満ちた表情のアーサーを見つめて、煙助が目を丸くした。

「あんたにしかできん事ってなんやねん」

「……ワタシはこの一ひと月つき、何も考えずのんきに芝しば居い小屋に居い候そうろうしていた訳ではないよ。江戸城にスパイがいる事をブレイクの事件の時に確信し、それから自分なりの対処法を考えていた。──そして、自分の考えを実行に移すためには、ある人物の助けが必要だと思ったんだ」

「ある人物って誰だれやねん」

　煙助の素す直なおな問いかけに、アーサーは苦笑した。

「ワタシが最も信しん頼らいする人物だ。彼には……そう、もうすぐ会えるよ。高輪の港に今日つくと連絡があったからね」

　アーサーは久しぶりに会う友人に、喜びとやや不安を覚えていた。彼はなかなか、そう、ハードでクールでポップな人物だ。

　だけど、アーサーが誰よりも頼たよりにしている人物に違いなかった。

　右手に広がる海に、アーサーは目をやった。青い海に商船や漁船が浮かんでいるのはのどかな光景で、アーサーの心を癒いやしてくれる。

　この平和な国を兄のデズモンドのせいで、めちゃくちゃにしたくはなかった。

「……デズモンド、お前は必ずワタシが止めてみせる。もうお前の好き勝手にはさせない」

　大好きな故郷はデズモンドが他国との侵しん略りやく戦争を繰くり返すせいで、国民達が疲つかれ切ってひどい状態だ。女王である母は高こう齢れい、第一王子のレイウッドは病弱で、デズモンドを止める力も気力もない。だから、デズモンドの暴挙を止められるとしたら、自分だけなのだ。

　アーサーは心の中で密ひそかな決意をして、自分の目的に協力してくれる人物の許へ急ごうと、足を速めたのだった。
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「二海、二海。しっかりして。目を覚まして！」

　揺ゆさぶっても、傷だらけの二海は目を覚まさない。みこは勝手に流れてくる涙なみだを何とか堪こらえて、彼の口元に手を当てた。浅いが何とか呼吸している。首筋に手を当てると、脈はあるがずいぶんと弱いと感じた。体温も低いらしく、顕あらわになっている胸むな元もとに手をやってもひんやりとしている。みこは背筋をぞっとさせた。雅も重傷だが、二海の方がもっとひどい状態だ。

　このまま今にも息が止まってしまいそうだった。

「とにかく、手当てしなきゃ。何か止血できるものを……」

　先程がれきの中から探し出した、雅や二海の手当てに役に立ちそうなものを取り出していると、ばさばさと羽ばたく音が頭上から聞こえた。見上げると、梟ふくろうが急降下してくる。

「遅おそかったみたいね」

　梟はすぐさま人の姿となり、片かた膝ひざをついて着地する。そして持ってきたらしき着物に、さっと袖そでを通した。

「藤菜！　どうしてここに？」

「性しよう悪わる猫ねこの事が気になってね。これはあいつの仕し業わざでしょ。……みこ、言ったでしょう。人を信じすぎちゃ駄だ目めだって。あいつはとんでもない男よ」

　一陸の顔が思い浮うかぶ。確かに裏切り者だった。そしてみんなを殺そうとした、でも……。

「……一陸は雅様を殺さなかった」

　雅に刀を突つき立てた一陸。それなのに、彼は心臓を刺ささなかった。まさかあの距きよ離りで狙ねらいを外したという事はないだろう。彼は確かに横山の手下だったが、芝居小屋での彼が何もかも噓うそではなかったのではないだろうか。そんな風にみこは思ってしまう。

「みこ、何を考えているの。一陸はあなたの敵よ。私の主君もあいつらと敵対すると決めたの。だから私にとってもあいつは敵なのよ。今まではあなたと一緒に暮らした仲間だったかもしれないけど、あれは全部芝居だったのよ」

　それでもみこは、時折一陸が見せたわずかな戸と惑まどいの表情が目に焼き付いて離はなれなかった。

「……藤菜、とにかく二海と雅様の手当てをしよう。みんな爆ばく発はつで粉々になっちゃったけど、寝ね間ま着きを見付けたから、これを裂さいて止血して……」

「師し匠しよう！」

　そこへ声を上げつつ、樹海の木々の間から飛び出してきたのは、丸眼鏡をかけた空三だった。後ろには真っ青な顔をした弥生もいる。

「空三、弥生っ。無事だったんだね！」

「ええ、実はこちらの弥生さんに師匠の捜そう索さくを手伝ってもらっていて、二海にもし彼女が自分達に協力しているのがばれたら大変だから、守れと言われていたのです。そこに炎守様が社が爆発するから逃にげろと使用人達に大声で叫さけんでいたのが聞こえて。私は二海の命令があったので、彼女を安全な場所に避ひ難なんさせていたのです」

　空三が倒たおれている二海に目をやって、ぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

「いけませんね。かなりひどい怪け我がのようです。二海は私が診みましょう。多少医術の心得があります」

　さすが江戸城一賢かしこいと言われているだけの事はある。何より心強い味方だった。

　二海を空三と藤菜に任せ、みこは弥生と一緒に雅に駆かけ寄った。俯うつぶせで倒れている雅を、どうにかひっくり返す。そして手当てをしようとしたみこは、思わず目を見開いた。

「能面が……！」

　神しん獣じゆう鳳ほう凰おうのうろこでできているという、神通力の源である能面に大きなひびが入っていた。かろうじて雅の顔は覆おおっているものの、今にも真っ二つに割れてしまいそうだ。

　それが意味する事に、みこはすぐに気付いて愕がく然ぜんとした。だが隣となりで弥生がわっと泣き出した事ではっとする。そう、今はまず雅の命を救わなければ。

　雅の出血もかなりひどかった。爆ばく風ふうを受けたらしい背中にさらしを巻いていると、弥生がしゃくり上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。泣かないで、弥生。絶対に雅様は助かるから」

　なるべく力強い声を出した。本当はみこだって不安でならないけれど、ここで自分まで泣いてしまう訳にはいかない。みこは弥生を励はげましつつ、雅の応急処置に全力を尽つくした。




　　　　[image: ]




　日が沈しずみ始めて、夕焼けが空を支配し始めた頃ころ、ようやく蘭刀斉が医者を連れて帰ってきた。みこ達はみんなで、雅と二海を近くにある蔵くらへと運ぶ。唯ゆい一いつ爆ばく発はつを免まぬかれていた蔵は、壁かべがある分外よりは寒さがいくらかましだった。並んで横たわっている二海と雅の手当てを終えた医者が、桶おけで手を洗いながら渋じゆう面めんを浮かべる。

「お二人とも、かなりひどい状態です。特にこちらのお若い方は出血がひどい。できる限りの事はしましたが、ある程度お覚かく悟ごをされた方がよいかと……」

　その言葉に、みこは息を吞のんで目を見開いた。すぐさま二海の傍かたわらに座り、冷たくなっている手を握にぎる。そして少しでも温まるように必死でさすった。

「二海、二海……」

　涙はぐっと堪えた。泣いてもどうしようもないと判わかっている。今はただ、彼の無事だけを祈いのりたかった。何度も何度もさすっていると、二海のまぶたがわずかに震ふるえた。

「二海！　しっかりしてっ」

　声をかけると、まぶたがほんの少しだけ開いた。焦しよう点てんのあわない瞳ひとみで、二海がこちらを見つめている。握っていた手が、弱々しくみこの手を握り返した。

「……みこ」

　広い芝居小屋に響ひびき渡わたるほど張りがある美声が、今はかすれていて、顔を近づけないと聞こえないほど小さい。みこは彼の口元に顔を寄せて、再び手をしっかりと握りしめた。

「ここにいるよ。わたしはここ。お医者様もいるんだよ。すぐに治してくれるよ」

　医者はさじを投げたが、それでもみこは希望をもって欲しくて噓をついた。だけど二海はほんのわずか苦く笑しようする。まるで何もかもを判っているかのように。

「……みこ、俺はもういい。お前の身の安全が……第一だ。……俺をここに置いて、兄貴の所に、行け。兄貴は……絶対に、お前を守ってくれる……」

　途と切ぎれ途切れの言葉に、みこは目を見開いた。家密の所に行けと二海が言うなんて信じられなかった。仲はいい兄弟だが、みこの事ではいつも張り合ってばかりいたのだ。

「何で……何でそんな事言うの？」

　二海はそれには答えなかった。いや、正確には答えるだけの気力すらなかったようだ。それでも最後の力を振ふり絞しぼったのか、みこの手をぐっと握って自分の方に寄せた。

「いいか、兄貴の所に行くんだ。……空三に護衛してもらえ……うっ、ごほっ」

　咳せき込むと同時に、口元に血が滲にじんだ。みこは慌あわてて手近にあった手ぬぐいでそれを拭ぬぐう。

「二海、しっかりして。目を開けて！」

　金色の目が閉じられたのに気付いて必死で呼びかけたが、二海は気絶してしまったのか、答えてはくれなかった。みこは思わず本音を口にしてしまう。

「神通力が使えたら……そうしたら、怪我を治せるのに……！」

　今までに危機は何度も経験した。そのたびに同じ事を何度思っただろう。だが今回が一番切実だった。青白い顔で目を開けない二海が、冷たい手をした二海が、心配で心配で仕方ない。
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　もう一度目を開けて、見つめて欲しい。

　もう一度優やさしい笑え顔がおを、見せて欲しい。

　もう一度温かな腕うでで抱だきしめて欲しい。

　心の中でその思いが溢あふれてくる。彼を失う恐きよう怖ふと不安は、みこの心を浸しん食しよくし食い尽くしてしまう。心が食い尽くされてぼろぼろになってしまったら、一体どうしたらいいのだろう。

「……みこ、来い、話がある」

　必死で二海の手を握っていると、蘭刀斉が背後から声をかけてきた。見ると、真しん剣けんな顔でみこの腕を引く。

「今は駄目です。二海のそばを離れたくありません」

「こんな状じよう況きようになったからこそ、お前にはやるべき事があるはずだ。判っているのか？　雅様の未来の夢は段々現実になっていっているのだぞ」

　蘭刀斉の口調はいつものように荒あら々あらしいものではなかった。だがその常にない静かな口調が、事の重大さを物語っていた。

　みこははっとして目を見開いた。雅は大おお怪け我がをして自分が死ぬ夢を見たという。そしてみこは近しい誰だれかに裏切られ、百ひやく獣じゆう国こくには外国の敵が攻せめて来て、ついには滅ほろぼされてしまう。

　その夢を現実にしない為ために富士山に戻もどってきたはずなのに、もう遅かったのだ。みこがどれだけあがいても、雅の夢は現実へと姿を変えている。

　みこは二海の手を、一度ぎゅっと握って立ち上がった。二海がとても心配だ。雅だっていつ容態が急変するか判らない。だけど、ただここでじっと彼らの心配ばかりしていても、何も状況は変わらない。むしろどんどん悪い方へと転がっていくだけだ。

　それを止めたくて、みこは富士山に帰ると決意したのだ。

　唇くちびるを嚙かみしめて、自分を奮い立たせた。空三と弥生に後を任せて、蘭刀斉に続いて蔵を出る。外はすっかり暗くなっていて、山のせいか十月だというのに吐はく息がうっすら白かった。

「話とはなんですか。お師匠様」

「……雅様のあの能面を見たか？」

　思わず目を眇すがめた。雅が被かぶっている能面には、大きなひびが入っていたのだ。

「見たようだな。あの能面は神獣鳳凰と共鳴し、炎守に神通力を授さずけて下さるものだ。だが、あれだけ破損しては……。おそらくもう雅様は神通力を使えないだろう」

　それはみこにとって、心臓を矢で射い抜ぬかれる程ほどの衝しよう撃げきだった。

　雅はいつだって生き神として百獣国に君臨している。彼はこの国を守り、神通力を使って様々な災さい厄やくから民たみ達を守ってくれるのだ。

　その雅が、神通力を使えなくなったなんて──。

「みこ、お前はどうだ。さっき怒いかりで神通力を暴走させようとしただろう」

「それが、守り刀を奪うばわれてしまったんです。ですからわたしも神通力は使えません」

　みこは悔くやしさのあまり唇を嚙んだ。儀ぎ式しきはまだ途と中ちゆうだった。自分はまだ炎守にはなっていない。能面にはひびが入り、守り刀も奪われた以上、神通力に頼たよる事はできなかった。

　あの力があれば二海も雅も救えるというのに、なんと自分は無力なのだろうと、爪つめが食い込むほど拳こぶしを握りしめた。だがみこのすみれ色の目は、まだまだ光を失ってはいなかった。

「……ううん。まだだ」

　呟つぶやいて、心の中で今の言葉を何度も何度も繰くり返す。

「まだ、止められる。まだ、運命は変えられる。だって自分は死ぬと予言していた雅様は、まだ生きている。運命が少しずつ変わってきているからだ」

　自分に言い聞かせるように、みこは力強い口調で言葉を発した。

「……相変わらず前向きな事だな。だが、お前も雅様も神通力は使えない、しかも雅様はあの傷では、しばらくは動く事もままならないだろう。二海とやらもかなりの傷を負っているし、秘伝の巻物は敵の手に渡ってしまった」

　聞けば聞くほど最悪の状態だった。だけどみこは大きく首を振る。

「でも、雅様も二海も生きてる。秘伝の巻物は盗ぬすまれたけど、敵はまだ百獣国には来ていない。まだこの国を戦火の渦うずに巻き込まずにすむ方法はきっとあるはず……！」

　みこの凜りんとした声を聞いて、蘭刀斉がふっと笑う。

「よくぞ言った。それでこそ私の弟で子しだ。では、やる気満々のお前に一ついい事を教えよう」

　満足そうな笑みを浮うかべた蘭刀斉に、みこは首を傾かしげてしまう。

「いいこと……？」

「そうだ。──実は能面が壊こわれても、守り刀がなくても、神通力を使う方法が一つだけある」

　みこは目を見開きつつも、すぐさま蘭刀斉に詰つめ寄った。

「そ、それって、一体どんな方法なんですか？　教えて下さいっ。お願いします」

　着物をぎゅっと摑つかんで必死で見上げると、蘭刀斉が小さく頷うなずいた。

「この方法は大きな危険を伴ともなう。まさに命がけとなるだろう。本来ならば炎守にしかできないことだが、雅様はしばらくは動く事も叶かなうまい。この場合、お前ならどうする？」

　聞かれて、みこは迷いも戸と惑まどいもなく、大きく頷いた。

「わたしが雅様の代わりに、その方法を使います。たとえどんなに危険でもかまいません。今まで育ててくれた雅様や、大好きな人達の為に、わたしはわたしの命をかけます。だからお願いです、その方法を教えて下さい！」

　その答えは、どうやら正解だったようだ。蘭刀斉が、みこの頭をそっと撫なでてくれた。大きくて骨張った手は、子供の頃に褒ほめてくれた時とちっとも変わっていない。

「いいだろう。だが長い話になる。その前に、危険ではあるが雅様達を江戸に運ぶぞ。ここは治ち療りように適していない。江戸城には医者達も揃そろっているし、春華の局もいらっしゃる。あの方は雅様の世話をしてくれるだろう。二海は将軍の弟だ。彼にとっても江戸城の方がいいだろう。私とあの梟ふくろうで空を飛んで二人を運ぶ。その後にじっくりその方法について教えてやろう」

　みこは大きく頷いた。神通力を取り戻す為の命がけの方法とは一体なんだろう。本当は心の中で、怖こわいという気持ちも生まれている。

　だが迫せまり来る外国の敵に打ち勝つ為にも、そして大好きな人達、いや彼らだけでなく、心から愛する人を守る為にも、みこは自分にできる最善を尽つくそう、そう心に決めていた。

　蘭刀斉と蔵くらに戻ろうときびすを返すと、ふいに戸ががらりと勢いよく中から開いた。

「弥生……どうしたの？」

　弥生は目にいっぱい涙なみだをためて、肩かたで息をしていた。真っ青な顔でみこを見つめると、大きな瞳から涙が次々とあふれ出す。

　みこはとても嫌いやな予感がした。神通力はなくなったが、漠ばく然ぜんとした予感がふいに心を乱す時があるのだ。

　そしてその悪い予感は、よく当たる。

「大変です！　みこ様っ。二海さんの容態が……！」

　それ以上は聞きたくなかった。だからみこは自分の目で確かめる為に、すぐさま蔵の中へと飛び込んだのだった。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『あやかし江戸物語』も五巻です！　楽しんで頂けましたでしょうか。

　前回かなり大変な所で終わってしまい、早く続きをお届けしなければと思って頑がん張ばりました。ようやく５巻ができあがってほっとしています。

　せっかく江え戸ど時代をベースにしたお話を書いているのだから、いつか忍にん者じやネタをやろうと決意していたので、それも書けて大満足です。

　物語も佳か境きように入ってきましたが、どうかもうしばらくおつきあい下さいませ。







　いつもぎりぎりまで本編を書く私にしては珍めずらしく、あとがきを３ページももらってしまいました。実は一番苦手です。この〝あとがき〟。

　何を書いたらいいんだろうな、私の日常を書いても読んでいる人は楽しいのかな、といつも悩なやんでしまいます。あとがきを３ページ書くなら短編一本書くほうがいいな、なんて思ってしまいますが、今日は頑張って質問形式にして書いてみたいと思います～。




「最近起こったショックな事」

　デジカメを紛ふん失しつしてしまいました……。デジカメは買い直せますが、思い出が詰つまったＳＤカードはそうはいきません。８００枚近く写真のデータが入っていたのに。

　しかも取材用の写真も入っていて、九州にある忍者屋や敷しきに行った時の写真や、江戸時代の様式で作られた芝しば居い小屋を見学した時の写真やらその他色々と、全部なくなってしまいました。やはりバックアップを取るべきだったと反省しています。かなり泣きそうです……。




「最近一番嬉うれしかった事」

　今年に入って５キロほど瘦やせました。でも１キロ戻もどりました。見た目はまったく変わりません。マイペースでダイエットに励はげんでいて、夏までにはもう少し瘦せるのが目標です。

　あと嬉しかったのは、愛犬タイヘイにガールフレンドができたこと。

　黒いトイ・プードルの女の子なのですが、とっても可愛かわいくて散歩中にタイヘイと会うとイチャイチャしてくれて、かなり微笑ほほえましいです。仲間に入れてもらえない愛犬のテンカがちょっぴり可か哀わい想そうですが、そこは仕方ないよと慰なぐさめつつ。

　でもそのトイ・プードルちゃんには、他ほかにもボーイフレンドがいる様子。

　頑張れ、他のワンちゃんに負けるなタイヘイ！　と励ます毎日です。




「最近楽しかった事」

　最近というか以前からですが、読んで下さった方達から感想のお手紙を頂くのがとっても楽しみです。いつもワクワクしながら待っていたりします。前シリーズの時からずっとお手紙を下さっている方もいて、すっかり顔（？）なじみになっています。

　メールが全盛の時代ですが、自筆のお手紙はどんな方が書いているんだろうなぁ～と想像できたりして、すごく楽しいです。

　また今回の感想も頂けたら嬉しいなぁと、ドキドキワクワクしながら待ちたいと思います。







　さてさて、そろそろ３ページのようです。私の変化のない日常の一コマにおつきあい頂いてありがとうございました。今度はもっと気の利きいたあとがきを書けるように精しよう進じんします。




　本編のほうはまたまた大変な事になっていますが、これからどうなるかは次巻にご期待下さいませ。皆みなさんに楽しんでもらえるお話作りを目指して、頑張ります！

　では、また次でお会いできる事を祈いのって。





伊藤　たつき　　


















カバー・本文イラスト／音中さわき

カバーデザイン／須貝美華










あやかし江え戸ど物もの語がたり




旅たび立だつ決けつ意いに結むすぶ恋こい！








伊い藤とうたつき
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